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例 言

１ 本書は、柏木川改修工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施した、恵庭市柏木川

１３遺跡の発掘調査報告書である。

２ Ⅰ～Ⅴ・Ⅶ章の執筆は、目次に示した分担で鈴木信・立田理が行い、同一項目の執筆者が複数の

場合は本文該当部分の末尾に括弧で文責を示した。編集は鈴木が行った。

３ 現場の遺構図・土層図などの作図・整理は、鈴木・立田が担当・従事し、鈴木が統括した。

４ 調査写真・遺物写真・写真図版の編集は吉田が担当した。調査写真は鈴木・立田が分担し、一部

吉田が撮影した。遺物写真は吉田が撮影した。

５ 本書の報告に関する遺物整理は、土器・金属製品を鈴木が、土製品・石器等を立田が担当した。

６ 遺物の実測・トレースは、土器・金属製品を三国谷環が、土製品・石器・石製品を大森佐知子が

行い、各担当者が統括した。

７ 金属製品の保存処理は第一調査部第１調査課が行った。

８ 遺跡の自然環境に関する分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、報文をⅥ章に掲載した。

９ 石斧・石製品の分析は株式会社第四紀地質研究所に依頼し、報文をⅥ章に掲載した。

１０ 住居炭化材の樹種同定は浅井学園大学三野紀雄に依頼し、報文をⅥ章に掲載した。

１１ 調査にあたっては、下記の諸機関・各氏から御指導・御協力をいただいた。（五十音順）。

恵庭市教育委員会、恵庭市郷土資料館、

赤石慎三、秋山洋二、宇部則保、木村 高、乾 哲也、井上 巌、井上雅孝、出穂雅実、

伊藤一志、伊藤武士、稲垣和幸、上野秀一、上屋真一、遠藤龍畝、大林千春、小野昌子、

利部 修、葛西智義、柏木大延、加藤孝幸、兼平一志、工藤義衛、小林幸雄、後藤秀彦、

佐藤一志、佐藤芳雄、澤田 健、仙庭伸久、園部真幸、高橋 理、高橋正勝、田村俊之、

豊田宏良、直井孝一、長町章弘、野中一宏、野村 崇、羽賀憲二、長谷部一弘、長谷山隆博、

畠山英二、平川善祥、藤井誠二、松田淳子、松谷純一、三野紀雄、村田晃一、森岡健治、

森 秀之、長田佳弘、山田悟郎、山原敏朗
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記号等の説明

１ 遺構の呼称について

遺構は調査順の番号をアラビア数字で記号の後ろに付した。「H」は竪穴住居、「HP」は竪穴住

居に伴う土坑、「P」は土坑墓・土坑、「F」は焼土を表す。

２ 遺構図について

�１ 縮尺は原則として４０分の１を用い、それ以外はスケールで示した。

�２ 平面図は図の天が北方向で、アルファベットライン；B～Nは真北から２６°５０′４９″―Eに振れて

いる。

�３ グリッドラインの交点は「＋」であらわし、交点傍らには右下に当たる区画名称を付した。

�４ 平面図中の「・」小数字は、その地点の標高（m）を表す。

�５ 平面図中の遺物記号は、「●」は土器、「▲」は剥片石器、「■」礫石器、「△」は剥片、「□」

は礫、「＊」は金属製品、「×」はその他の遺物を表す。

�６ 平面図中の「→」は、遺物の傾きを表す

�７ 遺構の規模は「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」の順に

示してある。一部破壊されている遺構は現存長を（ ）で括り不明の場合は「―」と表記する。

�８ 土色は一部に『新版標準土色帳』（１９８８）を用い、火山灰の略号は北海道火山灰命名委員会『北

海道の火山灰』（１９８２）を用いた。

３ 遺物図について

�１ 復元土器・土器拓影３分の１、礫石器３分の１、鉄製品・剥片石器・磨製石器・土製品・石製

品２分の１で掲載する。

�２ 復元土器の断面図上方に「▼」が付されている場合は、正面図に「▼」が付されている部位の

断面を転写している。断面が複数に及ぶ場合は「▽」も使用している。

�３ 復元土器の天に「 」と「 」が付されている場合は、正面図左側内面にある調整等の情報を

右側内面に転写したこと表す。

�４ 個別遺物の図の右下にある数字は掲載番号である。本文中で遺物を引用した箇所では太ゴシッ

ク体の数字（６、１２等）で掲載番号を表す。

４ 石器の計測について

石器の大きさは「最大長、最大幅、最大厚」であり、単位は㎝で表す。
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Ⅰ 調査の概要

１ 調査要項

事業名：柏木川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者：北海道 札幌土木現業所

事業受託者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：柏木川１３遺跡（Ａ－０４－１０７）

所在地：恵庭市北柏木町１丁目２５６，２８１

調査期間：平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

（発掘：平成１５年５月６日～７月１１日）

整理：平成８月４日～平成１６年３月３１日

調査面積：１，４０１㎡

調査体制：第２調査部長 西田 茂

第２調査部第１調査課長 佐藤 和雄 同 主査 鈴木 信（発掘担当者）

同 主任 吉田裕吏洋 同 主任 立田 理（発掘担当者）

２ 調査に至る経緯

柏木川下流左岸は以前から洪水被害を受けていたが、昭和５８年８月の大雨によって大きな被害を受

けた。このことから柏木川の治水事業として柏木川改修計画が昭和５８年に策定された。昭和６１年以降、

河道拡幅工事が下流から上流（市道西六線を始点に道道江別－恵庭線附近まで）へ進められ、その後

平成７年に改修区間の延長・遊水池設置が計画され、平成９年に改修工事が決定された。

当該区間における埋蔵文化財保護の経緯を述べる。平成９年４月に北海道札幌土木現業所長より北

海道教育委員会に対し事前協議が行われた。協議区域は恵庭市柏陽町・北柏木町、工事期間は平成１０

年４月から１９年３月、工事概要は掘削・護岸であった。

平成９年１１月には恵庭市教育委員会が埋蔵文化財所在確認調査を実施し、同年１２月に北海道札幌土

木現業所長へ包蔵地約１．２万㎡と回答した。

その後平成１３年１０・１１月に北海道教育委員会文化課調査班・工藤研治が約１．２万㎡を対象として、

範囲確認調査を行った。重機を使用してトレンチ５５ヶ所、人力でピット２ヶ所を調査し、土器片（縄

文中期・晩期を含む）３６点・石器等６点や焼土・遺構埋土が検出され、柏木川左岸の広い範囲に埋蔵

文化財包蔵地の存在が明らかとなった。

上述の結果、工事計画変更が不可能な場合に記録保存を目的とした通常の発掘調査が必要である面

積は３，６５０㎡、遺構確認調査１，７８０㎡との見通しが示された。平成１５年４月に財団法人北海道埋蔵文化

財センターにたいして当遺跡の発掘調査について委託の協議があり、調査面積３，２００㎡に対して事業

を受託した。同年４月、施工の実際を札幌土木現業所とともに現地で確認したところ調査必要面積が

１，４０１㎡であることが判明したので面積減に就いては西島松３・５遺跡の調査で補完することを北海

道教育委員会文化課より指導された。５月第１週から７月第１週の予定で調査に着手した。

１ 調査要項

―１―



３ 調査の経過

現地確認の結果、柏木川の護岸が老朽化しており崩落の危険があるため工事用地際までの調査を断

念し、際から約２mの控えを確保した。また、表土剥ぎの結果、竪穴状遺構が４ヶ所、谷地形が５

ヶ所確認された。竪穴状遺構は平面形・埋土より判断すると擦文文化期であり、したがって火災住居

である可能性が高いと推定できた。調査期間が２ヶ月と短いため、十分な調査記録を残すため竪穴状

の遺構の調査を最優先することとした。環境整備・表土除去・抜根に充てられる第１週を除き、雨天

日等・撤収を考慮して調査期間は７週と考えた。調査区（１，４０１㎡）は５６グリット（５m×５m）に

相当するので、８grid／週（１．６grid／日）の進捗が必要とされた。

実際は、火災住居の炭化材検出・図化、谷部分の土量の多さに手間取り第３週目に入って、４grid

／３週の遅れが生じた。そのため普通作業員を２４名から３１名に増員し（同時期に調査を行っていた西

島松５遺跡からの移動）、表土剥ぎで遺構が検出されなかった１８ライン以北に６ヶ所のテストトレン

チを設け遺構・遺物の密度の確認して調査の手順を再検討し、５ヶ所の谷地形調査にはベルトコンベ

アーの導入を行った。これらの対策により第６週までには調査の遅滞は改善された。くわえて、第４

週には札幌土木現業所千歳出張所河川係に対して調査進捗状況を説明し、調査期間の若干の延長につ

いて協議し了解を得た。いっぽう、西島松５遺跡の調査状況（縄文後期の玉類・漆製品を伴う多数土

坑墓群）から、当遺跡を予定期日に終了して西島松５遺跡に調査員・作業員を早期に投入することが

必要となった。第８週目には調査員１名・技能作業員１名・普通作業員１６名を西島松５遺跡に移動さ

せ、第９週には普通作業員８名を移動させ、残り調査員１名・技能作業員２名・普通作業員８名で撤

収作業を行った。結果的には当初予定期間より１週間延長で終了した。

４ 本書の内容

第Ⅰ章では調査にいたる経緯と経過を説明する。第Ⅱ章では当遺跡の調査の工程を概説、調査方法

と遺物や図面・写真などの記録類の取り扱いについて説明する。第Ⅲ章では遺跡の位置・立地と地層

について触れる。第Ⅳ章では遺構の事実報告、第Ⅴ章では包含層出土遺物ついて記載する。第Ⅵ章「自

然科学的分析」では、花粉・珪藻分析などによる古環境、早期貝殻条痕文土器群期の石製品の分析、

擦文文化期住居の炭化材について述べる。第Ⅶ章では遺構・遺物について考察する。 （鈴木）

表Ⅰ－１ 土器・土製品・金属製品集計

表Ⅰ－２ 石器・石製品・礫集計
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遺 構 １７ １ ０ ３ ２ １ ２ ０ ９ ３８９ ３ ４ １ ９ ５ １ ６ ０ ４ ３ ３ １６７ ６３０
計 １０６ ６ １ １７ ４５ ２ ６ ８ ６８１，８７９ １９ ６ １ ２２ １９ １ １４ ２ １０ ９ １６ ４２６２，６８３

Ⅰ 調査の概要

―２―



Ⅱ 遺跡の環境

１ 位置

�１ 所在（図Ⅱ－１・２）

遺跡は昭和５９年に埋蔵文化財包蔵地として周知され、遺跡番号が「Ａ－０４－１０７」が付され「柏木

川１３」と命名された。所在は恵庭市街の南西郊外、JR千歳線恵み野駅の西方１．５�、恵庭市北柏木町
２５６・２８１である。

遺跡がある恵庭市は、北海道の石狩地方南部を占め、西は札幌市、東は長沼町、南は千歳市、北は

北広島市に接する。市域は主に東部の標高８�の水田・畑地帯と西部の山地で構成されている。
遺跡は沖積地の始まりを成す市域中央部、柏木川中流域の左岸に位置する。遺跡を始点に川を下る

と約０．７�でキトウシメムナイ川が、約４．５�でルルマップ川が合流し、約０．９�で島松川に合流する。
そのあと島松川は千歳川に合流し、千歳川は江別市で石狩川に合流して日本海に注ぐ。

柏木川は明治２９年仮製５万分の一図によると「ペケレ・ぺツ」と呼ばれ、明治４３年製５万分の一図

には現在の名称「柏木川」で呼称されている。

「ペケレ・ぺツ」とは榊原正文の『データベースアイヌ語地名３』（２００２）によれば、アイヌ語で「明

るい・川」を意味する。松浦武四郎「新道誌」『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌』には「（前略）其土

皆むかしタルマイ山の焼石なりと。故に水至りて清冷なるによって此名有るなり。（後略）」とある。

「タルマイ山の焼石」とは１７３９年降下の樽前ａ火山灰のことであり、その色調が明灰白色であること

から松浦武四郎が伝聞した内容は妥当なものである。榊原も河床堆積物の色調から命名されたと推定

している。

�２ 地形

遺跡は柏木川が開析した幅約２００�の沖積地の標高３０�河岸段丘縁に位置する。河岸段丘の基層層
は支笏軽石流・恵庭ａ火山灰の水成二次堆積層で、その直上には縄文早期・貝殻文土器を包含する黒

色土層がある。

�３ 柏木川流域の遺跡（図Ⅱ－３）

柏木川流域には６０ヶ所の遺跡が確認されており、右岸には３２ヶ所、左岸には２８ヶ所存在する。これ

らは上流（標高６５�附近）から下流のルルマップ川合流点（標高８�附近）まで満遍なく分布してい
る。確認された６０ヶ所のうち、発掘調査が行われたのは２０ヶ所である。

柏木川１３遺跡の主な時期つまり竪穴住居が存在した時期は、縄文時代・早期（貝殻条痕文土器群期）

と擦文文化期・前～中期前半である。

１８ヶ所の遺跡のうち貝殻条痕文土器が出土した遺跡は中島松５Ｂ、南島松４Ａ、島松仲町、柏木川

１１遺跡である。これらは中～下流にわたりほぼ約１．１�間隔で点在する。
また、擦文文化期・前～中期前半の竪穴住居が検出された遺跡は、中島松１・５Ａ・６・７遺跡、

南島松２・３Ｂ・４・４Ａ・４Ｃ遺跡、西島松３・１５遺跡、柏木川１１遺跡である。中島松５Ａ・６・

７遺跡は連接し、中島松１と南島松２・３Ｂ・４・４Ａ・４Ｃ遺跡は連接する。この２群間は、ほぼ

０．８�である。西島松３遺跡と柏木川１１遺跡と柏木川１３遺跡ほぼ０．１�間隔で点在する。西島松１５遺跡
は孤立している。

ただし、近在する柏木川１１遺跡と柏木川１３遺跡は後北Ｃ２・Ｄ式期の遺物分布からみて連接する可
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図Ⅱ－１ 遺跡の位置（１）

Ⅱ 遺跡の環境
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図Ⅱ－２ 遺跡の位置（２）
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図Ⅱ－３ 調査地点

Ⅱ 遺跡の環境
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能性もある。

柏木川１３遺跡に関する発掘調査報告は１９８８年に恵庭市教育委員会から『柏木川１３遺跡柏木川８遺跡』、

２００３年に同市教育委員会から『柏木川１３遺跡（Ⅱ）』が刊行されている。したがって当埋蔵文化財セ

ンターが刊行する報告書は、３冊目となる。

２ 地層

�１ 基本層序（図Ⅱ－４）

Ⅰ層：表土または耕作土、樽前ａ降下火山灰が多量に混じる。

Ⅱ層：樽前ａ降下火山灰層

Ⅲ層：黒色土、縄文時代～アイヌ文化期の遺物、遺構を含む。

Ⅳ層：暗褐色土層：Ⅲ層とⅤ１層との漸移層

Ⅴ層：恵庭ａ火山灰の水成二次堆積層、Ⅴ３層は谷地形の斜面～底部（旧河道）にみられる。

Ⅴ１層：上部のローム質土

Ⅴ２層：中部のローム質土と軽石礫を含む

Ⅴ３層：下部の砂と軽石礫の互層

�２ 噴砂（図版Ⅳ－２中段）

概ね鉛直方向、北北東－南南西に走る稲妻状の明白色砂質土の砂脈は、地震時の液状化現象によっ

て生じた噴砂脈と考えられる。地層断面や遺構中に観察されるもの以外は記録を取っていないが、例

外なく発掘による掘削よりも深い位置（少なくともⅤ３層より深いところにある）から生じ、ほとん

どは上端をⅠ層に切られて終わっている。

噴砂脈どうしが切り合っている例はない。縄文早期の竪穴住居跡や擦文文化期・前期の竪穴住居を

貫いていること、Ⅰ層に切られていることから、遺物包含層の形成よりも新しく、現代の耕作土より

古いという以外、今のところ地震の年代について判然としない。

�３ Ⅲ層（黒色土）中の暗赤褐色土（図版Ⅳ－３５）

標高３２�前後のⅢ層上部、不整形の暗赤～暗橙褐色土が拡がっていた。この層の特徴は不整形の拡
がり、暗赤～暗橙褐色土の単層、締まりがⅢ層と同じであった。

以前、千歳市ユカンボシＣ１５遺跡の低湿部と台地部の境において同じ状況を検出した。「Ⅰ－４土

層の区分」『千歳市ユカンボシＣ１５遺跡（２）』（１９９９）においては「橙色土：台地上や台地端のⅡＢ

層で、鉄分等が集積した部分が酸化したものとおもわれる。焼土層ではない」と判断された。

ユカンボシＣ１５遺跡の橙色土は斜面においては下る方向に帯状に拡がり、平地では不整形、窪みで

はくぼみの平面形に相応していた。また、ウェルポイントが不調で水位が上昇・下降した時、窪みに

溜まった水が蒸発・浸透してゆく際に橙色の酸化層を形成するのを目撃した。橙色の酸化層は数日で

赤色化した。数日後それは一見するとくぼみに形成された焼土と同じに見えた。

これらのことから鉄分を含む有機化合物が多く含まれる水質である場合、蒸発・浸透によって残留

した有機化合物が酸化して層を形成するであろうことが理解できた。

焼土と酸化層の違いは、焼土の平面形は楕円形・楕円形に近い形であるが酸化層は雲様の不整形で

あること（窪みに溜まった酸化層はくぼみの平面形に相応）、焼土は直接火炎を受ける明るい層と熱
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だけを受けるやや暗い層の組み合わせであるが酸化層にはそれがみられず単層であること、焼土の被

熱部分には締まりがあるが酸化層は包含層と同じであること（鉄分が凝集した部分は幾分硬い場合が

ある）、焼土には灰・炭化物・炭化材・動植物遺存体などの残滓が伴うが酸化層には伴わないこと。

以上より、柏木川１３遺跡の暗赤褐色土は人為や自然発火による焼土ではなく、鉄分を多く含む有機

化合物が形成した酸化層である。

こういった事例は過去の調査において焼土と解釈されて報告された例が多くあろう。このことに対

する問題提起の最近の例としては、末光正卓「Ⅸ章まとめ ３焼土という遺構について」『千歳市オ

ルイカ１遺跡』北海道埋蔵文化財センター（２００３）がある。

（鈴木）

図Ⅱ－４ 基本層序

Ⅱ 遺跡の環境
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Ⅲ 調査の方法

１ 調査範囲

�１ 発掘区の設定（図Ⅲ－１）

ａ 方格座標組みおよび水準点

現地調査の基本図は、北海道札幌土木現業所の柏木川改修工事用地「現況平面図」５００分の１を使

用した。工事計画により受託した遺跡調査範囲から、発掘区の設定は以下のように行った。

柏木川左岸を調査区東辺（東西軸の原点側）とし、斜面となって遺跡が途切れるであろう斜面上端

を調査区北辺（南北軸の原点側）とした。東西軸には５�ごとに大文字アルファベット（Ａ～Ｍ）、
南北軸には５�ごとにアラビア数字（１～３８）を与えた。これによって調査区内に５�四方の方格座
標を組んだ。

５�発掘区（グリッド）の呼称は、方眼の北西角を読む。発掘調査区域の北西角であれば６５－１１０
区となる。さらにこの５�方眼を２．５�四方に分割して、反時計回りに北西角からＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄと
呼ぶ小発掘区（小グリッド）を設置し、調査の便を図った。

なお、基準杭と５�方眼杭の設置は株式会社アジア航測に委託した。これら杭打設の基準として、
柏木川改修工事の用地幅杭「Ｋ３７１」と「Ｋ５４８」を結んだ線を「Ｉライン」と呼称し、用地幅杭「Ｌ

８－２」を通って「Ｉライン」と直交する線を「２３ライン」とした。東西軸（大文字アルファベット）

は真北からＮ－２６°５０′４９″－Ｅに振れている。杭標高は、恵庭市北柏木町１丁目こばと公園の４級

水準点（Ｈ＝３１．７９０�）を使用し、基準杭７本に標高を記入した。

ｂ 方眼の経緯度と座標

上記の使用した用地幅杭の緯度・経度および平面直角座標は「世界測地系座標」に基づいている。

Ｋ５４８：北緯４２度５４分０４．８２８９６秒、東経１４１度３３分５５．３４２０６秒

Ｘ＝－１２１，８２３．０４９９�、Ｙ＝－５５，９０８．９０４７�
Ｋ３７１：北緯４２度５４分０５．６９９９２秒、東経１４１度３３分５５．９２９７８秒

Ｘ＝－１２１，７９６．２８４３�、Ｙ＝－５５，８９５．３５６８�

２ 掘削

�１ 掘削

遺跡範囲について重機を用いて耕作土層・客土層の除去を行った。その後、遺跡全域を鋤簾・移植

により清掃し、手掘りによる遺構・遺物の分布を確認・調査を行なった。

調査は主に移植ゴテを使用して行った。遺物の出土状況に応じて竹へらや竹串を使用して遺物を傷

つけないように掘削を行った。また、精査・清掃の際には前記のほかにロボウキ、ブラシ等を用いた。

排土の運搬は人力で一輪車により移動を行ったが、傾斜が急な谷地形においては小型の電動ベルトコ

ンベアーを用いた。なお、遺跡内の抜根は、大きな切り株は耕作土層・客土層の除去の際にバックホ

ウによって行い、小さな切り株は電動チェーンソーや人力で行った。

１ 調査範囲・２ 掘削
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３ 測量と記録

�１ 測量・図化

遺構と遺構出土の遺物の詳細な出土位置と範囲を記録することにより、その接合関係を把握し、遺

構の形成順序を把握するため下記のような方法を用いて遺構と遺物の検出範囲と出土位置を記録する

こととした。遺構出土遺物は出土位置と標高を、取り上げ番号と伴に図面に記入した。包含層出土遺

物の殆んどについては測量・図化を行わず小グリット単位の平面位置情報の記録に留めてある。微細

遺物や土壌サンプルに関しては検出範囲と標高をサンプル番号と伴に図面に記入した。

平面測量は５�方眼杭を基準として水糸遣り方から手測りを主として一部平板測量による図化を
行った。水準測量は自動レベルと１�目盛りの箱尺を用い、最近の基準杭により測点の標高を求めた。
図化は、基本的に縮尺２０分の１で行い、出土状況の詳細図を必要としたときは縮尺１０分の１で行っ

た。１�方眼のＢ３版セクションフィルムと鉛筆・ボールペンを用いた。

�２ 野外撮影

発掘現場での撮影は、６×７カメラを主とし、デジタルカメラを補助的に用いた。必要に応じて４

×５フィールドタイプカメラも使用した。同一カットを同じ条件（シャッタースピード・露出）で２

コマ撮影し、それをもって１セットとした。

現場での撮影データは、撮影者が野帳にその都度記入して、デジタルカメラで同一カットを撮影し、

写真台帳としてデジタルデータベース化を図った。

撮影対象は全ての遺構、遺物出土状況である。撮影に際しては、各被写体の出土位置・深度など必

要な情報が写されることを考慮した。ブレ・ボケなどを防止する為に全ての撮影は、三脚を用いて行

なった。また、フィルムの使用頻度や収納スペースの観点から全てを６×７サイズ（必要に応じて４

×５サイズ）で撮影を行なうこととした。スライドなどで必要なカットは３５�サイズに縮小デュープ
している。

撮影機材・フィルムはMamiya RZ６７PROⅡ・フジ BIGJOB（デジタルカメラ）、コダック T－MAX

１００・E１００S、フジ RDPⅢを用いた。フィルムは、遺跡が全体にくすんだ土色で、焼土や土坑の覆土

などの色変化が再現しにくいため、発色性の強いものに替えた。

図Ⅲ－１ 発掘区設定

Ⅲ 調査の方法
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�３ 出土遺物の収集

遺構出土の土器・石器等・微細遺物・土壌サンプルは、出土状況の詳細な記録化を行って取り上げ

ることに努めた。基本的に取り上げ番号を図面に記入したものは位置と標高を計測して取り上げてい

る。土器・石器等・鉄製品に関しては接合関係を把握することを考慮し、すべてに取り上げ番号を付

け、図面に記入して取り上げた。微細遺物の密集部分は土壌ごと取り上げた。土壌サンプルも可能な

限り地点計測を行い取り上げた。また、包含層出土遺物については同一層・小グリッドごとに取り上

げた。

４ 資料整理

�１ 図面・台帳

原図は、標高数値・セクションポイントの位置・遺物取り上げ番号と台帳記入の遺物番号、必要事

項の記入、訂正などの作業を行った。訂正や変更があった場合はその個所が確認できるように原図に

書き込んでいる。その後、原図から１�方眼のＢ３版方眼紙に鉛筆で２倍図版の版下図となることを
考慮した素図を作成した。この素図に墨入れを行い版下図とした。

遺物台帳は土器・石器類ごとにまとめ、遺物番号順にＢ５版ファイルにファイリングした。遺物台

帳には現場で記入した事項について確認した後、分類・石質などを記入し、変更・訂正のあったもの

については赤ペンにより修正を行った。その後遺物台帳を用いて集計作業を行った。 （鈴木）

�２ 写真

ａ スタジオ撮影

撮 影 方 法 光量の安定性、色再現の忠実性などの理由からストロボを用いて撮影を行っている。

復元土器や石器の撮影は立面撮影を行った。特に石器に関しては従来までの俯瞰撮影や遺物実測図で

は表現出来ない情報（立体感・質感・加工痕や使用痕の強弱など）を写し込むことが可能である。

逆に俯瞰撮影での表現が有効な遺物（土器片や一部の石器など）に関しては、従来通りの俯瞰無影

撮影を行った。その際、トヨ無影撮影台を使用し、遺物は発砲スチロールや脱脂粘土などで傾きを調

整した。

立面撮影の背景に白いデコラ板（無反射で蛍光塗料を使用していないもの）を使用した。集合写真

など、撮影台に遺物が乗り切らない時は、背景紙を床に直に垂らしての撮影となった。

撮影においては、特に立体感を表現することに留意して行なった。また、実測図では表現出来ない、

それぞれの遺物がもつ質感を感じさせるようなライティングを心掛けた。立面撮影全般に、普段我々

がものを見る時の自然な角度内での撮影を心掛け、写真を見る者に不自然感を与えない構図を目指し

た。

現場での撮影と同様に、同じ条件（ライティング・シャッタースピード・露出）で２コマ撮影し、

それをもって１セットとした。

撮 影 機 材 ストロボ機材は、３２００W/Sのジェネレーター（コメット CA３２００）を２～３台、発

光部（CA３２H）を２～６灯、ディフューザーは、ライトバンク・アンブレラを使用した。集合写真

など撮影が広範囲にわたる時は、天井吊り下げの大型ライトバンクを用いた。

カメラは、WISTA４５VXに６×７用スライド式アダプターを付けて用い、フィルムはブローニーサ

イズの T－MAX１００と E１００Gを使用した。必要に応じて同フィルムの４×５サイズも使用した。

４ 資料整理
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ｂ 現像

フィルム現像 カラーリバーサルフィルム・カラーネガフィルムは外注している。モノクロフィルム

に関しては、自動現像機（ILFORD ILFOLAB FP４０）での自家処理となっている。

この機械は、ブローニーサイズまでのロールフィルムに対応していて、３５�の場合パトローネから
フィルムの先端を出し、そこにリーダーを貼り付け機械に流し込む。ブローニーの場合は、ダークボ

ックスの中でフィルムを巻き取り、専用のマガジンに先端を出した状態で入れ、同様に流し込む。同

時に２本の現像ができ、約１５分ほどで乾燥まで仕上げる。フィルムはパトローネやマガジンに入って

いるので、全暗黒にしなくても処理できる。また、ほぼ一定の現像がなされるため品質も安定する。

ペーパー現像 モノクロ写真の焼き付けも自動現像機（ILFORD ILFOLAB MG２９５０）での自家処理

となっている。写真図版用の焼付けや密着焼きを行なっている。この機械は、印画紙を露光した後流

し込むと、約１分で乾燥まで仕上げて出てくる。これもほぼ一定の条件での現像となるため、露光時

間の増減による仕上がりの予想がしやすい。

ｃ 保管・管理

写 真 台 帳 写真台帳はパソコンに入力しデジタルデータ化して管理している。現場では同一カ

ットをデジタルカメラでも撮影し、その画像データを別フォルダーに JPEG形式で保存し、文字デー

タファイルの画像領域をリンクさせる形式をとっている。これによりデータ量の圧縮と作業スピード

の高速化が図られる。スタジオ撮影の台帳も同様の形式であるが、画像データはリバーサルフィルム

からスキャニングしたものか、フォト CDに記録されたものを使用している。

写真台帳をデジタルデータ化し管理することにより、検索が瞬時に行える。また、画像を画面上で

見ることが出来るため、不必要にオリジナルのフィルムに触れる機会が減少し、フィルムの劣化・破

損などを防ぐことが出来る。

フ ィ ル ム アルバムは、コスモスプリントファイルを用いている。フィルムには１コマずつ番

号をつけ、フィルム種類ごとの連番で管理している。

フィルムに触れる時は必ず手袋を着用し、油分からの変色・劣化やカビの発生を防いでいる。また、

同一条件で撮影した２コマのうち１コマはオリジナルフィルムとして使用しないようにしている。使

用頻度や貸し出し依頼の多いカットに関しては、デュープを作成し対応している。

アルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管される。

フ ォ ト C D カラーフィルムの劣化・退色に対応すべく、報告書に使用したカットについては、

フォト CDに焼き付けている。フォト CDは外注しており、主にブローニサイズのカラーリバーサル

フィルムからの焼き付けとなっている。

Ｅ６処理されたリバーサルフィルムの耐久性について確実なデータがない今、フォト CDに焼き付

けて、色情報をデジタルデータとして保存するのが最良と思われる。 （吉田）

�３ 出土品

ａ 遺物

一 次 整 理 出土した土器・石器等は、野外作業と平行して現地で水洗・乾燥・遺物台帳の作

成・遺物カードの添付・注記作業を行った。水洗はボンドブラシや歯ブラシなどを使用して遺物に付

着した土を洗い落とした。乾燥は屋外もしくは作業室内で行った。水洗時には大グリットごとに日付

順・層位順に取り上げ袋番号を付けた。

Ⅲ 調査の方法
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水洗・乾燥の終了した遺物は土器と石器等に分け、各々について取り上げ番号順に遺物番号を与え、

注記は小片あるいは微細なものなどを除いて、大多数の遺物に行った。注記は遺跡名の略号「カ１３」、

遺構の場合は「カ１３」のあとに略称「Ｈ（住居）Ｐ（土坑）Ｆ（焼土）＋遺構番号（アラビア数字；

１～）＋出土層位＋遺物番号（アラビア数字；１～）」を記した。包含層の場合は「カ１３」のあとに

大小グリットの略称「大グリット（大文字アルファベット；Ａ～Ｍ＋アラビア数字；１～３８）－小グ

リット（大文字アルファベット；Ａ～Ｄ）－袋番号（アラビア数字；１～）」を記した。注記できな

かった遺物については遺物番号ごとに未注記袋を作成し同封した。注記方法は毛筆を使用し、白のポ

スターカラーを使用した。注記を行った後、ニスを上塗りし注記の消失を防ぐようにした。

遺物カードは土器・石器等で色を分け、土器は橙色、石器等は緑色とした。遺物カードの記載は、

土器の場合、遺跡名・遺物番号・調査区遺構名・層位名・分類名・取り上げ日年度・点数（備考）・

取り上げ番号（備考）を記入した。石器の場合、遺跡名・調査区遺構名・層位名・遺物番号・分類名・

点数・長さ・幅・厚さ・重さ・材質・取り上げ番号（備考）・取り上げ日年度を記入した。カードは

チャック付ポリ袋に遺物とともに同封した。遺物台帳には遺物番号・取り上げ日・遺物名・点数・取

り上げ番号・出土グリッドを記入した。また、特記事項のある場合は備考に記入した。

二 次 整 理 土器の二次整理は、復元土器はセルロース系接着剤による接合、歯科用石膏充填を

行う。復元土器を１�目方眼紙に原寸大で実測し、３分の２に縮小した第二原図に墨入れを行い版下
図とした。土器片についてはバイサムで補強し、拓本を取り原寸大断面実測を行う。３分の２に縮小

した拓本と３分の２に縮小した断面の第二原図に墨入れを行いあわせて版下図とした。

石器等の二次整理では、細分類・接合・実測・製図を行った。接合はセルロース系接着剤で行った。

石器は一部破片・剥片・礫を除いて実測を行った。実測は１�目方眼紙に原寸大で行い、剥片石器は
等倍で、礫石器は３分の２に縮小した第二原図に墨入れを行い版下図とした。

鉄製品は検出後に直ちにシリカゲルに封入し、適宜シリカゲルを交換して保存処理の時期を待った。

保存処理は当センター調査第一部第１課で行なわれた。保存処理の大まかな工程は、Ｘ線撮影による

現状把握を行った後、付着物の除去を行い脱塩後に樹脂を減圧含浸した。

土器・石器等・鉄製品の撮影は６×７判カメラによる撮影記録（モノクロ・リバーサルフィルム）

を行う。撮影の詳細は「�２写真ａスタジオ撮影」の項を参照されたい。

ｂ 土壌

調査中に採取された炭化物や骨片に富む遺構内の土壌は、発掘事務所脇の屋外に専用の装置（いわ

ゆる PROJECT SEEDS MODEL TYPE－１、椿坂１９８９ｂ・上屋１９９０）を設置してフローテーション（浮

遊選別）処理した。土壌の乾燥は主に強風の日を避けて屋外でおこない、適宜撹拌したり直射日光に

曝した場合がある。水道水を用いて処理し、浮遊物は２．００�および０．４２５�、沈殿物は１．４１�目の篩
（椿坂１９８９ａ）により回収した。回収物は屋内で風乾させ、その後埋蔵文化財センターの整理作業室

内で適宜ルーペ・実体顕微鏡等を用いながら土壌から土器・石器等の遺物を選別した。

５ 収納・保管

非掲載土器片は、遺構・小グリット別に遺物カードを同封してポリエチレン袋に入れて、非掲載石

器は分類別に遺物カードを同封しチャック付ポリ袋に入れ、コンテナ箱に入れて収納した。コンテナ

には調査年度・北埋調報番号・遺跡名・遺物名・分類・収納番号を記したラベルを貼った。

５ 収納・保管

―１３―



掲載土器片は遺構・グリット別にポリプロピレン製のコンテナ箱に収納し、掲載石器等には報告書

名・図番号・図版番号を記したカードをチャック付ポリ袋に同封し、コンテナ箱に入れて収納した。

コンテナには調査年度・北埋調報番号・遺構名・分類・図番号・図版番号などを記入したラベルを

貼った。

掲載復元土器は大きさに合わせてダンボール箱に梱包し、調査年度・北埋調報番号・遺跡名・遺構

名・図番号・図版番号を記したラベルを貼った。

報告に関する図面等・写真は２００４年３月現在、道立北海道埋蔵文化財センターで保管している。図

面等は全てＡ２版図面ファイルに調査年度・北埋調報番号・遺跡名をつけて収納している。写真アル

バムは全ての調査・整理作業が終了した後、定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管された。

（鈴木）

６ 遺物の分類

�１ 土器

分類は、『美沢川流域の遺跡群Ⅰ』（北海道教育委員会１９７７年）に準拠し、Ⅵ群は鈴木信「Ⅶ－３道

央部における続縄文土器の編年」『千歳市ユカンボシＣ１５ （６）』（北海道埋蔵文化財センター２００３

年）に、Ⅶ群は佐藤和雄分類（『美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ』北海道埋蔵文化財センター１９９４年）に準

拠している。

Ⅰ群 ａ類・ｂ類に共通する属性を含む道央の縄文土器

ａ類：貝殻腹縁圧痕文・条痕文のある土器群、虎杖浜式、アルトリ式

ｂ類：縄文・撚糸文・絡条体圧痕文・組紐圧痕文・貼付文のある土器

ｂ１類：東釧路Ⅱ・Ⅲ式 ｂ２類：中茶路式

ｂ３類：コッタロ式 ｂ４類：東釧路Ⅳ式

Ⅱ群 ａ類・ｂ類に共通する属性を含む道央の縄文土器

ａ類：胎土に繊維を含み厚手で縄文が施された丸底・尖底の土器群

ａ１類：綱文・組紐回転文・羽状縄文が施された土器群、美沢３式、美々７式

ａ２類：静内中野式

ｂ類：円筒土器下層式、大麻Ⅴ式

Ⅲ群 ａ類・ｂ類に共通する属性を含む道央の縄文土器

ａ類：円筒土器上層式、萩ヶ岡１式、萩ヶ岡２式

ｂ類：萩ヶ岡２式より後出の型式

ｂ１類：天神山式 ｂ２類：北筒式（トコロ６類）、ノダップⅡ式、煉瓦台式

ｂ３類：柏木川式

Ⅳ群 ａ類・ｂ類・ｃ類に共通する属性を含む道央の縄文土器。

ａ類：余市式～入江式 ｃ類：堂林式～御殿山式

ｂ類：舶泊上層式～エリモＢ式

Ⅴ群 ａ類・ｂ類・ｃ類に共通する属性を含む道央の縄文土器。

ａ類：大洞Ｂ・ＢＣ式、東三川式 ｃ類：大洞Ａ式・Ａ’式とタンネトウＬ式・氷川式

ｂ類：大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式、美々３式

Ⅲ 調査の方法
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Ⅵ群 ａ類・ｂ類・ｃ類・ｄ類・ｅ類に共通する属性を含む道央の続縄文土器

ａ類：大狩部式、琴似式、江別太１式、アヨロ２ａｂ式、鈴木（２００３）のＨ３７丘珠期・Ｈ３１７期・

Ｈ３７栄町期にあたる未命型式名の土器群

ｂ類：江別太２式、後北Ａ式、後北Ｂ式、後北Ｃ１式、アヨロ３ａｂ式

ｃ類：後北Ｃ２・Ｄ式、北大Ⅰ式

ｄ類：北大Ⅱ式、北大Ⅲ式、

ｅ類：鈴木（２００３）の刺突文土器、円形刺突文土器、無文土器

Ⅶ群 ａ類・ｂ類・ｃ類・ｄ類・ｅ類に共通する属性を含む道央の擦文土器。

ａ類：佐藤和雄分類のⅡ・Ⅲ・Ⅳ

ｂ類：佐藤和雄分類のⅤ・Ⅵ

ｃ類：佐藤和雄分類のⅦ・Ⅷａｂ

ｄ類：佐藤和雄分類のⅨ・Ⅹ

�２ 土製品

特に細分類項目は設けない。土器片転用の土製円盤、ミニチュア土器がある。 （鈴木）

�３ 石器

石器の分類は北海道埋蔵文化財センターが市内、また千歳市などの近隣の市町村で調査した事例に

基づき、遺跡の出土実態に合わせて以下の器種に分類した。剥片石器、磨製石器、礫石器に大別し、

記号による細分は行っていない。なお、本文中での記載順についても以下のとおりである。

剥片石器群：石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、両面調整石器、石核、原石、

Ｒフレイク、楔型石器、フレイク

磨製石器群：石斧、石のみ、石斧原材、擦り切り残片

礫石器群：たたき石、すり石、砥石、石皿・台石、礫

�４ 石製品

特に細分項目は設けない。異形石器、有孔自然石がある。 （立田）

６ 遺物の分類
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図Ⅳ－１ 遺構位置

Ⅲ 調査の方法

―１６―



Ⅳ章 遺構とその遺物

１ 概要（図Ⅳ－１、表Ⅳ－１）

竪穴住居跡５軒、土坑墓１基、土坑３３基、焼土１６基、遺構出土の遺物は土器片１，４４７点、石器・石

器類６３０点が出土した。

竪穴住居跡５軒のうち、１軒が縄文時代・早期（貝殻条痕文土器群期）、４軒が擦文文化期の竪穴

住居である。早期住居跡は最も標高の高い部分に位置している。擦文文化期の竪穴住居は柏木川が形

成した段丘の縁に沿って並ぶように検出された。上流側のＨ１・２は外四隅柱穴（所謂カリンバ型住

居）・南南西向き竈、下流側のＨ３・４は竪穴内四本柱穴・南南東向き竈であることから２時期の住

居群であると考えられる。１９８７調査恵庭市教育委員会のＳＨ－１も南南西向き竈をもつカリンバ型住

居であった。

土坑墓は後北Ｃ２・Ｄ式期のＰ２６が１基あった。小柱穴と袋状土坑が付属する型式で、坑口に大型

深鉢、袋状土坑に小型深鉢を伴っている。

土坑は時期が明瞭なものは少ない。調査区北部ではＰ１２などの４基がまとまっている。調査区中央

においては、谷１・谷３の西北側上縁をめぐるようにまとまっている。谷１の土坑は規模が直径１�位
で平面形が円・楕円形で、覆土の下部が埋め戻しの状況を呈する。谷３の土坑は上面に土器を伴うも

のや、ベンガラが覆土中に含まれる等の特徴がある。これらより縄文時代晩期の墓域である可能性が

ある。しかし、切りあいがあること、規模が小さいこと、確実に副葬品とみられる遺物が出土してい

ないことから、全てが土坑墓とはいえないので縄文時代の土坑として報告する。なお、Ｐ１１は周囲の

土器の出土状況から後北Ｃ２・Ｄ式期である。

アイヌ文化期の焼土は調査区中央のＤ・Ｅ－２１～２４に集中する。これらの焼土の規模はそれほど大

きくないが、比較的よく焼けており、中には鉄製品を伴うものもある。後北期の焼土は調査区北側の

Ｍ・Ｎ－３・４に集中している。縄文時代の焼土はまとまりがなく、規模が小さい。これらのうち後

北期の焼土は柏木川左岸縁に沿って柏木川１１遺跡方面に続くものと考えられる。 （鈴木）

２ 竪穴住居

Ｈ５（図Ⅳ－２～６ 表Ⅳ－１～４ 図版Ⅳ－２～８）

位 置 Ｃ・Ｄ－２５・２６ 長軸方位 Ｎ－１７０°－Ｅ

規 模 ５．７６×５．４６／５．３２×５．２０／０．６

調 査 Ⅲ層を調査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりはやや南北方向に長い不整な楕円

形を呈していたため、中心を通る直線を設定し、長軸を三等分する位置に直交する直線を２本追加し

た。これらの直線をベルトとして設定し、その南または西側をトレンチにより掘り下げた。各トレン

チの自然堆積とみられる黒褐色土を除去するとその下から黄褐色土を検出した。しかし、黄褐色土の

面は凸凹しており、さらに暗褐色土を斑状に含むやや汚れた土であったため、自然堆積ではないと判

断しこの黄褐色土を掘り下げた。すると平坦な床面、明瞭で急に立ち上がる壁を確認し、縄文時代早

期の遺物が床面から黄褐色土中に認められたため、縄文時代早期の住居であることがわかった。ベル

トを残して覆土を掘り下げ、土層断面の記録を作成した後ベルトを除去し、床面を精査した。その結

１ 概要（図Ⅳ－１、表Ⅳ－１）
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図Ⅳ－２ Ｈ５（１）
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図Ⅳ－３ Ｈ５（２）

２ 竪穴住居跡
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果焼土１ヵ所（ＨＦ－１）、柱穴４ヶ所を検出した。さらに床面から１０�下げて遺物の回収、柱穴の
再調査を行ったが、遺物はほとんど出土せず、柱穴は検出されなかった。

堆 積 土 ６層に分層した。１層は再堆積層である。住居の西側に隣接するＰ２８の堀上土と考えら

れる。２層は自然堆積、３、４層は住居を覆っていた土かあるいは堀上土が堆積したものとみられる。

５層は住居中央部のくぼみ部分にのみ堆積する、炭化物を含む層である。

形 態 平面形は検出面、床面ともにほぼ円形である。床面は中心部、特に４本の柱穴に囲まれ

た範囲がややくぼんでいる。壁は全周し、角度は急である。

付 属 遺 構 柱穴４ヶ所、焼土１ヶ所、フレイク・チップ集中域５ヵ所を検出した。柱穴は中心を囲

むように正方形に配され、対角線は方位に沿う。ＨＰ－２は比較的深くて明瞭であるが、その他の柱

穴は比較的浅く、不明瞭であり住居外側に向かって幾分傾斜する。焼土は検出したくぼみの床面が地

山の暗赤褐色土を掘りぬいており、炭化物は出土しているものの、焼土との見分けは極めて困難であっ

た。フレイク・チップ集中域は全てが黒曜石の細かな破片で、中から石鏃片やポイントフレイクが出

土しているため、石鏃などの小型の剥片石器を製作した痕跡である可能性が高い。

遺物出土状況 床面から多くの遺物が出土しているが、土器の集中１ヵ所が焼土北東側に接している

他は壁際に集中する傾向がある。特に円盤状土製品、石斧、円礫は壁に接して出土しており、中でも

石斧（図Ⅳ－５－２１）は刃部を上にして壁に立てかけるように出土している。石斧の扱い方の一例を

示す出土例である。掲載土器の出土層位は１～９が覆土、１０・１１は床である。

遺 物 １～５はⅢ群土器。１～３は粘土紐の貼り付けにより文様が描かれる口縁部。１は無文

面上に縄線の施された粘土紐が口唇に斜位に、口縁直下に横位に貼り付けられ、横位の貼り付けと口

縁の間の無文面上に半截竹管状工具による刺突文がつけられる。２・３は突起部分。２は粘土紐によ

りボタン状、橋状に突起がつけられた後、ＲＬ斜行縄文が施文される。３は台形突起部。器面全面に

地文が施された後、ＲＬ原体が押捺される粘土紐により装飾される。裏面は丁寧に研磨される。４は

棒状突起部。突起部分・口唇肥厚帯・突起から垂下する貼付帯に半截竹管状工具による文様が施され

る。５は覆土１層で一括して出土した。器体上半がやや広がる円筒形を呈する深鉢で、底部はやや張

り出す。口縁は貼り付けにより断面三角形に仕上げられ、小型の山形突起が４ヶ所あったと思われる。

口唇直下を除いた全体に結束第２種無節の縄文が横位に施文され、口唇直下の無文面には貫通する円

形刺突文が施文される。内面は磨かれない。

６～１１はⅠ群ａ類土器。６・７は口縁部。６は口縁端部が平坦に整形され、口唇から体部にかけて

条痕文が横位に施文される。７は山形突起部。突起の先端・口縁端部は平坦に整形され、口唇直下に

は貝殻腹縁圧痕文が口唇に沿って連続して施文される。剥落が激しく不明瞭であるが、図中右側の口

縁部下位に横走する２条の沈線の一部が観察される。体部は条痕文が横位に施文される。８・９は胴

部片。ともに横位に条痕文が施文されるが、８は後に箆状工具による縦位の磨きが施される。１０・１１

は床面からかたまって出土した。１０は口縁部が少し開くほぼ筒型の器形で、口縁は小波状口縁で、波

頂部から左下がりに貝殻腹縁文が連続施文される。１１は底部を欠損するが、体部上半がやや開く筒型

を呈すると思われる。口縁はやや切り出し型に成形され、波頂部から左下に貝殻腹縁文が施文される。

口縁から体部にかけて弧状を描く条痕文が施文される。波頂部直下に対になる穿孔される。なお、６

の条痕文は条痕の中に細かい筋状の条が観察できるため、貝殻が原体ではないとみられる。

１２～１７は円盤状土製品。長軸が３～５�程度で楕円形を呈するものが多い。１４は穿孔途中、１７は周
囲を磨いて円滑に調整される。その他は穿孔され、周囲を打ち欠くのみのもの。

１８・１９は石鏃。１８は素材となる剥片の周縁を加工し、先端を作出する。下端は先端の様に尖ってお

Ⅳ 遺構とその遺物
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図Ⅳ－４ Ｈ５（３）

２ 竪穴住居跡
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り、錐としても使われた可能性がある。材質は黒曜石。１９はＦＣ－３出土、先端部分の破片とみられ、

両面に入念な調整がある。２０は両面調整石器。比較的粗い調整がなされる。全体の形状は欠損のため

不明である。２１・２２は石斧、２１は擦り切り技法による成形、全面が丁寧に研磨され、横断面はやや丸

みを帯びる。刃部の研ぎ出しが不完全な点や、上端や上部左側縁、また刃部付近にも原石面の凹凸を

残しているため、製作途中であった可能性が高い。２２は約４�西に離れた包含層出土の石斧片と接合
した。左約４分の１が折れ、石斧側の欠損部断面には一部擦痕がみられる。擦り切り痕が明瞭に観察

され、裏面には石斧を切断するかのような擦り切り痕もみられる。刃部は丸く、刃はつけられていな

い。２３は石のみ。上部を欠損するが、刃部まで入念に作られる。２４～２６は擦り切り残片。２４は右側縁

に礫皮を広く残し、素材が扁平な円礫であることがわかる。２５・２６は両面に顕著な擦痕がみられる。

２７・２８は石製品。いずれも石斧の破片を利用したものとみられ、薄緑色を呈する秀麗な石質の石を利

用している。２７は薄い短冊形に仕上げられ、全面が研磨されるものの素材成形時の剥離が部分的に凹

凸として残っている。刃部は尖っていない。２８の平面形は三角形。両面が研磨され、端部は片刃がつ

けられる。２９はたたき石、円礫の側縁の一部を使用する。また平坦面は不明瞭ではあるが両面にわたっ

て擦られ円滑になる部分があり、すり石と複合している。３０・３１はすり石。３０は薄く扁平な礫の平坦

面にすり面を持つ。３１は欠損しているが、断面が三角形を呈するもの。３２・３３は砂岩製の砥石。３２は

全面に渡って使用され、礫の末端部分は両側から研磨され、石鋸状の使用面を呈する。３３も全面に渡っ

て使用されているが、使用面はややくぼんでおり、３２のように石鋸状を呈さない。３４は石錘である。

時 期 床面から出土した遺物から、縄文時代早期貝殻条痕文土器群期のものとみられる。

（立田）

図Ⅳ－５ Ｈ５（４）

Ⅳ 遺構とその遺物

―２２―



図Ⅳ－６ Ｈ５（５）

２ 竪穴住居跡

―２３―



Ｈ１（図Ⅳ－７～９ 表Ⅳ－１～５ 図版Ⅳ－９～１２）

位 置 Ｂ・Ｃ－３３・３４ 竈方位 Ｎ－１８．５°－Ｅ

規 模 ４．９４×３．７４／３．５０×３．６０／０．４

調 査 表土除去後、Ⅴ層上面においてＴａ－ａ火山灰を伴う黒褐色土の落ち込みを検出した。

落ち込みは大規模な撹乱により南側角付近、全体の約１／５を欠失し、撹乱の壁面で、竈の粘土とみ

られる堆積・擦文土器片が確認できた。よって、落ち込みを擦文文化期の住居跡と認めた。

落ち込みの中心を通り、当初竈と認識していた東側の粘土の堆積にかかるようにベルトを設け、そ

の南側にあたる部分にトレンチを設定し層位を追って掘り下げた。その結果、覆土中から多量の炭化

材が出土した。炭化材を極力残しながら掘り進んだが、壁際付近３０�ほどは壁の確認を優先し、比較
的大きな炭化材のみ残し、四方の壁を確認した。写真、土層断面図の記録を作成した後、覆土の自然

堆積部分を除去し、覆土中の炭化材を検出した。記録しながら取り上げると、下位に草本類とみられ

る炭化物の平面的な広がりを検出した。この敷物状の炭化物は竈付近と住居中心と南東側を除いた住

居壁際を覆うようにコの字状に広がって検出された。なお、このような炭化物は覆土中にも散見され

ており、これらについては住居の構造の一部をなしていた可能性がある。これら炭化物の記録、サン

プル取り上げが終わった後、竈の調査を行った。炭化材・物を除去すると、床面南側から竈の袖部分

とみられる粘土が検出され、この住居は南向き竈であることがわかった。さらに住居に南端から約１

�離れた部分に煙出しとみられる円形の粘土の落ち込みを確認したため、トンネル状に煙道の掘られ
た竈であることが予想された。そのため、煙出しにトレンチを設定し、Ⅴ層まで掘り下げると煙道部

分の堆積があることがわかった。さらに竈と煙出しの中間に当たる部分にトレンチを追加し、トンネ

ル状に続く煙道の堆積を確認した。また竈部分の袖の粘土、煙道内の炭化物を含む堆積、南東側に広

がる白色粘土について、フローテーション法による炭化種子の採取を行った。加えて炭化材、敷物状

炭化物に付いては、サンプルをとり樹種同定を行っている。

堆 積 土 ８層に分層した。１層は自然堆積。６層が住居の構造をなしていたとみられる汚れた土

である。８層の上面が生活面で、８層自体は住居構築時の堆積である。煙道部分の層位は１、２層が

自然堆積。７層は覆土６層に相当するとみられる土である。８層は基本層序にない白色粘土の堆積で

ある。１０層は煙道開口時の堆積。１２は熱により赤化したⅤ層である。

形 態 平面形は検出面、床ともに平行四辺形。生活面は多少の凹凸はあるが概ね平坦。壁は垂

直に立ちあがる。

付 属 遺 構 柱穴は住居の外周四隅のうち撹乱を受ける南隅を除いて、３ヶ所確認した。柱穴はいず

れも内倒れである。ＨＰ－１は比較的深く、柱と水平面のなす角度は約４０°。ＨＰ－３はやや深く、

約４５°。ＨＰ－２は浅く、傾斜は不明。また、竈の西約１�の位置に住居外側に延びる舌状の浅い落
ち込みＨＰ－４が検出された。竈の予定場所であったのかもしれない。

遺物出土状況 竈左袖そばの床面から底部を欠いた杯が２個体、住居東端壁際の白色粘土の直上から

甕１個体が本遺構にともなう。

遺 物 １～３は床面出土。１は甕、体部上位がやや張り出し、口縁部はやや外反している。口

縁から頚部にかけて数条の段がついている。体部は内外面ともにハケメ後ヘラミガキされる。２・３

は杯である。２は底部を欠損するが、平底とみられ、口縁は内湾気味に立ち上がる。体部は内外面と

もにハケメ後ヘラミガキされ、下位に沈線が１条施される。３はやや口縁が開き気味になるものであ

る。体部は内外面ともにハケメ後ヘラミガキされる。４は用途不明、鉄製紡錘車に似る。

時 期 床面から出土した土器から、８世紀後葉～９世紀前葉とみられる。 （立田）

Ⅳ 遺構とその遺物

―２４―



図Ⅳ－７ Ｈ１（１）

２ 竪穴住居跡

―２５―



図Ⅳ－８ Ｈ１（２）

Ⅳ 遺構とその遺物

―２６―



図Ⅳ－９ Ｈ１（３）

２ 竪穴住居跡

―２７―



Ｈ２（図Ⅳ－１０～１３ 表Ⅳ－１～４ 図版Ⅳ－１３～１６）

位 置 Ｃ－３１・３２ 竈方位 Ｎ－６°－Ｅ

規 模 ５．３４×３．８０／４．１４×３．６０／０．７４

調 査 表土除去後、Ｔａ－ａ火山灰を伴う黒褐色土の正方形を呈する落ち込みを検出した。落

ち込み各辺の方向はＨ１とほぼ同じで、南端中央の延長線上に煙出とみられる粘土の落ち込みがあっ

たため、この落ち込みが擦文文化期の住居であることを確め、落ち込みをＨ２とした。落ち込みの形

状を把握するため、火山灰を除去し、グリッドに沿って５０�の端点を計測した。その後、煙出の中央
を通る直線を設け、落ち込みの中心とみられる地点を通る直交する直線を追加してベルトとした。そ

れぞれの南側もしくは西側に当たる部分にトレンチを設けて掘り下げた。その結果、壁・床・白色粘

土の堆積や擦文土器片を確認したため、擦文文化期の住居であることを確定した。土層堆積の記録を

作成した後、ベルト部分を残して覆土を除去した。住居の床面からは扁平礫や土器片等の遺物が壁際

全周から出土し、住居の北から西にかけての壁際で炭化材が比較的まとまって出土した。それらの記

録を作成した後、竈部分の調査を行った。トレンチの直線を延長し、煙出しの落ち込みの中心を通り、

その直線と直交するトレンチを設け、煙道の底を確認するまで掘り下げた。その結果住居側に傾斜す

る白色粘土を主とする堆積を確認した。このためトレンチは煙道のほぼ中央をとおっているものと判

断し、竈と煙出しの中間に当たる付近にトレンチを追加して堆積を確認した。なお煙道内の炭化物を

含む堆積、南東側に広がる白色粘土について、フローテーション法による炭化種子の採取を行った。

堆 積 土 竈部分の堆積を含め２０層に分層した。１～３層は流れ込みとみられる堆積、４～６層は

住居の構造をなしていたとみられる汚れた土である。生活面はⅤ１層に作られている。生活面以下に

構築層があり、調査し標高を測ったが、断面図には反映していない。７～９層は基本層序にない白色

粘土を主とする堆積である。１３～１６層は崩落した土もしくは埋め込まれた土とみられる汚れた土であ

る。１８層は煙道開口時の堆積、１７層は天井崩落土。２０層は熱を受けて赤化した９層である。

形 態 平面形は検出面、床ともにほぼ正方形を呈する。床はやや凹凸があり壁は垂直である。

付 属 遺 構 外周四隅に柱穴を検出した。住居の長軸を軸として東側の柱穴ＨＰ－１・２は残存状況

が悪いため浅く、傾斜がよくわからない。西側のＨＰ－３・４は包含層の残存状況がよい。ＨＰ－３

は住居内側に向かって約６０°の傾斜がある。ＨＰ－４は崩落しているとみられ、角度はわからない。

遺物出土状況 出土した遺物の総点数は土器１１７点、礫、フレイクなどの石器等５８点が出土している。

まとまったものとしては床面から甕１個体、竈右袖の中から２個体復原された。

遺 物 １・２は床面出土、３は竈右袖の中から出土した。４は竈左側の白色粘土集中部分出土。

５は竈右袖の中と床面出土が接合した。１は頚部付近の破片。ハケメが施された後、太い棒状工具に

よる横位の沈線が施される。２は頚部から口縁にかけての破片。口縁はナデ調整され端部は平坦であ

る。ハケメ調整され、頚部付近はナデ消される。３は体部上位がやや張り出し、口縁が外反する。口

縁端部は面取りされ、角型を呈する。ハケメが器面全体に施された後、体部はヘラミガキされるが、

口縁から頚部まで段がつけられ、口縁はナデ調整される。胎土は粗く、輝石、角閃石を多量に含んで

いる。４は口縁部を打ち欠かれているとみられるもので、体部上位が膨らみ、口縁がやや外反する。

内外面ともにハケメ調整され、頚部から口縁部にかけて太い棒状工具による沈線が横位に数条施され

る。５は体部中半から底部までの破片。残存部分は底部に至るまでハケメ調整され、底部はハケメが

横位に全周して、明瞭に張り出す。６は３の内部で出土したもので、樹皮でできた容器の一部と見ら

れる。残存していた状態では楕円形を呈している。

時 期 床面・竈の袖から出土した土器から８世紀後葉～９世紀前葉とみられる。 （立田）

Ⅳ 遺構とその遺物

―２８―



図Ⅳ－１０ Ｈ２（１）

２ 竪穴住居跡

―２９―



図Ⅳ－１１ Ｈ２（２）

Ⅳ 遺構とその遺物

―３０―



図Ⅳ－１２ Ｈ２（３）

２ 竪穴住居跡

―３１―



図Ⅳ－１３ Ｈ２（４）

Ⅳ 遺構とその遺物

―３２―



Ｈ３（図Ⅳ－１４～１７ 表Ⅳ－１～４ 図版Ⅳ－１７～２０・２４）

位 置 Ｃ・Ｄ－２５・２６ 竈方位 Ｎ－１４８°－Ｅ

規 模 ５．７０×４．３０／４．４２×４．１６／０．４０

調 査 重機で耕作土（Ⅰ層）を除去後、Ｔａ－ａが方形に、その東側一部に黄褐色土が堆積していた。

Ｔａ－ａを除去すると深さ３０�くらいの方形のくぼみが確認された。くぼみはアイヌ文化期の送り場
の可能性があるため上面の測量・精査を行った。痕跡が確認されなかったので通常の調査を開始した。

くぼみの中心から竈・煙道方向とそれに直交する方向に土層観察のための畦を設定し、竪穴内は畦

を境界として四分し、竈に向かって右手をア区、それ始発に反時計回りにイ・ウ・エ区と呼称した。

先ず畦の両側に試掘溝を掘削して堆積状況を確認した。その結果、竪穴内には屋根土・炭化材・Ｂ

－Ｔｍが、竪穴外には掘揚土（９層）が確認された。構築面での上端平面形を検出するために少しず

つ掘り下げた。その過程でＢ－Ｔｍの範囲（７層上面）、屋根土（８層）の範囲を検出し記録した。

屋根土の調査とともに７層・８層中に拡がる炭化材の検出に努めた。床面の調査では、主柱穴・竈・

竈構築材土の散乱が認められた。竈の調査では、原形をとどめない袖・煙道・竈構築材土が詰まった

煙出しが確認された。火床・煙道の土を採取しフローテーションを行った。

堆 積 土 覆土２～６層は住居火災後に堆積した。覆土３層中には包含層中で見られた暗赤褐色の

酸化層が壁際に見られ、覆土５層中には掘揚土の流入がみられた。覆土７・８層は屋根土で炭化材を

多量に含んでいた。８層は竪穴中央に堆積していないことから、屋根土は屋根裾側下半だけを覆って

いたと考えられる。床面はⅤ１層の土色である明黄褐色土ではなく暗褐色に近い土色であった。踏み

歩きなどの生活による汚れによって暗色化したと考えられる。９層は掘揚土で後世の耕作により上面

が削平を受けているので、検出された平面形は当時の形ではない。

形 態 平面形は方形。Ⅴ１層中を床構築面とする。壁は床構築面からの現高で約３０�でほぼ垂
直に立ち上がる。

付 属 遺 構 柱穴は４ヶ所にあり方形竪穴の対角線上に配置され、掘り方は長方形である。柱水平断

面は方形であることから、柱は面取りをした加工材である。掘り方には締まった明黄褐色ローム質土

（柱穴の２層）が充填されており、柱を固定するための裏込めの土と考えられる。柱穴の５層はⅤ１

層から剥離したもので、柱が腐朽した後に雨水の浸透によって起こったものと考えられる。

竈は両袖とも壊され懸け口も遺存していない。右袖は左袖に較べて小さいので左袖よりも破壊が著し

かったと考えられる。袖は灰白色粘土（袖の１・３層）と黄褐色ローム質土（袖の２・４・５層）で

構築され、心材土には黄褐色ローム質土を用いている。

煙道は崩落せずに遺存し、貼り天井部は若干潰れ気味であるがほぼ原形を保っていた。煙道内の堆

積土⑤～⑦層は閉塞のために充填されたもので、それらの由来は⑦層が竈構築材土であり、⑤⑥層が

図Ⅳ－１４ Ｈ３（１）

２ 竪穴住居跡

―３３―



図Ⅳ－１５ Ｈ３（２）

Ⅳ 遺構とその遺物

―３４―



図Ⅳ－１６ Ｈ３（３）

２ 竪穴住居跡

―３５―



図Ⅳ－１７ Ｈ３（４）

Ⅳ 遺構とその遺物

―３６―



東隅の土採り跡から壁面のⅤ１層であると考えられる。煙出しは竈構築材土（②層）で閉塞されていた。

竈に向かって左側には長方形に突出した土坑が付属しており竈構築材土由来の暗黄褐色土（入り口

の３層）が堆積していた。これらより住居機能時には存在するの、出入り口の可能性がある。

遺物出土状況 炭化材が住居の竈側半分に遺存していた、柱穴は引き抜かれた痕跡がなく腐朽していた、

大量の焼土・灰は検出されなかった。以上より上屋材の殆んどは腐朽し、一部が炭化したと考えてよい。

竪穴は縄文・続縄文時代の包含層・掘揚土を掘削しているため土器片、石器類が包含されていた。床

面からは流紋岩・安山岩の礫片２０点出土し、甕の口縁部片が１点出土した。完形土器は１個体も出土

していない。火床・煙道の土をフローテーションした結果、炭化種実・焼魚獣骨片が検出されている。

１は覆土出土深鉢、条痕文の上に貝殻腹縁が２条施される。２は床面出土の甕口縁部片、被熱は見

られず内面に炭化物が付着するので竈構築材ではないと考えられる。３は覆土８層上面出土の完形、

内面上半には炭化物が付着する。８層上面出土とは屋根土崩落直後ということになる。内外面ミガキ

であることからｂ類でも後半の時期にあたる。

時 期 ８層上面にⅦ群ｂ類甕が出土しているので、Ⅶ群ｂ類に近い９世紀後葉と考えられる。

（鈴木）

Ｈ４（図Ⅳ－１８～２２ 表Ⅳ－１～５ 図版Ⅳ－２０～２５）

位 置 Ｅ・Ｆ－２０・２１ 竈方位 Ｎ－１６２°－Ｅ

規 模 ７．０２×５．７８／６．８０×５．６８／０．４０

調 査 重機で耕作土（Ⅰ層）を除去後、Ｔａ－ａが方形に、その東側一部に黄褐色土が堆積してい

た。Ｔａ－ａを除去すると深さ３０cmくらいの方形のくぼみが確認された。くぼみはアイヌ文化期の送り

場の可能性があるため上面の測量・精査を行った。痕跡が確認されなかったので通常の調査を開始した。

くぼみの中心から竈・煙道方向とそれに直交する方向に土層観察のための畦を設定し、竪穴内は畦

を境界として四分し、竈に向かって右手をア区、それ始発に反時計回りにイ・ウ・エ区と呼称した。

先ず畦の両側に試掘溝を掘削して堆積状況を確認した。その結果、竪穴内には屋根土・炭化材・Ｂ

－Ｔｍが、竪穴外には掘揚土（１３層）の一部が確認された。構築面での上端平面形を検出するために

少しずつ掘り下げた。その過程でＢ－Ｔｍの範囲（４層上面）、屋根土（６層）の範囲を検出し記録

した。屋根土の調査とともに４層・６層中に拡がる炭化材の検出に努めた。

床面の調査では、主柱穴・竈・竈構築材土・焼骨片の散乱が認された。竈の調査では、原形をとど

めない袖・煙道・竈構築材土が詰まった煙出しが確認された。火床・煙道の土を採取しフローテーシ

ョンを行った。

堆 積 土 覆土１～５層は住居火災後に堆積した。覆土１層中には包含層中で見られた暗赤褐色の

酸化層が壁際に見られ、覆土２・３層中には掘揚土の流入がみられた。覆土４・６層は屋根土で炭化

材を多量に含んでいた。６層は頂部を除くほぼ全面を覆っていたと考えられる。床面はⅤ１層の土色で

ある明黄褐色土ではなく暗褐色に近い土色であった。踏み歩きなどの生活による汚れによって暗色化

したと考えられる。１３層は掘揚土で後世の耕作により上面が削平を受けており殆んど残っていなかった。

形 態 平面形は菱形。Ⅴ１層中を床構築面とする。壁は床構築面からの現高で約３０�でほぼ垂
直に立ち上がる。

付 属 遺 構 柱穴は４ヶ所にあり菱形竪穴の対角線上に配置され、掘り方は方形である。柱水平断面

も方形であることから、柱は面取りをした加工材であることがわかる。掘り方には締まった暗黄褐色

ローム質土（柱穴の３層）が充填されており、柱を固定するための裏込めの土と考えられる。壁際に

は小柱穴が８ヶ所検出された、縦断面は杭先状で床構築面から１０�前後打ち込まれていた。

２ 竪穴住居跡
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図Ⅳ－１８ Ｈ４（１）
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図Ⅳ－１９ Ｈ４（２）

２ 竪穴住居跡
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図Ⅳ－２０ Ｈ４（３）
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図Ⅳ－２１ Ｈ４（４）

２ 竪穴住居跡
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竈は両袖とも壊され懸け口も遺存していない。右袖は左袖に較べて扁平で小さいので左袖よりも破

壊が著しかったと考えられる。袖は灰白色粘土（袖の２～５層）と黄褐色ローム質土（袖の６層）

で構築され、心材土には灰白色粘土を用いる。煙道の天井部は横木を芯にした灰白色粘土で架構され

ていた貼り天井である。貼り天井部は崩落し、潰れていた。煙道内の堆積土④～⑥層は閉塞のために

充填されたもので、それらの由来は⑤⑥層が竈構築材土であり、④層が東隅の土採り跡から採取した

Ⅴ１層であると考えられる。煙出しは竈構築材土（③層）によって閉塞されていた。

竪穴中央には地床炉が設けられていた。燃焼部の土色は暗色を基調としていること、焼骨片・炭化

物が含まれていないことから、頻繁な利用や調理用としての利用は考えにくい。

竈に向かって左側には長方形に突出した土坑が付属しており竈構築材土由来の土が薄く堆積してい

た。竈構築材土由来の土が散布される以前には機能していた遺構であり、出入り口の可能性がある。

西隅にはローム集積があった。ロームはⅤ１層とほぼ同じである。またローム集積の上面からは竈附

近出土の坏と接合する破片が出土した。ローム集積は踏み歩きなどの生活による汚れによる暗褐色層

の上面と屋根土の間に堆積していること、竈附近出土の坏と接合から住居廃用直前に形成されたと考

えられる。ロームの由来は東隅の土採り跡と考えられる。北隅には土坑があった。土坑は掘削後すぐ

に明黄褐色ロームによって埋められている。壁際の床構築面には幅８～１０�×５�、深さ約５�の長
方形の凹凸が壁方向と並行して検出された。竪穴掘削時の鋤先痕と考えられる。

遺物出土状況 炭化材は住居の竈側半分に遺存していた。全ての材が炭化していないこと、柱穴は引

き抜かれた痕跡がなく腐朽していること、大量の焼土・灰は検出されなかったことから、上屋材はほ

とんどが腐朽し、一部が炭化したと考えてよい。竪穴は縄文・続縄文時代の包含層を掘削しているた

め土器片、石器類が包含されていた。床面からは流紋岩・安山岩の礫片９点出土し、坏２点、甕２点、

鉄製品が６点出土した。完形土器は１個体も出土していない。火床・煙道の土をフローテーションし

た結果、炭化種実・焼魚獣骨片が検出された。

１は覆土出土、口縁端面・外面に横位回転 LR、口縁部外面と内面に炭化物が付着する。２はロー

ム集積出土の甕口縁部片、頸部に横走沈線、内面はヨコハケのあとヨコナデ。被熱はなく内面に炭化

物が付着しているので竈構築材ではないだろう。胎土は９に似ている。３は竈構築材中出土の甕口縁

部片、内外面はヨコハケのあとヨコナデ。被熱と内面・破断面に炭化物が付着していることから竈構

築材である。４は竈構築材中出土の甕口縁部片、外面はタテハケのあとタテミガキ、内面はヨコハケ。

被熱していることから竈構築材である。５は竈・火床出土の甕胴部片、内外面はヨコハケのあとヨコ

ナデ。灰白色粘土が付着や被熱していることから竈構築材である。６は床面出土の非ロクロ内黒坏、

床面だけに接合関係をもつ。内外面ともヨコハケのあとヨコミガキ。被熱はない。７は床面出土の非

ロクロ内黒坏、床面と包含層に接合関係をもつ。内外面ともヨコハケのあとヨコミガキ。被熱はない。

８は床面出土のミニチュア甕、口縁～頸部外面はヨコナデ、胴部面はタテハケ。口縁外面はヨコハケ

のあとヨコナデ、頸部～胴部内面はヨコナデ。外底面に笹葉押捺のあとナデがある。外面と内面上半

に炭化物が付着する。９は床面・火床出土の甕、床面に接合関係、包含層に同一破片がある。口縁～

頸部外面はヨコナデ、胴部面はタテハケ。外面はタテハケ、内面はヨコハケ。外底面に笹葉押捺のあ

とナデがある。内面に厚く炭化物が付着する。被熱がないこと、火床出土の破片にも厚く炭化物が付

着することから竈構築材ではない。７・９は破片の持ち出しがある。６～９は竈構築材ではなく住居

者が使用していたと考えられる。１０は刀子、刃部は使い減りがある。１１・１２は刀子の茎。１３・１４は刀

子の刃部と思われる。１４はねじ曲げられている。１５は不明の鉄片。

時 期 床面の土器がⅦ群ｂ類であることから、９世紀後葉と考えられる。 （鈴木）
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図Ⅳ－２２ Ｈ４（５）
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表Ⅳ－１ 住居掲載土器一覧

図番号 遺構名 接 合 破 片 同 一 破 片 分類名層 位 遺物№ 点数 取上げ№ 層 位 遺物№ 点数 取上げ№
Ⅳ－３－１ Ｈ５ 覆土１ ４ ２ Ⅲａ
Ⅳ－３－２ Ｈ５ 覆土１ １ １ Ⅲａ
Ⅳ－３－３ Ｈ５ 覆土１ １ １ Ⅲａ
Ⅳ－３－４ Ｈ５ 覆土１ ６２ １ Ⅲｂ
Ⅳ－３－５ Ｈ５ 覆土１ ６２ ２２ 覆土１ ６２ １２ Ⅲｂ

未注記 ２
Ⅳ－４－６ Ｈ５ 覆土１ ６ １ Ⅰａ

谷３・Ⅲ層 ２ １
Ⅳ－４－７ Ｈ５ 覆土１ ３ ３ Ⅰａ

Ｄ－２７－Ｄ・Ⅲ層 ６ １
Ⅳ－４－８ Ｈ５ 覆土３上 ２ ３ Ⅰａ

Ｄ－２７－Ｂ・Ⅲ層 ９ １
Ｄ－２７－Ｃ・Ⅲ層 １０ １

Ⅳ－４－９ Ｈ５ 覆土１ ６ ３ Ⅰａ
Ⅳ－４－１０ Ｈ５ 床 ６１ １３ 床 ６１ １ Ⅰａ

Ｄ－３０－Ｂ・Ⅲ層 １７ １
Ⅳ－４－１１ Ｈ５ 床 ３７ ２ 床 ２７ ２ Ⅰａ

床 ６１ １５ 床 ３７ ２
床 ６３ １５ 谷２・北側・Ⅲ層 ９ １
未注記 １

Ⅳ－４－１２ Ｈ５ 覆土１ ４ １ Ⅰａ
Ⅳ－４－１３ Ｈ５ 覆土１ １ １ Ⅰａ
Ⅳ－４－１４ Ｈ５ 覆土３ ８ １ Ⅰａ
Ⅳ－４－１５ Ｈ５ 床 ２１ １ Ⅰａ
Ⅳ－４－１６ Ｈ５ 床 ５５ １ Ⅰａ
Ⅳ－４－１７ Ｈ５ 床 ２０ １ Ⅰａ
Ⅳ－９－１ Ｈ１ 床 ２２ １４ 床 ２２ １ Ⅶａ

床 ２６ １ 床 ２６ １
床 ４５ １

Ⅳ－９－２ Ｈ１ 床粘土上面 ２３ １０ 床粘土上面 ２３ １ Ⅶａ
床 ２４ ２

Ⅳ－９－３ Ｈ１ ア区・覆土６ １６ ６ Ⅶａ
火床上面 ２９ １
火床上面 ３０ １

Ⅳ－１３－１ Ｈ２ 覆土６上面 １６ １ Ⅶａ
Ⅳ－１３－２ Ｈ２ 床 ２１ １ Ⅶａ

Ｍ－４－Ａ・Ⅲ層 １７ １
Ⅳ－１３－３ Ｈ２ 床 ５９ ４ Ⅶａ

火床 ６１ １
右袖の中 ８０ ３０

Ⅳ－１３－４ Ｈ２ 床 ４５ ２２ ア区・覆土６ １ １ Ⅶａ
右袖の中 ７８ ７ 右袖の中 ８０ １

Ⅳ－１３－５ Ｈ２ ア区・覆土４ ２ １ イ区・覆土４ ３ １ Ⅶａ
ア区・覆土４ ７ １
覆土６上面 １０ １
床 ４７ １
床 ４８ １
床 ５０ ２
火床下 ６０ １
火床下 ６５ １
火床下 ６７ １
右袖の中 ８０ ２

Ⅳ－１４－１ Ｈ３ エ区・覆土３ １ ２ Ⅰａ
Ⅳ－１４－２ Ｈ３ 床 ３１ １ １３ Ⅶｂ
Ⅳ－１４－３ Ｈ３ 覆土８ ３５ １４ １８ 覆土８ ３５ ８ ３ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－１ Ｈ４ イ区・覆土３ ９６ １ Ⅴｃ
Ⅳ－２２－２ Ｈ４ 竈内③層 ７６ １ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－３ Ｈ４ ローム集積の上 １０５ １ ５９ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－４ Ｈ４ 竈内③層 ７６ １ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－５ Ｈ４ 火床 ８５ １ ４３ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－６ Ｈ４ 床 ４７ １ １３ 床 ４８ １ １４ Ⅶｂ

床 ４８ １ １４ 床 ５０ １ １６
床 ４９ ２ １５ 床 ５３ １ １９
床 ５１ １ １７
床 ５２ １ １８
床 ５４ １ ２０
床 ５６ １ ２２
床 ７１ ３ ３２
床 ９９ １ ５３
エ区・覆土１ ５ １
エ区・覆土８ ８ １

Ⅳ－２２－７ Ｈ４ 床 ７９ ２ ３７ 床 ４２ １ ８ Ⅶｂ
床 ８０ ２ ３８ 床 ７７ １ ３５
床 ８１ １ ３９ 床 １０２ １ ５６
床 ８３ ３ ４１ Ｅ－２０－Ｃ・Ⅲ層 ６ １
床 ８４ １ ４２
Ｆ－２１－Ｂ・Ⅲ層 ２１ １
未注記 １

Ⅳ－２２－８ Ｈ４ 床 ４６ ９ ４３ 床 ７８ １ ３６ Ⅶｂ
Ⅳ－２２－９ Ｈ４ 床 ７２ ６ ３３ 床 ７２ ２ ３３ Ⅶｂ

火床 ９２ ５ ５０ ローム集積の上 １０５ １ ５９
火床 ９３ １ ５１ Ｍ－３－Ａ・Ⅲ層 １３ １

Ⅳ 遺構とその遺物
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表Ⅳ－２ 住居掲載石器一覧

表Ⅳ－３ 住居掲載金属製品一覧

表Ⅳ－４ 竪穴住居の土器・土製品・金属製品集計

表Ⅳ－５ 竪穴住居の石器・石製品・礫集計

図番号 器種名 遺構名 層 位 最大長（�） 備 考

Ⅳ－９－４ 紡錘車 Ｈ１ 床 ５．７ 錆膨れが著しい

Ⅳ－２１－１０ 刀子 Ｈ４ 床 （１３．３） 取上げ№鉄６

Ⅳ－２１－１１ 刀子・茎 Ｈ４ 床 （４．３） 取上げ№鉄１

Ⅳ－２１－１２ 刀子・茎 Ｈ４ 床 （４．８） 取上げ№鉄５

Ⅳ－２１－１３ 刀子？・刃部 Ｈ４ 床 （７．９） 取上げ№鉄４

Ⅳ－２１－１４ 刀子？・刃部 Ｈ４ 床 （５．８） 取上げ№鉄３

Ⅳ－２１－１５ 不明 Ｈ４ 床 （３．４） 取上げ№鉄２

分
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群
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ｂ
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Ⅰ
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群
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群
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ｃ

類

Ⅶ

群
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不
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土
器
片

土

玉

土

製

円

盤

焼
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粘
土
塊

刀

子

紡

錘

車

不

明

層
位

覆

土
床
覆

土

覆

土

覆

土

覆

土
床
覆

土
床
覆

土
床
覆

土
床
カ
マ
ド

覆

土

カ
マ
ド

覆

土

覆

土
床
覆

土

カ
マ
ド 計

床 床 床 計

遺
構
名

Ｈ１ ２ ２ ８ ７ ５４ ３ １１ ８７ １ １
Ｈ２ １ １ ３ １１ ２ ８ ３９ ４８ ３ １ １１７
Ｈ３ ３ １ ２ ９ １９ ６ １８ １ １２ ４ １ ７６
Ｈ４ ５ ３ １ １９ １１３ １ １８ １ ３ ５２ １２ ９５ ２ １１ ４３２５ ５ １ ６
Ｈ５１１０ ７２ ５２ ６ ５ ４ ２４９

１２１ ７２ ３ ２ ３ ８２ ３１５１ ３ ２４ １ ３６１４６ ７５１１９ ３ １ ５ ４ １１ ４ ５ １ １

分

類

石

鏃

つ
ま
み
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Ｒ
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核
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土
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土
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覆

土
床
カ
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計

遺
構
名

Ｈ１ １６ １ ２ ４ １ ２４
Ｈ２ ３ ２ ３ １ １ ４２ ４ ２ ５８
Ｈ３ １ ２５ １ ６ １７ ５０
Ｈ４ ９ １ ３ ７６ １ １ １ １ ４３ ５１４１
Ｈ５ ２ ２ ２ １８ ８９ ２ １ ０ １ ０ ３ １ ２ ２ ０ １ ２ １ １ ３ １３３

１１ １ １ ５ ２１３８ ９１ １ １ ２ １ ５ １ １ ３ １ ２ ３ ０ １ １ ２ １ １ ９４ ２８ ８４０６

図番号 器種名 遺構名 層 位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g） 石質 遺物№ 備 考

Ⅳ－５－１８ 石鏃 Ｈ５・ＨＰ１ 覆土 ３．１ １．５ ０．４ １．４ 黒曜石 ＨＰ１－１

Ⅳ－５－１９ 石鏃 Ｈ５ 覆土 （１．９） （１．６） （０．４） ０．８ 黒曜石 ―

Ⅳ－５－２０ 両面調整石器 Ｈ５ 覆土３ （２．２） （５．６） （０．９） １１．６ 頁 岩 ８

Ⅳ－５－２１ 石斧 Ｈ５ 床 １３．０ ５．５ １．９ ２２１．９ 緑色岩またはロジン岩 ２３ 取上げ№８

Ⅳ－５－２２ 石斧 Ｈ５ 床 （１１．０） （５．４） （２．２） １８５．０ 緑色岩またはロジン岩 １９ 取上げ№４・未製品

Ⅳ－５－２３ 石のみ Ｈ５ 床 （４．６） １．７ （０．６） ８．０ 緑色岩またはロジン岩 ２２ 取上げ№７

Ⅳ－５－２４ 擦切残片 Ｈ５ 床 １５．７ ２．５ ３．０ １０１．６ 緑色岩またはロジン岩 ５６ 取上げ№３６

Ⅳ－５－２５ 擦切残片 Ｈ５ 覆土３ ２．３ １．５ ０．７ ３．０ 緑色岩またはロジン岩 ８

Ⅳ－５－２６ 擦切残片 Ｈ５ 床 ７．２ ３．０ １．８ ４２．４ 緑色岩またはロジン岩 ４０ 取上げ№２６

Ⅳ－５－２７ 石製品 Ｈ５ 床 ５．８ １．８ ０．４ ６．９ 緑色岩またはロジン岩 １８ 取上げ№３

Ⅳ－５－２８ 石製品 Ｈ５ 床 ３．０ ４．１ ０．５ ７．６ 緑色岩またはロジン岩 １７ 取上げ№２

Ⅳ－５－２９ たたき石 Ｈ５ 床 ９．０ １０．４ ５．５ ６５８．８ 安山岩 ５７ 取上げ№３７

Ⅳ－５－３０ すり石 Ｈ５・ＨＰ１ 覆土 １１．９ ６．８ １．８ １９２．７ 安山岩 ＨＰ１－２

Ⅳ－５－３１ すり石 Ｈ５ 床 ５．２ ８．２ ４．２ ２１９．０ 安山岩 ２５ 取上げ№１０

Ⅳ－５－３２ 石錘 Ｈ５ 覆土１ ７．０ ７．６ １．８ ７５．７ 流紋岩 ４５ すり石転用

Ⅳ－５－３３ 砥石 Ｈ５ 覆土３ ９．２ ４．０ １．５ ６５．５ 砂 岩 １１

Ⅳ－５－３４ 砥石 Ｈ５ 床 ７．０ ４．１ ２．１ ９０．４ 砂 岩 ３３ 取上げ№１８

２ 竪穴住居跡

―４５―



図Ⅳ－２３ Ｐ２６（１）

３ 土坑

Ｐ２６（図Ⅳ－２３・２４ 表Ⅳ－６～９図版Ⅳ－２６・２８）

位置 Ｅ－２０－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１７０°－Ｅ 規模 （１．２０）×（１．０１）／０．８６×０．７０／０．４２

調 査 Ｈ４の壁面精査の最中に土坑断面を確認した。Ｈ４竪穴内の調査時には平面形・墓坑内

の埋め土は確認されなかったので、Ｈ４が新しくＰ２６が古い遺構であると判断できた。Ｈ４調査終了

を待ってＰ２６の調査にとりかかった。土坑は長軸の一端がＨ４によって破壊されているので、Ｈ４の

壁面と並行する方向に土層観察面を設けた。

土坑内の堆積状況は既に確認済みであるから、上層の埋土から除去を始めた。坑口脇の１層上面か

ら後北Ｃ２・Ｄ式深鉢（出土遺物の１、図Ⅳ－２４－１）が検出され、その下から縄文時代の黒曜石製

石鏃（出土遺物の４、図Ⅳ－２４－３）が出土した。壁際の３層上面からはベンガラ（出土遺物の３）

が、坑底からはベンガラ（出土遺物の２）が出土した。また坑底には、柱穴２ヶ所と後北Ｃ２・Ｄ式

深鉢（出土遺物の５、図Ⅳ－２３－２）が埋納されていた袋状土坑１基が確認された。

堆 積 土 １・２層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが混じっていることから埋め土と考えられる。３層に

は黄褐色ローム質土がみられないこと、締まりがないこと、柱穴の中にもそれが堆積していたことか

ら埋め土と考えにくい。遺体・槨等の構造物が腐蝕して土壌化したものと考えられる。４層は３層と

異なり黄褐色ローム質土が混じっていた。深鉢を固定するためか。

形 態 平面形は小判形。Ⅴ１層中を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約４０�でほぼ垂直
に立ち上がる。

付 属 遺 構 柱穴は２ヶ所、長軸上を少し外れて配置されていた。横断面は円形、縦断面は杭先形を

している。

袋状土坑も長軸上を少し外れて配置されていた。平面形は楕円形、壁はほぼ垂直に立ち上がる。坑

内には深鉢があった。

Ⅳ 遺構とその遺物

―４６―



図Ⅳ－２４ Ｐ２６（２）

３ 土坑

―４７―



遺物出土状況 坑口脇から後北Ｃ２・Ｄ式深鉢（出土遺物の１、図Ⅳ－２４－１）、その下から縄文時代

の黒曜石製石鏃（出土遺物の４、図Ⅳ－２４－３）が出土した。石鏃は墓坑埋めもどしの際に混入した

と考えられる。

出土したベンガラはいずれも薄い拡がりであった。袋状土坑の坑口は狭く、後北Ｃ２・Ｄ式深鉢（出

土遺物の５、図Ⅳ－２４－２）がはめ込むように深鉢が据えられていた。

１は深鉢、内傾接合による成形。４ヶ所の波頂部には上から丸棒状工具による刺突がある。口唇部

は刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面には０段多条 RL帯縄文と微隆起線と三角形刺突

の組み合わせによる文様が施される。内面はヨコナデ。上半の内外面には炭化物が付着する。鈴木

信（２００３）の「古３」にあたる。２は深鉢、内傾接合による成形と思われる。口縁は平縁。口唇部は

刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面はタテケズリ→ヨコナデ→０段多条 RL帯縄文の後

タテナデにより帯縄文を消す。内面はヨコナデ。内外面には炭化物が付着する。時期は文様構成から

は不明であるが、底部から胴部への立ち上がりが屈曲気味であるから鈴木の「古～中」にあたるか。

３は黒曜石製有茎石鏃。

１の接合関係（図Ⅳ－２４の下段）は、Ｅ－２１－ＢⅢ層の接合破片はＨ４構築による破壊による分散が

原因であろう。Ｂ－２８－ＡⅢ層の接合破片の分散原因は不明である。Ｌ－４－ＡⅢの同一個体破片の

分散原因は不明であるがこの辺のグリットには後北期の遺構が集中していることに関わる可能性がある。

時 期 土器がⅥ群ｃ類・鈴木の「古３～中」より、３世紀前葉～４世紀中葉と考えられる。

（鈴木）

Ｐ１（図Ⅳ－２５ 表Ⅳ－８・９）

位置 Ａ－２８－Ｂ・Ｃ 長軸方位 Ｎ－５９°－Ｅ 規模 ０．７０×０．６８／０．４６×０．５０／０．１８

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。半截して坑底・壁を確認し、土坑と

認めた。土層断面の記録を取った後、遺物を残した状態で残りを調査した。その結果遺物に有意なま

とまりがなかったため、まとめて取り上げた。

堆 積 土 １層に分層した。Ｅｎ－Ｐを少量含んでいるため、埋め戻しの可能性がある。

形 態 平面形はほぼ円形。坑底に平坦面がなく断面は椀形。

遺物出土状況 覆土１層中からⅤ群土器片が７点、黒曜石のフレイクが１点出土している。

時 期 覆土中の遺物・土坑の形状から縄文時代晩期である可能性が高い。 （立田）

Ｐ２（図Ⅳ－２５・３０ 表Ⅳ－６・８ 図版Ⅳ－２９）

位置 Ａ－２８・Ｃ，Ｂ－２８－Ｄ 長軸方位 Ｎ－８７°－Ｅ 規模 ０．４６×０．４４／０．４×０．２０／０．２０

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。半截して坑底・壁を確認し、土坑と

認めた。土層断面の記録を取った後、遺物を残した状態で残りを調査した。その結果遺物に有意なま

とまりがなかったため、一括して取り上げた。なお、Ｐ１は２０�北に接しており、Ｐ１に比して規模
はやや小さいが、覆土の性質、土坑の形状はよく似ている。

堆 積 土 １層に分層した。

形 態 平面形は円形。坑底面は平坦ではなく、断面は椀形。

遺物出土状況 覆土１層中からⅤ群土器片が８点出土している。図Ⅳ－３０－１はⅤ群ｃ類鉢の頚部片

である。櫛歯状工具による沈線と刺突文により施文されている。

時 期 覆土中の遺物・土坑の形状から縄文時代晩期である可能性が高い。 （立田）

Ⅳ 遺構とその遺物
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Ｐ３（図Ⅳ－２５ 表Ⅳ－８・９）

位置 Ｂ－３０－Ｃ 長軸方位 Ｎ－７１°－Ｅ 規模 ０．９０×０．８０／０．５８×０．５８／０．２６

調 査 Ⅲ層を掘削中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりの形状が不明瞭であったため、落

ち込みを超える範囲でトレンチを設定して５�掘り下げた。結果拡がりの輪郭を確認した。後に半截
して坑底・壁を確認し、土坑と認めた。なお、Ｐ７は南東約２０�の距離で近接する。
堆 積 土 ４層に分層した。概ね上半の黒色土と下半の黒褐色土に２分される。上半の黒色土は自

然堆積とみられるが、下半は埋め戻しによるものとみられる。

形 態 平面形は楕円形。壁と坑底は緩やかに連続しており、断面は椀形。

遺物出土状況 覆土１層中からⅡ群土器片１点、分類不明土器片３点、安山岩礫片が１点出土している。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ４（図Ⅳ－２５ 表Ⅳ－８）

位置 Ｂ－３０－Ｂ・Ｃ，Ｃ－３０－Ａ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－１°－Ｅ 規模 ０．９２×０．７４／０．５４×０．４８／０．２４

調 査 Ⅲ層下部を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりの輪郭が不明瞭であったため、

中心付近と思われる場所からトレンチを入れて５�掘り下げた。その結果明瞭な拡がりの輪郭を確認
した。トレンチを境に半截したところ、坑底・壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 ３層に分層した。下位に堆積する黒褐色土、上位の黒褐色土・暗灰黄色土に２分される。

下位はＰ３と同じ埋め戻しとみられる。上位の１層は自然堆積の可能性がある。２層は他遺構の堀り

上げ土もしくは埋め戻しとみられるが、いずれにしても人為的堆積の結果と考えられる。

形 態 平面形は長楕円形である。壁と坑底は緩やかに連続しており、断面は椀形。

遺物出土状況 覆土１層中からⅠ群ａ類土器片が４点出土している。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ５（図Ⅳ－２５ 表Ⅳ－９）

位置 Ｅ－２２－Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－１２３°－Ｅ 規模 １．４８×１．２４／１．１０×１．０２／０．３６

調 査 Ｅ－２２Ⅲ層中部の精査中に黒色土の楕円形の拡がりを検出した。上端・下端確認のため

拡がりの長軸と短軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって黒色土を堆積土とする

土坑と判断して平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。黒色土除去後に暗黄褐色土の拡が

りを検出した。この暗黄褐色土の締まりがよかったために坑底と誤認したのである。暗黄褐色土を除

去して土坑の調査を終了した。

堆 積 土 １・２層にはＥｎ－Ｌが混じっていることから埋め土と考えられる。

形 態 平面形は小判形。Ⅴ１層中を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３０�で、内彎気
味に立ち上がる。

遺物出土状況 ２層上面から安山岩礫が１個出土した。

時 期 遺物がないので詳細は不明であるが、構築面がⅢ層中位くらいであること、Ｐ１７と埋土

の状況・平面形が類似していることから、Ⅱ群ａ類期の可能性がある。 （鈴木）

Ｐ６（図Ⅳ－２５ 表Ⅳ－８）

位置 Ｂ－２９－Ｂ 長軸方位 Ｎ－２５°－Ｅ 規模 ０．７０×０．６８／０．４２×０．５０／０．１８

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。半截して調査を始めたが、壁が明瞭

３ 土坑

―４９―



図Ⅳ－２５ 土坑（１）

Ⅳ 遺構とその遺物

―５０―



に立ち上がらなかったため、半截面の壁を掘りぬいてトレンチ調査を行った。その結果明瞭な立ち上

がりを確認して完掘し、土層断面の記録を作成した。その後片側を完掘し、調査を終了した。

堆 積 土 ２層に分層した。１層はレンズ状に堆積する自然堆積とみられる。２層はＥｎ－Ｐ・Ｌ

を含む埋め戻しである。

形 態 平面形は掘込面・坑底ともほぼ円形。壙底は平坦であり壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況 覆土２層中からⅠ群ａ類土器片が３点、壙坑底から１点出土している。いずれも覆土

中に混じりこんだものとみられる。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ７（図Ⅳ－２６ 表Ⅳ－８）

位置 Ｂ－３０－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１１７°－Ｅ 規模 ０．６２×０．４８／０．３８×０．２４／０．２８

調 査 谷１の土層堆積状態を観察するために設定したベルトと、Ｐ３・４の調査のために残し

た段差の壁面に断面が現れていた。ベルトに沿ってトレンチを入れ、壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 黒褐色土１層に分層した。上位には自然堆積のⅢ層が堆積している。

形 態 平面形・坑底とも卵型。坑底に平坦面はなく壁は急激に立ち上がる。

遺物出土状況 覆土１層中からⅠ群ａ類土器片が１点出土している。

時 期 Ⅲ層下位またはⅣ層上面から掘り込まれるので、縄文後期以前の可能性が高い。

（立田）

Ｐ８（図Ⅳ－２６）

位置 Ｂ－３０－Ｂ・Ｃ 長軸方位 Ｎ－０°－Ｅ 規模 ０．５８×０．４８／０．２０×０．１８／０．３２

調 査 Ｐ３・４の調査のため残した段差に断面が現れていたものである。そのため東側約５分

の１は失われている。残っていた部分を半截して壁・坑底を確認して土坑と認めた。なお、本遺構は

Ｐ４の東方約５０�に近接する。
堆 積 土 ３層に分層した。１層はＨ２の堀上土。２層は自然堆積。３層は埋め戻しであるか。

形 態 平面形は長楕円形。壁は急激に立ち上がり坑底にはほとんど平坦面がない。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ９（図Ⅳ－２６・３０ 表Ⅳ－６・８・９ 図版Ⅳ－３０）

位置 Ｅ－２２－Ａ 長軸方位 Ｎ－３７°－Ｅ 規模 ０．４６×０．４６／０．２０×０．１８／０．２８

調 査 Ｅ－２２Ⅲ層中部の精査中に暗褐色土の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため拡が

りの長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗褐色土を堆積土とする土坑と判

断して平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。埋め土の内容から塵芥が廃棄された可能性

がある。遺物は人為的配置がみられなかったので測点せず１層一括で取上げた。

堆 積 土 １層には焼骨片や土器片を多く含んでいることから埋め土と考えられる。

形 態 平面形は楕円形。Ⅴ１層上位を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３０�で、直線
的に外上方へ立ち上がる。

遺物出土状況 １層中からⅤ群ｃ類土器片、黒曜石フレイクが出土した。図Ⅳ－３０－２はⅤ群ｃ類深

鉢である。口縁端面には縄の側面圧、外面口縁部には並行沈線と刺突が施文され、外面には横位回転

にやや右下がりの斜位回転が混じる RLが施される。

３ 土坑
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時 期 埋土中にⅤ群ｃ類深鉢片があることから、Ⅴ群ｃ類期である。 （鈴木）

Ｐ１０（図Ⅳ－２６・３０ 表Ⅳ－６・８・９ 図版Ⅳ－２６・２９・３０）

位置 Ｅ－１９－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１０°－Ｅ 規模 １．００×０．９８／０．７２×０．７４／０．４６

調 査 Ｈ３の北東側に近接するＥ－１９－Ｂ・Ｃ区にかけて大規模な撹乱があり、撹乱の覆土を

除去したところ、本遺構の一部を確認した。平面形が不明瞭だったため、撹乱を受けている側が長軸

と考えてトレンチを設定し、Ⅴ層まで掘り下げた。その結果坑底・壁を確認して土坑と認めた。土層

断面の記録を作成した後、自然堆積を除去して下部にまとまっていた土器片を検出した。この記録を

作成し、微細遺物に注意しながら覆土を除去し完掘した。

堆 積 ５層に分層した。全てが埋め戻しとみられる。特に下位の３～５層は黄褐色土をブロッ

ク状に含むものである。また覆土１層下位・Ⅳ層の上位付近にはベンガラの粒子が混じる部分がある。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに概ね円形。坑底は平坦で、壁は急である。

遺物出土状況 覆土１層中においてⅤ群ｃ類土器片が覆土中から８４点ややまとまった形で出土してい

る。その他フレイクが１５点、礫片が１点出土しており出土遺物中覆土１層からのものが大部分をしめ

る。覆土３層～坑底にかけては遺物がほとんど出土せず、覆土３層からⅤ群ｃ類土器片が３点、４層

からフレイクが３点出土したのみである。

図Ⅳ－３０－３はⅤ群の深鉢である。口縁から胴部には RL斜行縄文が横位気味に施文される。図Ⅳ

－３０－４はＰ１０の覆土１層下部からまとまって出土した深鉢である。胴部は０段多条ＬＲ原体が斜位

に施文され、条が縦走している。口縁はナデ調整され平坦で、口縁下には胴部と同一の原体による縄

線が５条つけられている。

時 期 覆土の土器から縄文時代晩期Ⅴ群ｃ類期もしくはその直前の可能性が高い。 （立田）

Ｐ１１（図Ⅳ－２６・３１ 表Ⅳ－７・９ 図版Ⅳ－２７・３２）

位置 Ｍ－３－Ａ 長軸方位 Ｎ－９０°－Ｅ 規模 ０．８０×０．７６／０．６１×０．６２／０．３０

調 査 Ｍ－３Ⅲ層の精査終了間際に調査区の壁に土坑断面を検出した。下端確認のため調査区

の壁面に沿って断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって黒色土を覆土とする土坑と判

断して平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。遺物は人為的配置の可能性を考慮し測点し

て取上げた。しかし、土坑内の堆積土が覆土と考えられるので遺物は人為的に配置された可能性が低い。

堆 積 土 １層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれていないことから新しい時期の埋め土と考えられ

なくもないが、覆土と考えるほうが妥当である。

形 態 平面形は円形。Ⅴ１層中位を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約２５�で、直線的
に上方へ立ち上がる。

遺物出土状況 １層中から安山岩礫片、砥石片、石皿片が出土した。これらはいずれも完形石器が破

断されたもので、方割石の可能性がある。図Ⅳ－３１－１・２は亜角礫の片主面を使用する砂岩製砥石

片である。図Ⅳ－３１－３は扁平な亜円礫の両主面を使用する砂岩製石皿片である。損耗は著しくない。

時 期 遺物が方割石の可能性があること、周囲の遺構の時期から、Ⅵ群ｃ類期の可能性がある。

（鈴木）

Ｐ１２（図Ⅳ－２６・３１ 表Ⅳ－７・９ 図版Ⅳ－２７・３２）

位置 Ｊ－１０－Ｃ 長軸方位 Ｎ－３８°－Ｅ 規模 １．４８×１．１０／１．２４×０．９６／０．３８

調 査 Ｊ－１０Ⅳ層下部の精査中に黒色土の小判形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がり
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図Ⅳ－２６ 土坑（２）

３ 土坑
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の長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって３層が堆積する土坑と判断して平面形・

断面形確定後に土坑内の調査を開始した。遺物は人為的配置の可能性があったので測点して取上げた。

堆 積 土 １層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれていないことからⅢ層が流入・堆積したと考えら

れる。２層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれているので埋め土と考えられる。３層にⅤ１層が塊状に

含まれているので埋め土と考えられる。２・３層が埋め土であること、１層の流れ込みが有機体の腐

蝕による陥没とも考えられることから土坑墓の可能性がある。

形 態 平面形は小判形。Ⅴ１層下位を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３５�で、直線
的に外上方へ立ち上がる。

遺物出土状況 ３層上面から安山岩製石皿片が出土した。図Ⅳ－３１－４は板状亜角礫の安山岩製石皿

片である。損耗は著しくない。

時 期 埋め土の状況から縄文時代である可能性がある。 （鈴木）

Ｐ１３（図Ⅳ－２６ 表Ⅳ－８）

位置 Ｊ－１１－Ｄ 長軸方位 Ｎ－１１１°－Ｅ 規模 １．０４×０．７６／０．８０×０．６０／０．３４

調 査 Ｊ－１１Ⅳ層上部の精査中に暗黄褐色土の卵形の拡がりを検出した。下端確認のため拡が

りの長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗黄褐色土を堆積土とする土坑と

判断して平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。

堆 積 土 １層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれているので埋め土と考えられる。

形 態 平面形は小判形。Ⅴ１層上部を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３０�で、内彎
気味に立ち上がる。

遺物出土状況 １層中からⅠ群ｂ－２類土器片が出土した。

時 期 埋土中からⅠ群ｂ－２類土器が出土しているので、Ⅰ群ｂ－２類期の可能性がある。

（鈴木）

Ｐ１４（図Ⅳ－２７・３０ 表Ⅳ－６・８・９ 図版Ⅳ－２７・２９）

位置 Ｂ－３１－Ｂ・Ｃ 長軸方位 Ｎ－１２８°－Ｅ 規模 ０．７２×０．６８／０．５８×０．５４／０．２６

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりの形状が不明瞭だったため、

中心を通るトレンチを設定して５�掘り下げた。その結果明瞭な拡がりを確認した。トレンチを利用
し半截して坑底・壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 ３層に分層した。全てが埋め戻しの状況を呈する。

形 態 検出面において南側をやや掘りすぎているが、平面形は検出面・坑底とも円形。坑底は

平坦で壁は急である。

遺物出土状況 覆土２層中からⅠ群ａ類土器片、Ⅴ群ｃ類土器片が各１点、礫片１点が出土している。

図Ⅳ－３０－５はⅠ群ａ類の口縁部である。口縁端部は平坦面が作られ、口唇には貝殻腹縁圧痕文が２条

口縁と平行に施文される。体部は条痕文が横位に施文され、口縁直下に補修孔が外面から穿孔される。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ１５（図Ⅳ－２７ 表Ⅳ－８ 図版Ⅳ－２７）

位置 Ｂ－３１－Ｂ 長軸方位 Ｎ－３２°－Ｅ 規模 ０．７８×０．６８／０．６０×０．５６／０．２４

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりの形状が不明瞭だったため、

中心を通るトレンチを設定して５�掘り下げた。その結果明瞭な拡がりを確認した。トレンチを利用
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して半截し、坑底・壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 ２層に分層した。いずれもＥｎ－Ｐ・Ｌを含む埋め戻しの様相を呈する。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに長楕円形。坑底は平坦面があり、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況 覆土中から土器片が３点出土している。

時 期 覆土の状態から縄文時代である可能性が高い。 （立田）

Ｐ１６（図Ⅳ－２７ 表Ⅳ－８ 図版Ⅳ－２７）

位置 Ｅ－２２－Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－１７１°－Ｅ 規模 ０．８４×０．８０／０．５４×０．７４／０．３４

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりの形状が不明瞭だったため、

中心を通るトレンチを設定して５㎝掘り下げ確認した。トレンチを利用し半截した。坑底・壁を確認

して土坑と認めた。なお、Ｐ１４～１６は７０～１２０センチの間隔で並び、Ｐ１５が北端、Ｐ１６は南端にある。

堆 積 土 ６層に分層した。１・３層は自然堆積とみられるが、２層は他遺構の堀上土に由来する

ものの可能性が高い。４・５層は埋め戻しである。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに概ね円形。坑底は平坦で壁は急である。

遺物出土状況 覆土２層中から土器片が２点出土している。

時 期 覆土の状態から縄文時代である可能性が高い。 （立田）

Ｐ１７（図Ⅳ－２７・３１ 表Ⅳ－７・８・９ 図版Ⅳ－３３）

位置 Ｅ－２０－Ａ，Ｆ－２０－Ｄ 長軸方位 Ｎ－１３４°－Ｅ 規模 １．６８×１．３４／１．３８×０．９６／０．２８

調 査 Ｅ－２０Ⅲ層上部の精査中に黒色土の卵形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの

長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって２層が堆積する土坑と判断して平面形・

断面形確定後に土坑内の調査を開始した。遺物は人為的配置の可能性があったので測点して取上げた。

堆 積 土 １・２層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれているので埋め土と考えられる。

形 態 平面形は卵形。Ⅴ１層上部を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３０�で、内彎気
味に立ち上がる。

遺物出土状況 １層からⅡ群ａ類土器片・安山岩礫が出土した。２層からはⅡ群ａ類土器片・安山岩

製すり石片・安山岩礫が出土した。図Ⅳ－３１－５は亜角礫の安山岩製すり石、礫の角に剥離調整を加

えて使用面の幅を調整している。

時 期 Ⅱ群ａ類土器、すり石の形態から、Ⅱ群ａ類期である。 （鈴木）

Ｐ１８（図Ⅳ－２７）

位置 Ｂ－３２－Ｂ 長軸方位 Ｎ－２３°－Ｅ 規模 ０．４８×０．４４／０．３０×０．２６／０．１８

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。拡がりは形状が不明瞭であったため、

東西方向にトレンチを設定して５�掘り下げた。その結果明瞭な輪郭を確認したため、半截して坑底・
壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 １層に分層した。Ｅｎ－Ｐを少量含む暗褐色土である。

形 態 検出面・坑底ともに円形。坑底の平坦面は少なく、壁は急激に立ち上がる。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 覆土の色調から縄文時代である可能性が高い。 （立田）
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図Ⅳ－２７ 土坑（３）
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Ｐ１９（図Ⅳ－２７・３０ 表Ⅳ－６・８ 図版Ⅳ－３１）

位置 Ｅ－１９－Ｂ 長軸方位 Ｎ－１００°－Ｅ 規模 ０．６０×（０．４０）／０．４０×０．３２／０．１２

調 査 Ｅ１９区において検出した土坑群の調査のため残した段差の壁面に断面が現れていたもの

である。落ち込みは土坑であることはほぼ明らかであったため、半截して壁・坑底を確認し記録した。

その後片側の覆土を除去し、調査を終了した。

堆 積 土 黒色土１層に分層した。

形 態 ４分の１ほどを失うため、全体は不明であるが、卵形を呈するとみられる。

遺物出土状況 覆土中からⅢ群土器片が１点、Ⅴ群ｂ類土器片が６点出土している。図Ⅳ－３０－６は

Ⅴ群ｂ類の鉢である。胴部は LR原体を斜位に施し条は縦行する。口唇はナデ調整され角型を呈する

口唇頂部に箆状工具による刻みが施される。図Ⅳ－３０－７はⅤ群 b類の鉢の胴部片である。ＬＲ原

体を斜位に施文する。

時 期 覆土中の遺物から縄文時代晩期もしくはその直前とみられる。 （立田）

Ｐ２０（図Ⅳ－２７・３０ 表Ⅳ－６・８・９ 図版Ⅳ－２９）

位置 Ｅ－１８－Ｄ，Ｅ－１９－Ａ 長軸方位 Ｎ－５４°－Ｅ 規模 ０．６２×０．５８／０．４０×０．４２／０．１６

調 査 Ⅳ層上面を精査中、不整形の黒褐色土の拡がりを検出した。遺構の重複が予想されたた

め長軸方向にトレンチを入れてⅤ１層まで掘り下げた。その結果この拡がりは３基の重複と認めた。

土坑は東西に連なっており、中心の大きな土坑を２基の小さな土坑が切っていた。新しい遺構が本遺

構である。トレンチを利用して土層断面を記録した後、覆土を除去して壁・坑底を確認した。

堆 積 土 １層に分層した。Ｅｎ－Ｌブロックを含む黒褐色土である。埋め戻しとみられる。

形 態 平面形は検出面・坑底ともにやや長楕円形。坑底はほぼ平坦であるが南側に緩く傾斜し

壁は急である。

遺物出土状況 覆土中から土器はⅤ群ｃ類が６６点、Ⅰ群ｂ類が２点、Ⅲ群が１点出土している。石器

は黒曜石製フレイクが５点、チャート製フレイクが１点出土している。図Ⅳ－３０－８はⅤ群の浅鉢で

ある。胴部にはＬＲ複節が横位回転で押捺される。口唇には小ぶりな舌状突起が付き、口縁に沿って

縄線が４条、突起下に斜位に３条施され、突起頂部から口唇にかけて箆状工具による刻みと口縁に沿

う沈線が施されている。

時 期 埋め戻しとみられる覆土中の遺物から縄文時代晩期とみられる。 （立田）

Ｐ２１（図Ⅳ－２８ 表Ⅳ－８・９）

位置 Ｅ－１９－Ｂ 長軸方位 Ｎ－１５２°－Ｅ 規模 ０．８０×０．５８／０．５２×０．３２／０．２８

調 査 Ⅳ層上面を精査中、不整形の黒褐色土の拡がりを検出した。遺構の重複が予想されたた

め長軸方向にトレンチを入れてⅤ１層まで掘り下げた。その結果この拡がりは３基の重複と認めた。

大きな本土坑を両脇の２基の小さな土坑が切っていた。

堆 積 土 ５層に分層した。１層は焼土粒を含む黒褐色土。２～５層はＥｎ－Ｌ・Pを含む埋め戻

しとみられる。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに楕円形。坑底は平坦であり壁は垂直に立ち上がる。

遺物出土状況 覆土２・３層中から土器はⅤ群ｃ類が３点、Ⅰ群ｂ類が１点、石器フレイクが３点出

土している。

時 期 埋め戻しとみられる覆土中の遺物から縄文時代晩期の可能性が高い。 （立田）

３ 土坑
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Ｐ２２（図Ⅳ－２８・３１ 表Ⅳ－７・８・９ 図版Ⅳ－３３・３４）

位置 Ｅ－１９－Ｃ 長軸方位 Ｎ－５４°－Ｅ 規模 ０．９２×０．８０／０．６２×０．５６／０．３４

調 査 Ｈ３の北東側に近接するＥ－１９－Ｂ・Ｃ区にかけて大規模な撹乱があり、撹乱の覆土を

除去したところ、本遺構の一部を確認した。平面形が不明瞭だったため、撹乱を受けている側を長軸

と考えトレンチを設定し、Ⅴ層まで掘り下げた。その結果坑底・壁を確認して土坑と認めた。なお、

西側１０�に近接してＰ１０がある。
堆 積 土 ５層に分層した。１層は自然堆積、２～５層はロームを含む埋め戻しとみられる。なお、

覆土４層にはベンガラ粒子が含まれている。

形 態 平面形は検出面・坑底とも楕円形。坑底はやや凹凸があり壁は急である。

遺物出土状況 覆土１層中から土器片２点、石核１点、フレイク２点、たたき石１点、石皿１点が出

土している。図Ⅳ－３１－６は Rフレイク、黒曜石製である。図Ⅳ－３１－７はたたき石。楕円礫の平

坦面に２ヵ所の敲打痕があり、礫の長軸上に中心を避けて並んでいる。図Ⅳ－３１－８は石皿。素材礫

の中央平坦面にすり面と敲打痕があり、敲打痕はくぼんでいる。

時 期 付近の遺構・覆土の状態から、縄文時代晩期の可能性が高い。 （立田）

Ｐ２３（図Ⅳ－２８ 表Ⅳ－９）

位置 Ｋ－８－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１２３°－Ｅ 規模 １．００×０．８８／０．５４×０．５６／０．４４

調 査 Ｋ－８Ⅲ層下部の精査中に黒色土の円形の拡がりを検出した。上端・下端確認のため拡

がりの長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって２層が堆積する土坑と判断して

平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。

堆 積 土 １・２層にはＥｎ－ＰやＥｎ－Ｌが含まれているので埋め土と考えられる。

形 態 平面形は円形。Ⅴ１層下部を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約４０�で、直線的
に外上方へ立ち上がる。

遺物出土状況 １層から石槍片・安山岩礫片が出土した。

時 期 埋め土の状況から縄文時代の可能性が高い。 （鈴木）

Ｐ２４（図Ⅳ－２８）

位置 Ｂ－３１－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１２°－Ｅ 規模 ０．９０×０．８６／０．６２×０．６２／０．２０

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。落ち込みは形状が不明瞭であったた

め、東西方向にトレンチを設定して５�掘り下げた。その結果明瞭な輪郭を確認したため、トレンチ
を利用し半截し、坑底・壁を確認して土坑と認めた。

堆 積 土 ３層に分層した。覆土２・３層はＥｎ－Ｌブロックを含む埋め戻しである。

形 態 平面形は検出面、坑底ともに円形。壁と坑底は緩やかに連続し、断面は椀形。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 覆土の状態から縄文時代である可能性が高い。 （立田）

Ｐ２５（図Ⅳ－２８ 表Ⅳ－８）

位置 Ｂ－３１－Ｂ，Ｃ－３１－Ａ 長軸方位 Ｎ－７５°－Ｅ 規模 ０．７８×０．６２／０．５８×０．４６／０．２２

調 査 Ｈ２の調査終了に伴い、Ｈ２の掘込面で調査を留めておいた周囲の包含層を掘り下げた

ところ、円形の黒褐色土の拡がりを検出した。平面形がほぼ明瞭であったため、半截して坑底・壁を
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図Ⅳ－２８ 土坑（４）

３ 土坑

―５９―



確認して土坑と認めた。記録を作成した後に片側を調査し、平面形の記録を作成し調査を終了した。

堆 積 土 ３層に分層した。１層は自然堆積とみられる。２・３層は埋め戻しによるとみられる。

形 態 平面形は検出面がやや歪な楕円形、坑底は楕円形。坑底は概ね平坦で壁は急である。

遺物出土状況 覆土中から土器片が３点、坑底からⅡ群ａ類土器片が１点出土している。

時 期 覆土の状態から縄文時代である可能性が高い。 （立田）

Ｐ２７（図Ⅳ－２８ 表Ⅳ－８）

位置 Ｂ－３１－Ｂ・Ｃ，Ｃ－３１－Ａ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－１１０°－Ｅ 規模 ０．７８×０．７８／０．６２×０．６０／０．２０

調 査 Ｈ２の調査終了に伴い、Ｈ２の掘込面で調査をとめていた周囲の包含層を掘り下げはじ

めた。すると円形の黒褐色土の拡がりを検出した。平面形がほぼ明瞭であったため、半截して坑底・

壁を確認した。土層断面の記録を作成した後に片側を調査して平面の記録を行った。なお、Ｐ２５・２７・

２４は南北方向に概ね並んでおり、Ｐ２７は３基の中間にある。

堆 積 土 ２層に分層した。１層は自然堆積である。２層は埋め戻しとみられるが、１層との境界

には炭化物がある。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに円形。坑底は概ね平坦で壁は急である。

遺物出土状況 覆土から土器片が１２点出土している。

時 期 覆土の状態から縄文時代である可能性が高い。 （立田）

Ｐ２８（図Ⅳ－２９）

位置 Ｄ－２７－Ａ 長軸方位 Ｎ－３７°－Ｅ 規模 ２．００×１．３２／１．６６×０．９８／０．２０

調 査 Ⅳ層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。平面形が明瞭であったため、半截し

て坑底・壁を確認して土坑と認めた。土層断面の記録を行った後、片側を掘り下げて完掘した。

堆 積 土 ２層に分層した。１層は自然堆積、２層は流れ込みによるものとみられる。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに卵形。坑底と壁は緩やかに連続している。

遺物出土状況 覆土中からⅢ群土器片が１点、フレイクが３点出土している。

時 期 覆土中の遺物・土層の色調から、縄文時代中期である可能性が高い。 （立田）

Ｐ２９（図Ⅳ－２９）

位置 Ｋ－１０－Ｃ 長軸方位 Ｎ－８°－Ｅ 規模 ０．７０×０．６０／０．４４×０．３８／０．２６

調 査 Ｋ－１０Ⅳ層上部の精査中に黒色土の円形の拡がりを検出した。上端・下端確認のため拡

がりの長軸に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗黄褐色土が堆積する土坑と判

断して平面形・断面形確定後に土坑内の調査を開始した。

堆 積 土 １層にはＥｎ－Ｌが含まれているので埋め土と考えられる。

形 態 平面形は円形。Ⅴ１層上部を坑底面とする。壁は坑底面からの現高で約３０�で、直線的
に外上方へ立ち上がる。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 埋め土の状態から縄文時代の遺構である可能性が高い。 （鈴木）

Ｐ３０（図Ⅳ－２９ 表Ⅳ－８ 図版Ⅳ－２７）

位置 Ｂ－３２－Ｂ・Ｃ，Ｃ－３２－Ａ 長軸方位 Ｎ－１７３°－Ｅ 規模 ０．９０×０．８４／０．６４×０．５８／０．２４
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調 査 Ⅲ層下部を掘削中、黒褐色土の拡がりを検出した。平面形が明瞭であったため、半截し

て坑底・壁を確認して土坑と認めた。土層断面の記録を作成したのち、片側を調査し完掘した。

堆 積 土 ３層に分層した。１層は他遺構の堀上土の可能性がある。２層は自然堆積、３層も自然

堆積の可能性がある。

形 態 平面形は概ね円形。坑底は平坦で、壁は急である。

遺物出土状況 覆土１層中からⅢ群土器片が１点出土している。

時 期 掘込面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

Ｐ３１（図Ⅳ－２９ 表Ⅳ－８・９）

位置 Ｅ－１９－Ｃ 長軸方位 Ｎ－２５°－Ｅ 規模 ０．５０×０．４４／０．４０×０．３６／０．１０

調 査 Ⅴ１層を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。平面形が明瞭であったため、半截して

坑底・壁を確認して土坑と認めた。土層断面を記録した後、片側を調査して完掘した。なお、本遺構

とＰ２２・Ｐ１０は近接しており、それぞれ南西へ５０�、南へ１０�にある。
堆 積 土 １層に分層した。

形 態 平面形は楕円形。断面は椀状を呈する。

遺物出土状況 覆土中からⅤ群ｃ類土器片が１点、フレイクが１点出土している。

時 期 土層の色調・付近の遺構・遺物から、縄文時代晩期である可能性が高い。 （立田）

Ｐ３２（図Ⅳ－２９・３０ 表Ⅳ－６・８・９ 図版Ⅳ－２９）

位置 Ｅ－１９－Ｂ 長軸方位 Ｎ－１２５°－Ｅ 規模 ０．７４×０．４６／０．５６×０．５４／０．３６

調 査 Ｈ３に近接するにＥ－１９－Ｂ・Ｃ区かけて大規模な撹乱があり、撹乱の覆土を除去した

ところ、本遺構の一部を確認した。撹乱の壁面に現れた断面から、中心を通るようにトレンチを設定

しⅤ１層まで掘り下げた。その結果壁・坑底を確認し土坑と認めた。半截して記録を作成した後、片

側を調査して完掘した。

堆 積 土 ２層に分層した。いずれもベンガラ、Ｅｎ－Ｌ・Ｐを含む埋め戻しとみられる。

形 態 概ね隅丸方形。坑底は平坦で壁は急である。

遺物出土状況 覆土中からⅤ群ｃ類土器片が５点、フレイク１点、礫片１点が出土している。図Ⅳ－

３０－９はⅤ群の鉢。口縁部付近の破片である。口縁はナデ調整され、口唇頂部は T字状の平坦面を

形成する。胴部には LR複節の斜行縄文が施され、口縁下には４条の縄線が施される。

時 期 覆土中の遺物、周辺の検出遺構から縄文時代晩期とみられる。 （立田）

Ｐ３３（図Ⅳ－２９）

位置 Ｅ－２２－Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－３０°－Ｅ 規模 ９．２０×（８．２０）／６．６０×７．２０／０．１６

調 査 Ⅳ層上面を精査中、不整形の黒褐色土の拡がりを検出した。遺構の重複が予想されたた

め長軸方向にトレンチを入れてⅤ１層まで掘り下げた。その結果この拡がりは３基重複と認めた。土

坑は東西に連なり、本遺構は中心に位置し、２基の小さな土坑に切られていた。

堆 積 土 ２層に分層した。１層は自然堆積、２層は埋め戻しとみられる。

形 態 概ね円形。坑底は平坦で、壁は急である。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 周辺の遺構から縄文時代晩期とみられる。 （立田）

３ 土坑
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図Ⅳ－２９ 土坑（５）
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Ｐ３４（図Ⅳ－２９）

位置 Ｃ－２４－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１６１°－Ｅ 規模 ０．７８×０．６８／０．６０×０．４６／０．１０

調 査 Ⅴ１層上面を精査中、黒褐色土の拡がりを検出した。半截して坑底・壁を確認し土坑と

認めた。

堆 積 土 １層に分層した。

形 態 平面形は検出面・坑底ともに楕円形。坑底は平坦で壁は急である。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 検出面から縄文時代とみられるが、詳細は不明である。 （立田）

表Ⅳ－６ 土坑掲載土器一覧

表Ⅳ－７ 土坑掲載石器一覧

図番号 遺構名
接 合 破 片 同 一 破 片

分類名
層 位 遺物№ 点数 取上げ№ 層 位 遺物№ 点数 取上げ№

Ⅳ－２４－１ Ｐ２６ Ｈ４ア区・覆土３ ３ ２ Ｆ－２０－Ｃ・Ⅲ層 ８ ２ Ⅵｃ
Ｈ４ア区・覆土３ ２２ ４ Ｆ－２１－Ｂ・Ⅲ層 １０ １
Ｈ４ア区・覆土１ ６３ １ 未注記 １
Ｈ４ア区・覆土２ ６４ ２
Ｈ４エ区・覆土１ ５ ４
覆土１ ２ １７ １
Ｃ－２８－Ａ・Ⅲ層 ３ １
Ｆ－２０－Ｃ・Ⅲ層 ８ ６
Ｆ－２１－Ｂ・Ⅲ層 １０ ５
Ｍ－４－Ｂ・Ⅲ層 ７２ ２
未注記 ２

Ⅳ－２４－２ Ｐ２６ 袋状土坑 ７ １ ５ Ⅵｃ
Ⅳ－３０－４ Ｐ１０ 覆土１下部 １ ６ 覆土１下部 １ １ Ⅴｂ

覆土１上面 ２ ２８ 覆土１上面 ２ １２
覆土１上面 ３ ４ 覆土１上面 ３ ２
覆土１上面 １ ３ Ｆ－１８－Ｂ・Ⅲ層 ５ １
Ｆ－１９－Ａ・Ⅲ層 ４ ２ 未注記 １
Ｆ－１９－Ｄ・Ⅲ層 ７ １

Ⅳ－３０－１ Ｐ２ 覆土１ ２ １ Ⅴｃ
Ⅳ－３０－２ Ｐ９ 覆土 １ ５ Ⅴｃ

覆土 ２ １
Ｅ－２２－Ａ・Ⅲ層 ７ １
Ｅ－２２－Ａ・Ⅲ層 ２ １

Ⅳ－３０－３ Ｐ１０ 覆土１下 １ １１ Ⅴｂ
覆土１上面 ２ ６
覆土１上面 ３ ３
Ｆ－１９－Ｂ・Ⅲ層 １９ １

Ⅳ－３０－５ Ｐ１４ 覆土２ ３ １ Ⅰａ
Ⅳ－３０－６ Ｐ１９ 覆土１ １ ２ Ⅴｂ

覆土１ １ ４
Ｆ－１９－Ａ １１ ３

Ⅳ－３０－７ Ｐ１９ 覆土１ ２ １ Ⅴｂ
Ｆ－１９－Ａ・Ⅲ層 ４ ３
Ｆ－１９－Ａ・Ⅲ層 １１ ６

Ⅳ－３０－８ Ｐ２０ 覆土１ １ １ Ⅴｃ
Ｆ－１８－Ｂ ９ ５

Ⅳ－３０－９ Ｐ３２ 覆土１下 ２ １ Ⅴｃ
覆土１下 ３ １
Ｆ－１９－Ａ・Ⅲ層 ４ １

図番号 器種名 遺構名 層 位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g） 石 質 遺物№ 備 考

Ⅳ－２４－３ 石鏃 Ｐ２６ 覆土１ ２．６ １．１ ０．４ ０．７ 黒曜石 ３ 取上げ№４

Ⅳ－３１－１ 砥石片 Ｐ１１ 覆土 （５．０） （６．４） （３．９） １０４．３ 砂 岩 ５ 取上げ№５

Ⅳ－３１－２ 砥石 Ｐ１１ 覆土 （９．７） （８．７） （４．０） ３５５．１ 砂 岩 ３ 取上げ№３

Ⅳ－３１－３ 石皿片 Ｐ１１ 覆土 （５．７） （７．８） （２．５） １５６．４ 砂 岩 ７ 取上げ№７

Ⅳ－３１－４ 石皿 Ｐ１２ 覆土 （１６．０） （２２．８） （４．３） １９３６．４ 安山岩 １ 取上げ№１

Ⅳ－３１－５ すり石 Ｐ１７ 覆土４ ９．７ （１５．８） ６．６ １５４６．２ ？ ４

Ⅳ－３１－６ Ｒフレイク Ｐ２２ 覆土１ ３．１ ３．３ １．６ １２．１ 黒曜石 ２

Ⅳ－３１－７ たたき石 Ｐ２２ 覆土１ ９．５ ５．６ ３．４ ２５０．４ 安山岩 １

Ⅳ－３１－８ 石皿 Ｐ２２ 覆土１ ２６．８ ２１．９ ８．５ ６７２０．０ 安山岩 ３ 取上げ№１

３ 土坑

―６３―



図Ⅳ－３０ 土坑の土器

Ⅳ 遺構とその遺物

―６４―



図Ⅳ－３１ 土坑の石器

３ 土坑

―６５―



表Ⅳ－８ 土坑の土器・土製品集計

表Ⅳ－１０ 焼土・谷掲載土器一覧

表Ⅳ－１１ 焼土・谷掲載石器一覧

表Ⅳ－１２ 焼土・谷掲載金属製品一覧

表Ⅳ－９ 土坑の石器・石製品・礫集計

分

類

Ⅰ
群
ａ
類

Ⅰ
群
ｂ
類

Ⅰ
群
ｂ
２
類

Ⅰ
群
ｂ
４
類

Ⅱ

群

Ⅲ

群

Ⅴ

群

Ⅵ
群
ｃ
類

分
類
不
能
土
器
片

土

製

品

層
位

覆
土
坑
底
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
坑
底
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土 計

遺

構

名

Ｐ１ ７ ７
Ｐ２ ８ ８
Ｐ３ １ ３ ４
Ｐ４ ４ ４
Ｐ６ ３ １ ４
Ｐ７ １ １
Ｐ９ ６４ ４ １ ６９
Ｐ１０ ８７ ２ ８９
Ｐ１３ １ １
Ｐ１４ １ １ ２
Ｐ１５ １ １ １ ３
Ｐ１６ １ １ ２
Ｐ１７ ４ １ ５
Ｐ１９ １ ６ ７
Ｐ２０ ２ １ ６５ ６８
Ｐ２１ １ ３ １ ５
Ｐ２２ ２ １ ３
Ｐ２５ １ １ ２ ４
Ｐ２６ １ １９ ２０
Ｐ２７ ２ ４ ６ １２
Ｐ２８ １ １
Ｐ３０ １ １
Ｐ３１ １ １
Ｐ３２ ５ ５

１１ １ ２ １ １ ５ １ ５２５７ １９ ２２ １３２６

分

類

石

鏃

石

槍

Ｒ
フ
レ
イ
ク

フ
レ
イ
ク

石

核

た
た
き
石

す

り

石

砥

石

石

皿

礫
・
礫
片

層
位

覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土
覆
土 計

遺

構

名

Ｐ１ １ １
Ｐ３ １ １
Ｐ５ １ １
Ｐ９ ４ ４
Ｐ１０ １８ １ １９
Ｐ１１ １ ２ １ ４ ８
Ｐ１２ １ １
Ｐ１４ １ １
Ｐ１７ １ ２ ３
Ｐ２０ ６ ６
Ｐ２１ ３ ３
Ｐ２２ ４ １ １ １ ７
Ｐ２３ １ １ ２
Ｐ２６ １ ２ ３
Ｐ２８ ３ ３
Ｐ３１ １ １
Ｐ３２ １ １ ２

１ １ １ ４３ １ １ １ ２ ３ １２ ６６

図番号 遺構名 接 合 破 片 同 一 破 片 分類名層位 遺物№ 点数 取上げ№ 層位 遺物№ 点数 取上げ№
Ⅳ－３６－１ Ｆ３ 焼土中 １ １ Ⅴｃ
Ⅳ－３６－２ Ｆ３ 焼土中 １ １ Ⅴｃ
Ⅳ－３６－３ Ｆ１３ 焼土中 １ １ Ⅵｃ
Ⅳ－３６－４ Ｆ１３ 焼土中 １ １ Ⅵｃ
Ⅳ－３７－１ 谷２ 南側・２層 ７ １ Ⅰａ
Ⅳ－３７－２ 谷２ 南側・２層 ７ １ Ⅰａ
Ⅳ－３７－３ 谷２ 南側・２層 ３ １ Ⅰａ
Ⅳ－３７－４ 谷２ 北側・２層 ２ １ Ⅰａ
Ⅳ－３７－５ａ 谷３ Ⅲ層 ２ １ Ⅲａ
Ⅳ－３７－５ｂ 谷３ Ⅲ層 ２ １ Ⅲａ
Ⅳ－３７－６ 谷２ 北側・２層 ４ １ Ⅴｃ
Ⅳ－３７－７ 谷２ 南側・２層 ８ １ Ⅶｂ

図番号 器種名 遺構名 層 位 最大長（�） 備 考
Ⅳ－３６－６ 鎌 Ｆ２ 附近 ８．３ 取上げ№鉄２
Ⅳ－３６－７ 刀子・茎 Ｆ２ 焼土中 （６．１） 取上げ№鉄３
Ⅳ－３６－８ 鍋・口縁部 Ｆ２ 附近 － 取上げ№鉄１
Ⅳ－３６－９ 鍋・口縁部 Ｆ２ 附近 － 取上げ№鉄１
Ⅳ－３６－１０ 小札？ Ｆ２ 焼土中 （３．２） 取上げ№鉄４
Ⅳ－３６－１１ 小札 Ｆ２ 焼土中 （２．５） 取上げ№鉄４
Ⅳ－３６－１２ 小札 Ｆ５ 焼土中 （４．８） 取上げ№鉄１
Ⅳ－３６－１３ 小札 Ｆ５ 焼土中 （３．１） 取上げ№鉄２
Ⅳ－３６－１４ 内耳鍋 谷２ ２層 －

図番号 器種名 遺構名 層 位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g） 石 質 遺物№ 備 考
Ⅳ－３６－５ 石槍片 Ｆ３ 焼土中 （２．７） １．８ ０，６ １．４ 黒曜石 １
Ⅳ－３７－８ 石鏃 谷１ 上面 ２．７ １．８ ０．３ １．３ 黒曜石 谷１－７
Ⅳ－３７－９ 石鏃 谷２ ２層 ５．０ ２．８ ０．９ ７．７ 黒曜石 谷２－２ 北区
Ⅳ－３７－１０ つまみ付きナイフ 谷２ ２層 ６．０ （２．４） ０．６ ６．６ 頁 岩 谷２－６ 南区
Ⅳ－３７－１１ つまみ付きナイフ 谷２ ２層 ５．９ ３．０ １．７ １４．０ 黒曜石 谷２－４ 北区
Ⅳ－３７－１２ 石斧 谷３ Ⅲ層 １０．３ ３．９ １．６ ８１．７ 泥 岩 谷３－２
Ⅳ－３７－１３ 擦切残片 谷１ 最下層 １０．０ ２．９ １．９ ６６．５ 不 明 谷１－８
Ⅳ－３７－１４ たたき石 谷２ ２層 ６．８ ４．９ ４．１ １５６．２ 安山岩 谷２－６ 南区
Ⅳ－３７－１５ すり石 谷４ Ⅲ層 １０．３ １５．４ ２．８ ６４４．９ 安山岩 谷４－２
Ⅳ－３７－１６ 北海道式石冠 谷４ Ⅲ層 ６．３ １２．５ ２．９ ２８８．８ 安山岩 谷４－１
Ⅳ－３７－１７ 石錘 谷１ １層 ５．４ ８．１ １．２ ６８．４ 砂 岩 谷１－９
Ⅳ－３７－１８ 石錘 谷２ ２層 １３．９ １０．９ ３．９ ６７７．５ 安山岩 谷２－１３ 南区

Ⅳ 遺構とその遺物
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４ 焼土

Ｆ１（図Ⅳ－３４ 図版Ⅳ－３５）

位置 Ｄ－２４－Ｄ 長軸方位 Ｎ－９０°－Ｅ 規模 ０．６４×０．４８／０．１８

調 査 Ｄ－２４Ⅲ層上面から－２�で暗赤橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のた
め拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙褐色～赤橙色の

焼土と判断した。１・２層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １・２層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は不整円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からアイヌ文化期期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ２（図Ⅳ－３４・３６ 表Ⅳ－１２ 図版Ⅳ－３５・３７）

位置 Ｄ－２４－Ｄ 長軸方位 Ｎ－９０°－Ｅ 規模 ０．６４×０．４２／０．１８

調 査 Ｄ－２４Ⅲ層上面から－２�で暗赤橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のた
め拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙褐色の焼土と判

断した。１層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は皿状。

遺物出土状況 遺物は焼土中から刀子、周辺から内耳鉄鍋・鎌が出土した。６は鎌、刃部の形状から

刀子の再利用と思われる。７は刀子の茎か。茎の断面から鉄鏃を再利用した可能性がある。８は鉄鍋。

口縁部は内面側に肥厚し端面は内斜する。受け部の屈曲が発達する。９は鉄鍋。口縁部は内面側に肥

厚し端面は内斜する。受け部の屈曲が８に較べて明瞭でない。１０は小札？。１１は小札。

時 期 遺物と周囲の遺構の時期と燃焼面の層準からアイヌ文化期である。 （鈴木）

Ｆ３（図Ⅳ－３２・３６ 表Ⅳ－１０・１１・１３ 図版Ⅳ－３４・３５）

位置 Ｄ－２４－Ａ 長軸方位 Ｎ－９０°－Ｅ 規模 ０．６０×０．５８／０．０６

調 査 Ｄ－２４Ⅲ層上部で暗赤橙色の円形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの長軸

方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙色の焼土と判断した。１層の内

容から調理の痕跡はうかがえない。

堆 積 土 １層には焼獣骨片が含まれていない。被熱した土器片を含む。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は中央がやや平らな皿状。

遺物出土状況 遺物はⅤ群ｃ類深鉢片、黒曜石製ＲＦ片、黒曜石剥片が含まれていた。黒曜石製石器

類の一部には被熱が見られる。１はⅤ群ｃ類深鉢口縁部片、口縁端面には管状工具による刺突が施文

され、外面には横位回転ＬＲが施される。２はⅤ群ｃ類またはⅤ群ｂ類深鉢底部片、擬口縁は内傾接

合、外面には節の詰まった横位回転ＬＲが施される。５は黒曜石製石槍、有茎のものとみられるが、

下半を欠損する。

時 期 遺物からⅤ群ｃ類期である。 （鈴木）

４ 焼土

―６７―



Ｆ４（図Ⅳ－３２）

位置 Ｅ－２２－Ｃ 長軸方位 Ｎ－３５°－Ｅ 規模 ０．３８×０．３０／０．０６

調 査 Ｅ－２２Ⅲ層上面から－１０�で暗赤橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のた
め拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤褐色の焼土と判断

した。１層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼獣骨片が含まれている。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は中央が深い皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。燃焼面の層準から縄

文時代である。 （鈴木）

Ｆ５（図Ⅳ－３４・３６ 表Ⅳ－１２・１３ 図版Ⅳ－３８）

位置 Ｅ－２３－Ｄ 長軸方位 Ｎ－１３０°－Ｅ 規模 ０．５８×（０．３８）／０．０６

調 査 Ｅ－２３Ⅲ層上面から－２�で暗橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため
拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗橙褐色の焼土と判断し

た。１層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は不整円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形はやや平らな皿状。

遺物出土状況 焼土中から小札が出土した。１２・１３は小札。

時 期 遺物と周囲の遺構の時期と燃焼面の層準からアイヌ文化期である。 （鈴木）

Ｆ６（図Ⅳ－３２）

位置 Ｃ－２９－Ａ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－５７°－Ｅ 規模 ０．７６×０．５２／０．０６

調 査 Ⅳ層上面を精査中に不明瞭な拡がりを検出した。焼土は小規模であったが南北２ヵ所

に分かれており、北側のやや大きな焼土が本遺構である。焼土の長軸方向にトレンチを設定してⅤ層

まで掘り下げた。その結果炭化物を確認したため、焼土として記録を作成した。

堆 積 土 １層に分層した。焼土粒子の混じる黒色土である。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 詳細は不明であるが、検出面から縄文時代のものである可能性が高い。 （立田）

Ｆ７（図Ⅳ－３２）

位置 Ｃ－２９－Ｃ・Ｄ 長軸方位 Ｎ－２９°－Ｅ 規模 ０．２２×０．２０／０．０７

調 査 Ⅳ層上面を精査中に不明瞭な拡がりを検出した。焼土は小規模であったが南北２ヵ所

に分かれており、南の小さな焼土が本遺構である。焼土の長軸方向にトレンチを設定してⅤ層まで掘

り下げた。その結果炭化物を確認したため、焼土として記録を作成した。

堆 積 土 １層に分層した。焼土粒子の混じる黒色土である。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 詳細は不明であるが、検出面から縄文時代のものである可能性が高い。 （立田）

Ⅳ 遺構とその遺物
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Ｆ８（図Ⅳ－３４）

位置 Ｅ－２３－Ａ 長軸方位 Ｎ－９８°－Ｅ 規模 ０．９０×０．５０／０．０８

調 査 Ｅ－２３Ⅲ層上面から－２�で暗橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため
拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗橙褐色～明赤橙色の焼

土と判断した。１・２層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １・２層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からアイヌ文化期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ９（図Ⅳ－３２）

位置 Ｅ－２３－Ａ 長軸方位 Ｎ－８０°－Ｅ 規模 ０．５６×０．４０／０．０４

調 査 Ｅ－２３Ⅳ層上面で暗赤橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの

長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙褐色の焼土と判断した。１

層の内容から調理の痕跡はうかがえない。

堆 積 土 １層には焼獣骨片が含まれていない。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層下部を焼成面とする。下端断面形は中央がやや深い皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。燃焼面の層準から縄

文時代早期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ１０（図Ⅳ－３４）

位置 Ｅ－２１－Ｃ 長軸方位 Ｎ－７５°－Ｅ 規模 ０．４０×０．３８／０．０４

調 査 Ｅ－２１Ⅲ層上面で暗赤褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの長

軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤褐色の焼土と判断した。１層の

内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上面を焼成面とする。下端断面形は皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からアイヌ文化期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ１１（図Ⅳ－３４）

位置 Ｅ－２１－Ｂ 長軸方位 Ｎ－１２３°－Ｅ 規模 １．１６×０．８２／０．０６

調 査 Ｅ－２１Ⅲ層上面で暗赤褐色の不整形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの長

軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤褐色の焼土と判断した。１層の

内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼魚骨片が含まれている。

形 態 平面形は不整形。Ⅲ層上面を焼成面とする。下端断面形は一部が皿状。

４ 焼土
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遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からアイヌ文化期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ１２（図Ⅳ－３４）

位置 Ｅ－２１－Ａ 長軸方位 Ｎ－１２４°－Ｅ 規模 ０．４４×０．３０／０．０６

調 査 Ｅ－２１Ⅲ層上面で暗赤橙色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため拡がりの長

軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙色の焼土と判断した。１層の

内容から調理の痕跡はうかがえない。

堆 積 土 １層には焼獣骨片が含まれていない。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上面を焼成面とする。下端断面形は皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からアイヌ文化期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ１３（図Ⅳ－３３・３６ 表Ⅳ－１０・１３ 図版Ⅳ－３５）

位置 Ｍ－３－Ａ・Ｂ 長軸方位 Ｎ－３２°－Ｅ 規模 ０．８８×０．５８／０．１０

調 査 Ｍ－３Ⅲ層上面から－６�で暗橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため
拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤褐色の焼土と判断し

た。１層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼獣骨片が含まれている。被熱した土器片を含む。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は中央がやや平らな皿状。

遺物出土状況 遺物はⅥ群ｃ類深鉢片、黒曜石剥片出土が含まれていた。土器片は被熱しているが、

黒曜石には被熱が見られない。３はⅥ群ｃ類深鉢口縁部片である。口唇部は刻み、外面口唇下には刻

み目貼付帯がある。外面は０段多条ＲＬ帯縄文、内面はヨコナデ。４はⅥ群ｃ類深鉢口縁部片である。

口縁は平縁。口唇部は刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面は、ヨコナデ→０段多条。内

面はヨコナデ。文様構成から鈴木 信（２００３）の「古」にあたると思われる。３と４は同一個体。

時 期 遺物からⅥ群ｃ類期である。 （鈴木）

Ｆ１４（図Ⅳ－３３）

位置 Ｎ－４－Ｄ 長軸方位 Ｎ－９°－Ｅ 規模 ０．６４×（０．３４）／０．０６

調 査 Ｎ－４Ⅲ層上面から－６�で暗橙褐色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため
拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤橙褐色の焼土と判断

した。１層の内容から調理の痕跡はうかがえない。

堆 積 土 １層には焼獣骨片が含まれていない。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は中央がやや深い皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 周囲の遺構の時期と焼成面の層準からⅥ群ｃ類期の可能性がある。 （鈴木）
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Ｆ１５（図Ⅳ－３３ 図版Ⅳ－３５）

位置 Ｎ－５－Ｃ 長軸方位 Ｎ－１４°－Ｅ 規模 ０．５６×（０．１６）／０．０６

調 査 Ｎ－５Ⅲ層上面から－６�で明赤橙色の楕円形の拡がりを検出した。下端確認のため
拡がりの長軸方向に断面確認のトレンチを設定した。トレンチ調査によって暗赤褐色の焼土と判断し

た。１層の内容から屋外炉の可能性が高い。

堆 積 土 １層には調理の痕跡として焼獣骨片が含まれている。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層上部を焼成面とする。下端断面形は中央がやや平らな皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。周囲の遺構の時期と

燃焼面の層準からⅥ群ｃ類期の可能性がある。 （鈴木）

Ｆ１６（図Ⅳ－３２）

位置 Ｆ－２０－Ａ 長軸方位 Ｎ－１５６°－Ｅ 規模 ０．４６×（０．１８）／０．０６

調 査 Ｈ４の壁面精査の最中に暗赤褐色土を確認した。Ｈ４竪穴内の調査時には平面形は確

認されなかったので、Ｈ４が新しくＦ１６が古い遺構であると判断できた。Ｈ４調査終了を待ってＦ１６

の調査にとりかかった。Ｈ４の壁面と並行する長軸方向に土層観察面を設けた。調査によって暗赤褐

色の焼土と判断した。１層の内容から調理の痕跡はうかがえない。

堆 積 土 １層には焼獣骨片が含まれていない。

形 態 平面形は楕円形。Ⅲ層下部を焼成面とする。下端断面形は中央が深い皿状。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時 期 時期の判明する遺物が出土していないので、詳細は不明である。燃焼面の層準から縄

文時代の可能性がある。 （鈴木）

表Ⅳ－１３ 焼土・谷の遺物集計
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類

計
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名

Ｆ１ １ １ ２ ２ ６
Ｆ３ １６ １６ １ ７ ８
Ｆ５ ２ ２
Ｆ１３ １１ １１ ２ ２
谷１ ２ ２２ １ １ ２６ １ １ １ １ ４
谷２ ２７ ２ ４ ６７ １ ２４１２５ １ １ ３ ２ １ １ ８２ ２ １ １５１０７
谷３ ７ ８ ８ １ １ ７ ３２ ８ １ １ １０
谷４ １０ ４ １０ １ １６ ４１ ７ １ １ ５ １４
谷５ １ １ ９ ４ １３

２ ６７ ２ １７１０１ １２ ３ ４８ １ １ ３ ４ ４ １ ２ １ １１１６ １ ２ １ １ １ ２ ２５

４ 焼土

―７１―



図Ⅳ－３２ 縄文期の焼土

図Ⅳ－３３ 続縄文期の焼土

Ⅳ 遺構とその遺物

―７２―



図Ⅳ－３４ アイヌ文化期の焼土

図Ⅳ－３５ 谷２の土層断面

４ 焼土
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図Ⅳ－３６ 焼土の土器・石器・金属製品・谷の金属製品
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図Ⅳ－３７ 谷の土器・石器

４ 焼土
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５ 谷（図Ⅳ－３５～３７ 表Ⅳ－１０～１３ 図版Ⅳ－３６・３８～４０）

谷は、柏木川が蛇行・侵食した河岸が谷のように見えるのであって、柏木川に流れ込む小流の開析

によるものではない。調査区内には５ヶ所検出され、このうち斜面の下端が調査区内にあった谷１・

谷２について断面観察を行った。谷１は谷２に較べて傾斜が緩やかであるため、崩落土が生じていない。

谷２の下端には旧柏木川の氾濫原が形成されており、樽前 a火山灰の直下には泥炭質の粘質土（２

層）が堆積し、倒木も見られる。２層より下位では砂と礫が互層となり水平に堆積しており、植物遺

存体は見られない。これらのことから、植生は樽前ａ火山灰降下の時期に近い頃に発達したと考えら

れる。また倒木の原因は樽前ａ火山灰降下による一時的な水位上昇が考えられる。遺物は縄文早期か

ら擦文文化期までの土器・石器が出土した。土器はⅡ群が極めて多く、石器は石錐が多い。 （鈴木）

金属器（図Ⅳ－３６－１４）

１４は内耳鉄鍋、口縁部は内面側に肥厚し端面は内斜する。受け部の屈曲不明瞭。 （鈴木）

土器（図Ⅳ－３７－１～７）

１～３はⅠ群ａ類深鉢口縁。１は貼り付け隆帯に柾目板状原体の端部を斜位に刺突する。この原体

は胴部外面の条痕にも使用されている。２・３は横位の条痕が施される。４はⅠ群ａ類深鉢胴部、縦

位貼付帯に柾目板状原体の端部を斜位に刺突する。この原体は胴部外面の条痕にも使用されている。

５ａｂはⅡ群ｂ類、ＲＬとＬＲの羽状縄文→横位貼付文→その上位に押し引き文。６はⅤ群ｃ類、斜

位回転ＲＬ→縦位突起（爪形文がつく）→横位沈線→縦位沈線、口縁端面にはＬの側面圧痕文。７は

Ⅶ群ｂ類甕口縁部、外面はタテハケ→ヨコナデ、内面はヨコハケ→ヨコナデ→ヨコミガキ、内面には

炭化物が付着する。 （鈴木）

石器（図Ⅳ－３７－８～１８）

８・９は石鏃。薄手の剥片の周縁を入念に加工して仕上げられている。９は両面に比較的細かな調

整が施されている。石鏃としたが正面上部に原石面を残し、背面中央には大きく厚みが残っている。

未製品とみられる。１０・１１はつまみ付きナイフ。１０は頁岩製。背面は全面に片面調整が施され、背面

右側縁にも一部調整がなされている。１１は黒曜石製のもの。つまみの形状は明瞭ではないが、背面の

み全面に調整が施されやや厚手の刃部を形成している。１２は石斧未製品。緑色泥岩の素材原石の周囲

を打ち欠いて大まかに整形したものである。１３は擦り切り残片。扁平な円礫を素材とし、素材の一端

を石鋸状の工具によって切断したものである。折れ面の観察からすると、まず両側平坦面から６～７

�すりきった後、折り取られている事がわかる。１４はたたき石。破損した断面三角形のすり石を用い、
１端を使用しているものである。１５はすり石。扁平な礫の長軸端および上端右側の一部を打ち欠き１

側縁を使用面とするものである。１６は北海道式石冠。半割された扁平礫を用い、敲打によって全周す

る溝がつけられている。使用面はすられた後、打ち欠きにより整形されている。１７・１８は石錘。１７は

扁平礫の長軸両端が打ちかかれるもの。１８は欠損するが短軸を打ち欠くものである。

（立田）
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Ⅴ 包含層出土の遺物

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２ 表Ⅴ－１ 図版Ⅴ－１～１２）

包含層から出土した土器の総点数は７，８０９点である。そのうち最も多数を占めるのはⅤ群の２，４８８点

である。ついで分類と点数の内訳は、Ⅲ群が７０６点、Ⅰ群ｂ類が３７６点、Ⅵ群ｃ類後北Ｃ２・Ｄ式が２５４点、

Ⅰ群ａ類が２４６点、Ⅱ群が２２７点、Ⅶ群が５３点となっている。また、分類不能の土器片が３，４３２点出土

しているが、これらはほとんどがⅤ群、もしくはⅢ群の文様が剥落・摩滅した小片であるとみられる。

分布は図Ⅴ－１２のとおりであるが、縄文時代晩期の土器が谷２周辺に中心を持ち、縄文早期が、調

査区南西側の一部に集中する傾向がある。また続縄文時代後北Ｃ２・Ｄ式は調査区中央と北端の２ヵ

所に集中していることがわかった。

Ⅰ群ａ類：１・２は口縁直下に隆帯をもつ。１は口唇と隆帯、２は隆帯上に貝殻腹縁圧痕文が斜位

に連続施文される。いずれも隆帯から口唇にかけてナデ調整され、１はやや狭く、２は広い平坦面が

作られる。３～５は貝殻腹縁圧痕文により文様が描かれる。３は小ぶりな山形突起がつく小片である

が、口縁部に斜位に連続施文され、さらに口縁に沿って２条、突起から４条の垂下する線が描かれる。

４は平縁である。口縁はナデによる明瞭な平坦面が作られ、口縁に沿って２～３条の貝殻腹縁圧痕文

が描かれる。口縁下にも全体はわからないが縦位、斜位の文様らしき条痕が施される。３・４は裏面

にも明瞭な条痕がある。５は２条の貝殻腹縁圧痕文により横走、斜行する文様が描かれる。胴部は横

位の条痕が施される。６は無文の突起部分口縁部は平坦面があり、角型を呈する。７～９は比較的不

規則な方向の条痕が施文され。全て内傾する平坦面があり、口縁断面は切り出し状を呈する。１０は条

痕がナデ消される。１１～１６は比較的整った横走条痕。１１～１４は口縁端部に内傾する平坦面があり、口

縁が切り出し状を呈する。１５・１６は口縁が山形を呈する。１７・１８は無文。１９・２０は同一個体の底部。

体部には横走する条痕、角には貝殻腹縁圧痕による刻みが施される。

Ⅰ群ｂ類：２１・２２は口唇に２条の貼付帯がある。２１は口唇端部と貼付帯上に縄端の圧痕、体部には

多軸絡縄の体圧痕文が施文される。２２は口縁端部と貼付帯の間に沈線、貼付帯上にはＲＬ斜行縄文が

回転施文される。貼付帯の直下には縄端圧痕が連続施文される。

Ⅱ群ａ類：２３～２７は全ての土器の胎土中に繊維が多量に混入する。２３・２４・２７は口縁部。２３・２４は

口縁端部が平滑に調整された平坦面をもつ。体部は２３・２４ともにＬＲ斜行縄文が施文され２４は節がナ

デ消される。２７は口唇端部がやや丸みを帯び、体部にはＬＲ斜行縄文が施文される。２５・２６は胴部片。

ともにＬＲ斜行縄文が施文されている。

Ⅱ群ｂ類：２８ａｂｃは同一個体とみられる口縁部付近の破片である。外面側の口縁端部から体部に

かけてＬＲの斜行縄文が施文され、口縁下部には同一原体とみられる縄線が２条施される。

Ⅲ群ａ類：２９・３０・３１・３２・３６・３７は縄線を押圧した貼付帯により文様が描かれる。２９は貼付帯間

の無文面上に自縄自巻的原体による馬蹄形圧痕文がつけられる。３０は三角形に整形された口縁に鋸歯

状に貼付帯がつけられる。貼付帯上には帯と平行にＬとＲ縄線が交互に押捺される。地文はＲＬ斜行

縄文。３１はＬ縄線が直交して施された貼付帯が口縁と口唇下につけられる。剥落が激しい。３２の貼付

帯は胴部と口縁部に施されており、貼付帯上には自縄自巻によるとみられる縄線がつけられている。

口縁には２条の口縁に平行な貼付帯間に爪型の圧痕が施文されている。３６は胴部片。地文の結束第１

種羽状縄文の上に縄線が平行につけられた貼付帯により文様が描かれる。３７は文様帯部分の破片。２

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２表Ⅴ－１図版Ⅴ－１～１２）

―７７―



図Ⅴ－１ 土器（１）
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図Ⅴ－２ 土器（２）

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２表Ⅴ－１図版Ⅴ－１～１２）

―７９―



条の貼付帯間に円形刺突文が施文される。３３ａは口縁下に山形。体部上位には１条の貼付帯がめぐら

されている。３３ｂは同一個体。縦位に交差して貼付帯がつけられ、その交点に突起がつけられている。

貼付帯上から結束第１種羽状縄文が施文されている。３４は口縁部にＲ縄線が綾杉状に施される。３５は

三角形を呈する口縁部に斜位に沈線による刻みが施される。

Ⅲ群ｂ類：３８～４２は口縁部破片。３８は斜行縄文の施文された角型を呈する口縁部の口縁頂部の平坦

面、口縁直下に２条に渡って押引風の半截竹管状工具による刺突文がつけられる。口縁頂部の刺突は

外側から斜め内側に向かって連続施文される。３９は口縁直下に半截竹管状工具による連続刺突文があ

る。４０・４１は縄文のみ。４０は結束第１種羽状縄文。４１はＲＬ斜行縄文。４２は地文の結束第２種斜行縄

文が内面上部にも施文され、口縁直下には円形刺突文が横位にめぐり、口唇端部には鋭い工具による

押し引き気味の刺突が連続施文される。口縁の小突起頂部にはやや深い刺突がある。

Ⅲ群底部：４３・４４。４４は底面にも地文が施される。

Ⅳ群ｂ類：４５は縄文地に弧状の沈線で文様が描かれるもので、ａはその小突起部分。胎土に砂粒を

多く含み、石英粒子が目立つ。４６は胴部片、太い棒状の工具によりクランク状の文様が描かれる。

Ⅴ群ｂ類：４７は縄文のみ施文される。ＬＲ斜行縄文が縦走するよう施文される。口縁端部にも施文

されるが、口唇直下はナデ消される。４８は地文が複節ＬＲ斜行縄文、口縁直下に半截竹管状工具によ

る下方からの刺突が４条にわたって連続施文される。口縁端面はナデられ平坦である。４９は口縁直下

に４条の横走沈線が描かれる。口縁端面には同一工具によるとみられる「×」印状の沈線が部分的に

施される。地文はやや条の間隔のあくＬＲ斜行縄文である。５０ａ～ｄは同一個体。ＬＲ斜行縄文が縦

位気味に施文され、口縁直下には同一原体による縄線が５条めぐる。口縁端部はナデられ平坦面とな

り、内面とのなす角度はほぼ直角である。６４は口縁直下に棒状工具による２条の沈線がめり、その間

の無文面上に同一工具によるとみられる「く」の字状の文様が連続施文される。地文は縦位気味のＬ

Ｒ斜行縄文。口縁端面はナデられ平坦である。

Ⅴ群ｃ類：５１～５５・５８・６１は縄線のほかに、沈線や刺突文、刻みなどで文様が描かれる。５１は太い

棒状原体による横走、括弧状の沈線が描かれ、沈線間や沈線に沿うように縄端によるとみられる圧痕

が施される。地文はＲＬ斜行縄文。切り出し状を呈する口縁の内面上部にも施文される。５２は３条の

口縁に平行な３条の沈線、括弧状の沈線のほか、平行沈線下に半截竹管状工具による刺突文が連続施

文される。５３は縄文地に７条の平行沈線が施文された後、括弧状、縦位の沈線が施文される。口唇角

には棒状工具による刻みがつけられ、口縁頂部には２条のＬ縄線が口縁と平行に施文される。５４はや

や細い沈線による格子状の文様が描かれる。地文はＬＲ斜行縄文。５５は切り出し状の口縁、内斜する

端面にはＬ縄線の縦位側面押圧文が、口縁外面にはＬ縄線の側面押圧文が３条平行に施され、頚部に

は半月状の連続刺突文が施文される。口唇端部には内外面から棒状工具による刻みが交互につけられ、

内面上部には同一の原体によるとみられる沈線が１条めぐらされる。５８は突起部分。対となる小ぶり

な２つの山形突起。口縁は突起部分も含め平らにナデられ、突起部分のみ横位に棒状工具による刻み

がある。口縁直下には縄文地にやや太い平行沈線が３条施される。６１は角型、口縁の内外面の角に棒

状工具による刻みがある。口縁直下にはＬＲ縄線が３条単位で横位、斜位につけられる。５６は地文が

ＬＲ、内外口縁端にはＬＲの側面押圧による刻みがつけられ、口縁端面には側面押圧による縄線文が

施される。体部は縦位気味に回転施文される。５７は口縁部がナデられて端面が作られる。地文はやや

条間があく縦位気味のＬＲ斜行縄文である。５９・６０は口縁部に棒状工具による刻みと縄線がつけられ

るもの。５９の口縁は角型、地文はＲＬ斜行縄文。条が縦走する。６０は粘土を貼り付けた小ぶりな突起

がつく。頚部には半截竹管状工具による半月状の刺突文がめぐる。６２は棒状工具による２条の平行沈

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３ 土器（３）

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２表Ⅴ－１図版Ⅴ－１～１２）
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図Ⅴ－４ 土器（４）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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線の上に半截竹管状工具による斜行沈線、２条の沈線の間に平行する沈線が施される。６３は沈線文が

格子状に施される胴部片。凸部には赤色顔料が残存する。６５は小突起部分、沈線文が描かれる。６６は

貼り付けによる突起部分、ＲＬ縄線が縦位に施文される。６７はＲＬの細かい斜行縄文が施文された後、

頚部から口縁部にかけてナデられる。６８～７０は在地の型式とみられる壺の破片。全て３条の平行沈線

がつけられる。６８は沈線の上位に半截竹管状工具による半月形の刺突文が連続施文される。

大洞系：７１～７６は壺の破片である。７１～７４は頚部付近。７５は胴部。７６は口縁部、Ａ状突起部分で、

凸部に赤色顔料が残存する。 （立田）

Ⅵ群ｃ類：７７は深鉢、内傾接合による成形と思われる。口唇外縁に沿って刺突、外面口縁下には貼

付帯がある。外面には幅０．９�のハケメが施される。ヨコハケ→ハケメによる山形文、内面にはヨコ
ハケ→ヨコナデ、上半の内外面には炭化物が付着している。胴部のハケメ文様から鈴木（２００３）の「中２」

～「新２」にあたる。７９ａ～ｃは深鉢、内傾接合による成形と思われる。口縁は波頂がある。口唇部は

刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面はナデ→微隆起→０段多条ＲＬ帯縄文→三角形刺突。

内面はヨコナデ。内外面には炭化物が付着している。文様構成から鈴木（２００３）の「古３」～「中１」にあたる。

７８ａｂは深鉢、内傾接合による成形と思われる。外面はナデ→０段多条ＲＬ帯縄文→三角形刺突。内面

はヨコナデ。内面には炭化物が付着している。文様構成から鈴木（２００３）の「古～中」にあたる。８０ａｂ

は深鉢、内傾接合による成形と思われる。口唇部は刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面

はナデ→微隆起→０段多条ＲＬ帯縄文→三角形刺突。内面はヨコナデ。内外面には炭化物が付着してい

る。文様構成と文様が胴上半にあることから鈴木の「古２～古３」にあたる。８１は深鉢、内傾接合による

成形と思われる。外面はナデ→微隆起→０段多条ＲＬ帯縄文→三角形刺突。内面はヨコナデに一部０段

多条ＲＬ帯縄文がある。文様構成から鈴木の「古～中」にあたる。８２ａ～ｃは深鉢、内傾接合による成

形と思われる。外面はナデ→０段多条ＲＬ帯縄文→三角形刺突。内面はヨコナデに一部０段多条ＲＬ帯

縄文がある。内面には炭化物が付着している。文様構成から鈴木の「古～中」にあたる。８３は深鉢、外

面はナデ→０段多条ＲＬ帯縄文、内面には炭化物が付着している。底部から胴部への立ち上がりが屈曲

気味であることより鈴木の「古～中」にあたると思われる。８４は深鉢、内外底面はナデ、内面には炭化物

が付着している。胴部への立ち上がりが直線的に外傾することより鈴木の「中～新」にあたると思われる。

Ⅵ群ｄｅ類：図版Ⅴ－９５・９６は深鉢胴部片、外面がナデ→タテミガキ、内面がヨコナデ。内面には

炭化物が付着する。

Ⅶ群：８５は非ロクロ坏、内外面ヨコミガキ。被熱し全体に磨耗している。８６は甕の口縁部、外面側

口縁端部に刻み目、口縁部には棒状工具による多重の横走沈線文が施される。被熱し全体に磨耗して

いる。８７は甕の底部、内外底面はナデ、全体に磨耗している。

復元土器：８８はⅠ群ａ類深鉢、擬口縁が外傾接合による成形、外面はタテ条痕→ヨコ条痕→タテミ

ガキ、図の胴中央にはヨコ条痕→タテミガキが施されない部分がある。内面はヨコ条痕→ヨコナデ、

内面には炭化物が付着している。９０はⅥ群ｃ類深鉢、内傾接合による成形、４ヶ所の波頂部がある。

口唇部は刻み、外面口唇下には刻み目貼付帯がある。外面にはタテケズリ→ヨコナデ→０段多条ＲＬ

帯縄文による文様が施される。内面下半はタテナデで上半はタテナデと一部ヨコナデ。上半の内外面

には炭化物が付着している。鈴木の「古２～３」にあたる。８９はⅦ群非ロクロ内黒坏、内傾接合による

成形。外面はヨコハケ→ヨコミガキ？、内面はヨコナデ→ヨコミガキ。

ミニチュア土器：９１は口縁端面に棒の側面による圧痕文、横位突帯を貼付する。９２は手捏ねに折る

成形、外面は弱いナデ。９３は片口深鉢の可能性がある、外面は縦ナデ。９４は深鉢の可能性がある。外

面は弱いナデ。 （鈴木）

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２表Ⅴ－１図版Ⅴ－１～１２）
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図Ⅴ－５ 土器（５）
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図Ⅴ－６ 土器（６）・金属製品

１ 土器（図Ⅴ－１～６・１２表Ⅴ－１図版Ⅴ－１～１２）

―８５―



２ 金属製品（図Ⅴ－６－１～５ 表Ⅴ－２図版Ⅴ－１３）

１は刀子。２～４は小札。５は魚突き鉤。 （鈴木）

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

包含層から出土した石器等の総点数は２，０５３点。フレイク・Ｒフレイク・礫を除いた石器の中で最

も点数の多いのは石鏃で８９点が出土した。以下、スクレイパー４３点、石斧１６点、つまみ付きナイフ１４

点である。傾向は製品のみが出土するものと、破片や未製品を多く含むものがある。前者はスクレイ

パー・礫石器など、後者は石鏃・石斧などがある。黒曜石製のつまみつきナイフ等も後者に入る。ま

た、数枚の剥片剥離がある３～４�の棒状の黒曜石原石が多数出土しており、これらは遺跡に持ち込
まれて加工された可能性がある。剥片石器は黒曜石製のものが１，５６２点、次いで珪質分が多い灰色の

礫に白色の縞が入る特徴のある頁岩が多い。黒曜石が石器石材の８０％以上を占める。

石鏃：１・２は三角形の形態で７点出土した。１は両面に入念な細部調整が施される。２は腹面に

大きく素材面を残す。３～５は下半がすぼまる形態で４点出土した。３は素材形状を生かし周縁が細

部調整される。４は両面全面に深い細部調整される。５はこの形態では最大で、球果が多く赤井川産

とみられる。６～１８は有茎の形態で、５９点出土し全体の６６％をしめる。６～１４は返しが比較的明瞭で

１５～１７は返しが不明瞭。１５のみが頁岩製、他は黒曜石製。１８・１９・２０は有茎石鏃の未製品。なお、有

茎石鏃がＨ３覆土に多く出土する。Ｈ３構築により石鏃を副葬した土坑墓を破壊したことによるか。

石槍：２１・２２は有茎、両面に丁寧な細部調整が施される。

石錐：２３は棒状で、機能部は若干磨耗している。

つまみ付きナイフ：２４は両面調整により機能部が作出される。２５は背面と腹面の一部に調整が施さ

れる。２６は腹面両側縁と背面右側縁に細部調整が施される。２７は背面全面に細部調整が施される。２８

は背面周縁に細部調整される。２８のつまみ部は不明瞭。石材は２４・２６が黒曜石製、ほかは頁岩製。

スクレイパー：２９は頁岩の縦長剥片で、背面側周縁の細部調整によって厚手刃部が作出される。箆

状石器に似る。１点出土した。３０～３４はいわゆる拇指状掻器で、２５点出土し総点数の５８％を占める。

３０～３３は打点が明瞭な円形の剥片を素材とし、打面を除く周縁に刃部がつく。３３は頁岩製。３４は刃部

がほぼ全周する。３５はやや横長の剥片を用い、外反した左側縁に刃部がある。３６は原石面の残る縦長

剥片を用い、外反する右側縁に刃部がある。

両面調整石器：３７は頁岩製、両面に全周する粗い調整が施され、素材剥片の原石面が背面に残る。

石核：３８は頁岩製、厚みのある形状から石核としたが、大きさから目的剥片を得ていたとは考え難

い。上下に対向する細かい階段状剥離がみられるため、楔として利用された可能性もある。

Ｒフレイク：３９は安山岩製、腹面の一部にも粗い調整がある。４０は厚手の剥片の縁辺に数枚の調整

があり、掻器の未製品の可能性がある。４１は原石面の残る薄手の剥片を用い、一部を加工する。４２は

棒状原石の一部を加工する。便宜上ここに含めた。

磨製石斧：４３は緻密な泥岩製で厚みがない素材、ほぼ全形をとどめている。全面が研磨されるが、

整形時の剥離痕も一部に残す。４４は上端を欠損するが、両端に刃部が作られるもので、腹面側に不明

瞭な鎬がある。楔として転用された可能性がある。４５は小型の石斧。刃部付近の破片。４６は周縁を両

面にわたって剥片石器様に打ち欠いたもので、加工の意図は不明である。４７は敲打により整形された

後、刃部を研ぎだしたもので、刃部の見通しは直線的で両刃気味である。４８は棒状扁平礫を敲打し、

先端を研ぎだす。４９は擦り切り残片、扁平な円礫の縁辺部を擦り切ったとみられるが、石斧原材部分

Ⅴ 包含層出土の遺物

―８６―



図Ⅴ－７ 石器（１）

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―８７―



図Ⅴ－８ 石器（２）

Ⅴ 包含層出土の遺物

―８８―



を折り取った部分が二次的に研磨されている。

たたき石：５０～５２は一端または両端に使用痕がある形態、７点出土した。５０は亜円礫の長軸側両端

を使用しているもので、下端は敲打によりつぶれ、その中心はすれている。５１は端部を敲打する。打

ち欠きがあり石錘の可能性があるが、全体の２分の１以上を欠損するので不詳である。５２は棒状礫の

先端が敲打される。５３は扁平礫の平坦面に敲打痕がある形態、４点出土した。５４は欠けているが礫の

周縁全周を敲打する形態、計１点出土した。５５は側縁に敲打痕がある形態、１点出土した。

すり石：５６・５７は断面三角形で、一稜線に使用部がある形態、４点出土した。５６は安山岩製、使用

面に打ち欠きがある。５７は砂岩製、欠損しているが使用面が円滑である。５８は扁平礫の一部に使用面

が作られる形態、５点出土した。５８は扁平亜角礫の一稜を使用し、使用面の両脇に沿って打ち欠きが

ある。使用面は平滑である。５９は円礫の平坦面が擦られ円滑になるもので、１点出土した。

砥石：６０は軽石製、一主面を使用する。６１は薄手の凝灰岩製、平坦面を使用するが、使用面は波打

つように２個所浅くくぼむ。６２・６３は砂岩製、欠損部以外の全ての面を使用する。使用面は稜線があ

るもの、石鋸状のアーチを呈するもの、中央がやや膨らむものなど多様である。

石錘：６４・６５は扁平円礫の長軸両端に両面から打ち欠きによる抉りが作出される。

石皿・台石：６６は厚みのある安山岩の円礫を用い、平坦面中心部を敲打し、中心を外れた位置にす

り面がある。６７は断面三角形の安山岩を用い、一面の一部を使用する。

異形石器：６８は礫皮が残る剥片の両面に２ヵ所の突出部が作出される。やや加工の入念さに欠ける。

玉：６９は平玉、片面から穿孔される。歪な形状で研磨は粗い。７０は管玉、緑色泥岩製で両端面から

穿孔される。各稜は滑らかで使い込まれるか。出土した調査区北部Ｍ－３付近は後北Ｃ２・Ｄ式期の

焼土・土器が多いので、当該期に属するとみられる。 （立田）

図Ⅴ－９ 石器（３）

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―８９―



図Ⅴ－１０ 石器（４）

Ⅴ 包含層出土の遺物

―９０―



図Ⅴ－１１ 石器（５）・石製品

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―９１―



図Ⅴ－１２ 土器（１）分布

Ⅴ 包含層出土の遺物

―９２―



図Ⅴ－１３ 土器（２）・石器（１）分布

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―９３―



図Ⅴ－１４ 石器（２）・礫分布

Ⅴ 包含層出土の遺物

―９４―



図Ⅴ－１５ 石器分布（３）

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―９５―



図Ⅴ－１６ 石器分布（４）

Ⅴ 包含層出土の遺物

―９６―



表Ⅴ－１ 包含層掲載土器一覧
図番号 出土地点 層 位 遺物№ 点 数 分類名

Ⅴ－３－５３ Ｈ－１３－Ｃ Ⅲ層 ４ １ Ⅴｃ
Ⅴ－３－５４ Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ層 ５ １ Ⅴｃ
Ⅴ－３－５５ Ｆ－２１－Ｄ Ⅲ層 １８ １ Ⅴｃ
Ⅴ－３－５６ Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １８ １ Ⅴｃ

Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １９ １
Ⅴ－３－５７ Ｄ－２４－Ａ Ⅲ層 １４ １ Ⅴｂ

Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １８ １
Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １９ ２
Ｅ－２４－Ｃ Ⅲ層 １３ ３

Ⅴ－４－５８ Ｄ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－５９ Ｄ－２４－Ｃ Ⅲ層 ４ ３ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６０ Ｄ－３１－Ｂ Ⅲ層 ６ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６１ Ｅ－２２－Ｂ Ⅲ層 ８ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６２ Ｄ－２９－Ｃ Ⅲ層 ５ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６３ Ｅ－２２－Ｃ Ⅲ層 ９ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６４ Ｄ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｂ

Ｅ－２２－Ｃ Ⅲ層 ５ １
Ｅ－２２－Ｃ Ⅲ層 ９ １

Ⅴ－４－６５ Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ層 ５ １ Ⅴｂ
Ⅴ－４－６６ Ｅ－２４－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６７ Ｄ－２４－Ａ Ⅲ層 １６ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６８ Ｅ－２０－Ｃ Ⅲ層 ６ ２ Ⅴｃ
Ⅴ－４－６９ Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ層 ５ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７０ Ｅ－２２－Ｃ Ⅲ層 １３ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７１ Ｅ－２１－Ｄ Ⅲ層 ３ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７２ Ｃ－２９－Ｃ Ⅲ層 １７ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７３ Ｅ－２１－Ａ Ⅲ層 ５ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７４ Ｅ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７５ Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ層 ９ １ Ⅴｃ
Ⅴ－４－７６ Ｅ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｃ
Ⅴ－５－７７ Ｆ－２１－Ｂ Ⅲ層 １０ １ Ⅵｃ

Ⅲ層 ３ １
Ⅴ－５－７８ａ Ｅ－２６－Ｄ Ⅲ層 ２ ５ Ⅵｃ
Ⅴ－５－７８ｂ Ｄ－２７－Ｂ Ⅲ層 ２ ３ Ⅵｃ
Ⅴ－５－７９ａ Ｎ－３－Ｄ Ⅲ層 ３ １ Ⅵｃ
Ⅴ－５－７９ｂ Ｍ－４－Ａ Ⅲ層 ６ １ Ⅵｃ
Ⅴ－５－７９ｃ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ ４ Ⅵｃ

Ⅲ層 ７ １
Ⅴ－５－８０ａ Ｍ－４－Ａ Ⅲ層 ６ １ Ⅵｃ

Ⅲ層 １０ １
Ⅴ－５－８０ｂ Ｍ－４－Ａ Ⅲ層 ６ ２ Ⅵｃ

Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 ７ １
Ⅴ－５－８１ Ｍ－３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅵｃ

Ⅲ層 ５ １
Ⅴ－５－８２ａ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ １ Ⅵｃ

Ｍ－４－Ａ Ⅲ層 １７ １
Ⅴ－５－８２ｂ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ １ Ⅵｃ
Ⅴ－５－８２ｃ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ １ Ⅵｃ
Ⅴ－５－８３ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ ２ Ⅵｃ
Ⅴ－５－８４ Ｊ－９－Ｂ Ⅲ層 ３ ２ Ⅵｃ
Ⅴ－５－８５ Ｅ－２４－Ｃ Ⅲ層 １３ １ Ⅶａ
Ⅴ－５－８６ Ｄ－３３－Ｄ Ⅲ層 ２ １ Ⅶｂ
Ⅴ－５－８７ Ｆ－２１－Ｂ Ⅲ層 １１ ２ Ⅶ
図版Ⅴ－１１－９５ Ｅ－２６－Ｃ Ⅲ層 １ ２ Ⅵ de
図版Ⅴ－１１－９６ Ｅ－２６－Ｃ Ⅲ層 １ １ Ⅵ de
Ⅴ－６－８８ Ｅ－２３－Ｂ Ⅲ層 ７ １ Ⅰａ

Ｅ－２４－Ａ Ⅲ層 １ １
Ｅ－２４－Ａ Ⅲ層下部 ８ ２

Ⅴ－６－８９ Ｄ－２９－Ａ Ⅲ層 ３ ２ Ⅶ
Ⅴ－６－９０ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 ５ １ Ⅵｃ

Ｍ－４－Ａ ６ ４
Ｍ－４－Ｂ ２ ２
Ｍ－４－Ｂ ７ ９
Ｍ－４－Ｃ ８ １
Ｍ－４－Ｂ １２ １６

Ⅴ－６－９１ Ｄ－２５－Ａ Ⅲ層 ２ １ ？
Ⅴ－６－９２ Ｅ－２１－Ａ Ⅲ層 ４ １ ？
Ⅴ－６－９３ Ｍ－４－Ａ Ⅲ層 ６ ３ Ⅵ de?

Ｆ１３ １ １
Ⅴ－６－９４ Ｎ－３－Ｃ Ⅲ層 ２ １ Ⅵ de?

図番号 出土地点 層 位 遺物№ 点 数 分類名

Ⅴ－１－１ Ｄ－２７－Ｄ Ⅲ層 １１ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－２ Ｅ－２３－Ｃ Ⅲ層 ８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－３ Ｍ－５－Ｂ Ⅲ層 ７ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－４ Ｃ－２５－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－５ Ｃ－２９－Ａ Ⅲ層 １２ ３ Ⅰａ
Ⅴ－１－６ Ｅ－２７－Ｃ Ⅲ層 ２ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－７ Ｃ－２９－Ｃ Ⅲ層 １８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－８ Ｃ－２９－Ｃ Ⅲ層 １８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－９ Ｅ－２４－Ａ Ⅲ層 ８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１０ Ｄ－２７－Ｃ Ⅲ層 １８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１１ Ｃ－２８－Ａ Ⅲ層 ３ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１２ Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ層 ２３ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１３ Ｄ－２７－Ｂ Ⅲ層 ７ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１４ Ｃ－２７－Ｄ Ⅲ層 ４ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１５ Ｄ－２９－Ｄ Ⅲ層 １７ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１６ Ｄ－２７－Ａ Ⅲ層 ８ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１７ Ｄ－２７－Ｂ Ⅲ層 ９ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１８ Ｃ－３１ Ⅲ層・トレンチ ２ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－１９ Ｄ－２７－Ｃ Ⅲ層 １０ １ Ⅰａ
Ⅴ－１－２０ Ｄ－２８－Ｃ Ⅲ層 ９ １ Ⅰａ

Ｄ－２８－Ｄ Ⅲ層 １６ １
Ⅴ－１－２１ Ｆ－２０－Ｄ Ⅲ層 ５ １ Ⅰｂ
Ⅴ－１－２２ Ｄ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅰｂ
Ⅴ－１－２３ Ｎ－３－Ｄ Ⅲ層 ５ ２ Ⅱａ
Ⅴ－１－２４ Ｍ－４－Ｂ Ⅲ層 １２ ２ Ⅱａ
Ⅴ－１－２５ Ｍ－５－Ｂ Ⅲ層 ６ １ Ⅱａ
Ⅴ－１－２６ Ｎ－３－Ｄ Ⅲ層 ６ １ Ⅱａ
Ⅴ－２－２７ Ｅ－２１－Ｂ Ⅲ層 ７ ２ Ⅱａ
Ⅴ－２－２８ａ Ｍ－３－Ｂ Ⅲ層 １１ １ Ⅱｂ
Ⅴ－２－２８ｂ Ｍ－３－Ｃ Ⅲ層 ９ １ Ⅱｂ

Ｍ－３－Ｂ Ⅲ層 １１ １
Ⅴ－２－２８ｃ Ｍ－３－Ｂ Ⅲ層 １１ ４ Ⅱｂ
Ⅴ－２－２９ Ｇ－１７－Ａ Ⅲ層 ２ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３０ Ｃ－３０－Ｂ Ⅲ層 ８ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３１ Ｃ－３０－Ｄ Ⅲ層 １４ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３２ Ｇ－１８－Ｂ Ⅲ層 ２ １ Ⅲａ

Ｇ－１８－Ｄ Ⅲ層 ５ ２
Ｇ－１９－Ｄ Ⅲ層 １ １

Ⅴ－２－３３ａ Ｅ－２１－Ｂ Ⅲ層 ６ ４ Ⅲａ
Ⅴ－２－３３ｂ Ｅ－２１－Ｃ Ⅲ層 ２ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３４ Ｆ－２１－Ａ Ⅲ層 ５ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３５ Ｅ－２２－Ｄ Ⅲ層 １０ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３６ Ｄ－２４－Ｄ Ⅲ層 ６ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３７ Ｄ－２８－Ｂ Ⅲ層 ３ １ Ⅲａ
Ⅴ－２－３８ Ｄ－３０－Ｃ Ⅲ層 １９ １ Ⅲｂ
Ⅴ－２－３９ Ｃ－３０－Ｄ Ⅲ層 １４ １ Ⅲｂ
Ⅴ－２－４０ Ｄ－２７－Ｄ Ⅲ層 ６ １ Ⅲｂ
Ⅴ－２－４１ａ Ｇ－１８－Ｄ Ⅲ層 ５ １ Ⅲｂ
Ⅴ－２－４１ｂ 谷３ Ⅲ層 ２ １ Ⅲｂ

Ｅ－１９－Ａ Ⅲ層 ２ １
Ⅴ－２－４２ Ｄ－３４－Ｄ Ⅲ層 ７ １ Ⅲｂ

Ｄ－３０－Ｂ Ⅲ層 ２ １
Ⅴ－２－４３ Ｃ－２９－Ｃ Ⅲ層 ３ １ Ⅲｂ
Ⅴ－２－４４ Ｃ－３３－Ｃ Ⅲ層 ６ ２ Ⅲ
Ⅴ－３－４５ａ Ｃ－２９－Ｃ Ⅲ層 １７ １ Ⅳｂ
Ⅴ－３－４５ｂ Ｃ－２９－Ａ Ⅲ層 ５ １ Ⅳｂ
Ⅴ－３－４６ Ｆ－２１－Ｃ Ⅲ層 ４ １ Ⅳｂ

Ｆ－２２－Ｄ Ⅲ層 ４ １
Ⅴ－３－４７ Ｅ－２４－Ａ Ⅲ層 １ ２ Ⅴｂ
Ⅴ－３－４８ Ｄ－２３－Ｂ Ⅲ層 ４ １ Ⅴｂ

Ｅ－２３－Ｃ Ⅲ層 １７ ２
Ⅴ－３－４９ Ｄ－２４－Ａ Ⅲ層 ９ ２ Ⅴｂ

Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １９ ２
Ｄ－２４－Ｂ Ⅲ層 １８ １
Ｅ－２４－Ｃ Ⅲ層 １３ ４

Ⅴ－３－５０ａ Ｄ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｂ
Ｅ－２５－Ｄ Ⅲ層 ７ １

Ⅴ－３－５０ｂ Ｄ－２４－Ｃ Ⅲ層 ４ １ Ⅴｂ
Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ層 ９ １

Ⅴ－３－５０ｃ Ｅ－２４－Ｂ Ⅲ層 １２ ２ Ⅴｂ
Ｅ－２５－Ｄ Ⅲ層 ７ １

Ⅴ－３－５０ｄ Ｄ－２３－Ａ Ⅲ層 １ １ Ⅴｂ
Ｅ－２３－Ｃ Ⅲ層 ３ １
Ｅ－２３－Ｃ Ⅲ層 ８ １

Ⅴ－３－５１ Ｄ－２４－Ｄ Ⅲ層 ５ ２ Ⅴｃ
Ⅴ－３－５２ Ｅ－２１－Ｂ Ⅲ層 ６ １ Ⅴｃ

３ 石器・石製品（図Ⅴ－７～１１・１３～１６表Ⅴ－３図版Ⅴ－１４～２１）

―９７―



表Ⅴ－２ 包含層掲載金属製品一覧

表Ⅴ－３ 包含層掲載石器一覧

図番号 器種名 遺構名 層 位 最大長（�） 備 考

Ⅴ－６－１ 刀子 Ｅ－２２－Ａ Ⅲ層上面 （１４．８）
Ⅴ－６－２ 小札 Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ層上面 ２．２
Ⅴ－６－３ 小札 Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ層上面 （２．１）
Ⅴ－６－４ 小札 Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ層上面 （１．１）
Ⅴ－６－５ 魚突き鉤 Ｎ－４ Ⅲ層 ９．８

図番号 器種名 遺構名 層 位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g） 石 質 遺物№ 備 考

Ⅴ－７－１ 石鏃 Ｃ－３１ Ⅲ ２．３ １．８ ０．４ ０．９ 黒曜石 １ トレンチ
Ⅴ－７－２ 石鏃 Ｍ－５－Ｂ Ⅲ ２．１ １．４ ０．３ ０．６ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－３ 石鏃 Ｍ－４－Ａ Ⅲ １．６ ０．７ ０．２ ０．２ 黒曜石 ６
Ⅴ－７－４ 石鏃 Ｆ－２１ Ⅰ ２．５ １．０ ０．３ ０．７ 黒曜石 ３
Ⅴ－７－５ 石鏃 Ｄ－２７－Ｂ Ⅲ （３．９） （２．１） ０．５ ３．７ 黒曜石 ９
Ⅴ－７－６ 石鏃 Ｃ－２８－Ｂ Ⅲ ２．３ （１．２） ０．３ ０，５ 黒曜石 １１
Ⅴ－７－７ 石鏃 Ｃ－２９－Ａ Ⅲ （１．９） １．３ ０．３ ０．５ 黒曜石 １
Ⅴ－７－８ 石鏃 Ｆ－１９－Ａ Ⅲ ４．０ １．８ ０．５ ２．０ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－９ 石鏃 Ｆ－２２ Ⅰ （３．２） １．１ ０．３ ０．８ 黒曜石 １
Ⅴ－７－１０ 石鏃 Ｆ－２２－Ｄ Ⅲ ２．７ １．０ ０．３ ０．４ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１１ 石鏃 Ｆ－２１－Ｃ Ⅲ ２，５ １．０ ０．３ ０．６ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１２ 石鏃 Ｆ－２１ Ⅰ ２．３ １．０ ０．３ ０．４ 黒曜石 ３
Ⅴ－７－１３ 石鏃 Ｆ－２２－Ｄ Ⅲ ２．９ １．０ ０．３ ０．５ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１４ 石鏃 Ｆ－２１－Ｃ Ⅲ ２．４ １．１ ０．４ ０．７ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１５ 石鏃 Ｄ－２４－Ａ Ⅲ （２．６） １．８ ０．７ １．５ 頁 岩 １２
Ⅴ－７－１６ 石鏃 Ｆ－１９－Ａ Ⅲ ３．５ １．７ ０．８ ３．６ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１７ 石鏃 Ｍ－５－Ｂ Ⅲ （２．５） １．２ ０．３ ０．８ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－１８ 石鏃 Ｆ－２１－Ｂ Ⅲ １．９ １．２ ０．３ ０．４ 黒曜石 １３
Ⅴ－７－１９ 石鏃 Ｄ－２４ Ⅰ （３．０） １．６ ０．９ １．８ 黒曜石 １
Ⅴ－７－２０ 石鏃 Ｄ－２４－Ａ Ⅲ （５．５） １．４ ０．５ ３．９ 黒曜石 １２
Ⅴ－７－２１ 石鏃 Ｎ－３－Ｃ Ⅲ ４．６ ２．５ ０．７ ５．６ 黒曜石 ２
Ⅴ－７－２２ 石槍 Ｍ－５－Ｄ Ⅲ （６．６） ３．４ １．０ １４．２ 黒曜石 ６
Ⅴ－７－２３ 石錐 Ｍ－５－Ｃ Ⅲ ３．３ １．０ ０．６ １．５ 黒曜石 ５
Ⅴ－７－２４ つまみ付きナイフ Ｉ－１０－Ｂ Ⅲ ８．５ ２．２ ０．９ １１．４ 黒曜石 ３
Ⅴ－７－２５ つまみ付きナイフ Ｆ－２１－Ｄ Ⅲ ７．４ ３．０ １．２ ２０．１ 頁 岩 １８
Ⅴ－７－２６ つまみ付きナイフ Ｍ－３－Ｃ Ⅲ ５．９ ２．３ ０．７ ６．４ 黒曜石 １２
Ⅴ－７－２７ つまみ付きナイフ Ｄ－２４－Ａ Ⅲ ６．７ ２．７ １．０ １４．７ 頁 岩 １２
Ⅴ－７－２８ つまみ付きナイフ Ｍ－５－Ａ Ⅲ ４．８ ２．５ １．０ ９．６ 頁 岩 ３
Ⅴ－７－２９ スクレイパー Ｆ－２０－Ｄ Ⅲ ５．７ ３．０ １．５ ２３．８ 頁 岩 ２
Ⅴ－７－３０ スクレイパー Ｄ－２８－Ｃ Ⅲ ２．９ ２．７ １．１ ７．９ 黒曜石 ４
Ⅴ－７－３１ スクレイパー Ｌ－６－Ａ Ⅲ ３．１ ３．８ １．３ １３．３ 黒曜石 ３
Ⅴ－７－３２ スクレイパー Ｃ－２９－Ａ Ⅲ ２．９ ３．２ １．２ １１．１ 黒曜石 ５
Ⅴ－７－３３ スクレイパー Ｄ－２５－Ａ Ⅲ ２．９ ３．３ １．２ １０．４ 頁 岩 ２
Ⅴ－８－３４ スクレイパー Ｋ－８－Ｃ Ⅲ １．７ ３．７ ３．５ ２５．５ 黒曜石 １
Ⅴ－８－３５ スクレイパー Ｅ－２２－Ａ Ⅲ ４．７ ４．８ １．８ ３３．８ 黒曜石 ２
Ⅴ－８－３６ スクレイパー Ｋ－８－Ｃ Ⅲ ４．５ ６．２ ２．０ ４６．０ 黒曜石 ２
Ⅴ－８－３７ 両面調整石器 Ｆ－２０－Ａ Ⅲ ５．７ ４．５ １．８ ４０．４ 頁 岩 ３
Ⅴ－８－３８ 石核 Ｅ－２２－Ｂ Ⅲ ４．８ ４．２ ３．１ ５３．４ 頁 岩 ８
Ⅴ－８－３９ Ｒフレイク Ｅ－２４－Ｂ Ⅲ ８．６ ５．３ ２．２ ８６．０ 不 明 １２
Ⅴ－８－４０ Ｒフレイク Ｉ－１３ Ⅰ ２．８ ３．９ ２．４ １６．９ 黒曜石 １
Ⅴ－８－４１ Ｒフレイク Ｋ－８－Ｃ Ⅲ ３．８ ２．５ ０．９ ７．２ 黒曜石 ５
Ⅴ－８－４２ Ｒフレイク Ｆ－２２－Ｃ Ⅲ （８．０） ２．６ １．１ ２２．３ 黒曜石 ３
Ⅴ－８－４３ 石斧 Ｍ－４－Ｑ Ⅲ （９．９） ３．１ ０．８ ３７．５ 泥 岩 １４ 接合

Ｍ－６－Ｑ １
Ⅴ－８－４４ 石斧 Ｅ－２０－Ｂ Ⅲ ８．６ ５．３ １．７ １１６．４ 変成岩 ９
Ⅴ－８－４５ 石斧 Ｄ－２８－Ｂ Ⅲ （３．０） ２．３ （１．１） １０．７ 変成岩 ３
Ⅴ－８－４６ 石斧 Ｅ－２３－Ｄ Ⅲ ９．７ ３．６ １．４ ６５．０ 泥 岩 ５
Ⅴ－９－４７ 石斧 Ｅ－２２－Ｃ Ⅲ （１４．５） ５．５ （３．２） ３１４．３ 泥 岩 ４
Ⅴ－９－４８ 石斧 Ｈ－１２ Ⅰ １３．５ ５．５ ２．１ ２００．８ 泥 岩 １
Ⅴ－９－４９ 擦切残片 Ｄ－２８－Ａ Ⅲ ８．３ ２．５ ２．８ ４８．６ 変成岩 １３
Ⅴ－１０－５０ たたき石 Ｃ－２５－Ｄ Ⅲ ８．５ ８．４ ４．１ ４４４．８ 不 明 ５
Ⅴ－１０－５１ たたき石 Ｅ－２０－Ａ Ⅲ （７．３） ９．０ ４．６ ３６２．９ 砂 岩 ４ 被熱
Ⅴ－１０－５２ たたき石 Ｉ－１０－Ｂ Ⅲ １７．７ ５．３ ２．２ ２１１．５ 砂 岩 ２
Ⅴ－１０－５３ たたき石 Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ １１．３ ６．３ ３．０ ２８７．０ 不 明 １７
Ⅴ－１０－５４ たたき石 Ｄ－３０－Ｃ Ⅲ （５．９） ５．３ （３．６） １２８．５ 黒曜石？ ４
Ⅴ－１０－５５ たたき石 Ｃ－３０－Ｄ Ⅲ （６．４） （４．８） （３．６） １３０．２ 流紋岩 １８
Ⅴ－１０－５６ すり石 Ｉ－１１－Ａ Ⅲ ７．４ １６．９ ５．７ ９１５．３ 安山岩 ２
Ⅴ－１０－５７ すり石 Ｃ－３１－Ｄ Ⅲ （６．４） （１０．８） （５．８） ４００．２ 泥 岩 ９
Ⅴ－１０－５８ すり石 Ｄ－２５－Ａ Ⅲ ９．１ １４．２ ３．５ ５６７．０ 安山岩 ２
Ⅴ－１０－５９ すり石 Ｃ－３１－Ｄ Ⅲ ９．４ １０．８ ４．４ ６５１．１ 安山岩？ ８
Ⅴ－１０－６０ 砥石 Ｄ－２４－Ａ Ⅲ １５．６ １０．５ ７．８ ６６５．９ 軽 石 １４
Ⅴ－１０－６１ 砥石 Ｆ－２１－Ｃ Ⅲ １０．０ ６．５ １．４ ７１．９ 凝灰岩 ６
Ⅴ－１０－６２ 砥石 Ｄ－２４－Ｃ Ⅲ （６．６） （５．６） （２．０） １０３．９ 砂 岩 １０
Ⅴ－１０－６３ 砥石 Ｅ－２３－Ｂ Ⅲ （５．２） （６．２） １０６．５ 砂 岩 ２
Ⅴ－１０－６４ 石錘 Ｅ－２５－Ｂ Ⅲ ５．７ ７．１ １．５ ８５．５ 泥 岩 ３
Ⅴ－１０－６５ 石錘 Ｄ－２７－Ｃ 攪乱 ５．０ ７．５ １．７ １０３．１ 泥 岩 １６
Ⅴ－１１－６６ 石皿 Ｄ－２４－Ａ Ⅲ ２５．５ ２３．４ １０．９ ８８５０．０ 安山岩 １３
Ⅴ－１１－６７ 石皿 Ｅ－２３－Ｃ Ⅲ ３４．０ １９．９ １３．９ １１０００．０ 安山岩 １２
Ⅴ－１１－６８ 異形石器 Ｃ－３０－Ｃ Ⅲ （４．８） ２．４ ０．９ ５．４ 黒曜石 １５
Ⅴ－１１－６９ 玉 Ｄ－３４－Ｄ 攪乱・木根 １．３ １．４ ０．７ １．８ 不 明 ４
Ⅴ－１１－７０ 管玉 Ｍ－３－Ａ Ⅲ ４．３ １．１ － ７．７ 緑色泥岩 ４

Ⅴ 包含層出土の遺物
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Ⅵ 自然科学的分析

１ 柏木川１３遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

柏木川１３遺跡は、柏木川左岸の河岸段丘上（標高３１～３２�）に立地し、対岸に柏木川８遺跡が隣接
する。岡村（１９８８）によれば、本遺跡は支笏カルデラが形成した火砕流台地に接し、また本遺跡の南

側を流れる漁川により形成された扇状地の北方縁辺部に当たる。

本遺跡では、これまでの発掘調査により縄文時代や擦文期の遺構や遺物が検出されている。また、

縄文時代の竪穴住居跡から出土した炭化材を対象として放射性炭素年代測定が行われ、縄文時代中期

の年代値が得られている（パリノ・サーヴェイ株式会社，未公表）。

今回、谷２内に旧柏木川堆積物が見られ、１８世紀に噴出した樽前ａテフラ（Ｔａ－ａ：曽谷・佐

藤，１９８０）を挟んで有機質に富む堆積物が認められた。そこで、堆積年代に関する情報を得るために、

テフラ分析と放射性炭素年代測定（AMS法）、堆積環境については珪藻分析、古植生や栽培植物につ

いては花粉分析、植物珪酸体分析、微細植物片同定を実施した。

また、今回の調査区内からは縄文時代早期と擦文期の竪穴住居跡が検出された。このうち、縄文時

代早期の竪穴住居跡は道央部で希少な検出例であり、中央部に炉跡と見られる炭化物集中部が認めら

れる。発掘調査担当者により住居の覆土のフローテーションが行われ、炭化物が回収されている。擦

文期の竪穴住居跡はいわゆる焼失家屋であり、住居構築材と見られる炭化物が多量に検出された。そ

こで、各時期の竪穴住居跡について住居構築材の材質や植物質食糧に関する情報を得るために、灰像

分析、種実同定を実施した。以下に、今回の調査結果を報告する。

１．試料

分析試料は、谷２で認められた旧柏木川堆積物（以下、谷２堆積物）と住居跡の炭化物に大別される。

谷２堆積物試料は、図Ⅵ－１－１に示した。斜面部で地山の崩落土、谷底部で下位から火山砕屑物

や砂、粘質土や砂、粘質土に大きく分けられる。試料採取地点として、調査区のＤ２４付近が設定され

た。本地点は谷底部に当たり、約３�の層厚を測る。下位から、砂礫層、植物遺体を含む黒～黒褐色
シルト層、Ｔａ－ａとされる白色軽石層、暗褐色土層、Ｔａ－ａの再堆積の可能性が指摘される土層、

改修前の表土とされる褐色砂混じりシルト層、黄灰色軽石層、改修時の盛土層が見られる。試料は、

当社技師が褐色砂混じりシルト層から砂礫層にかけて、層位的に採取した。特に、植物遺体を含む黒

～黒褐色シルト層では層厚２４�の柱状ブロック試料が採取され、この中で腐植に富む最上部から分析
試料を抽出した。これらの試料から、テフラ分析３点、珪藻分析３点、花粉分析と植物珪酸体分析で

同一試料２点、微細植物片同定２点をそれぞれ選択した（図Ⅵ－１－１）。また、黒～黒褐色シルト

層で樹木の根材が出土したことから、この樹種を調べるとともに放射性炭素年代測定を行った。

一方、住居跡の試料は、表Ⅵ－１－１に示した。縄文時代早期住居跡Ｈ５では、発掘担当者により

８地点（ベルト１－７、落ち込み部分）から土壌が採取された。これをフローテーション専用装置（PRO-

JECT SEED MODEL TYPE－１）で浮遊選別し、浮遊物が篩（２．００�と０．４２５�目）、沈殿物（残査）が

１ 柏木川１３遺跡の自然科学分析
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図Ⅵ－１－１ 谷２堆積物の分析層位 当社の現地調査所見を元に作成

Ⅵ 自然科学的分析
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１．４１�目の篩を用いて回収され、当社に送付された。落ち込み部分を除いた７地点には３種類の画分
試料（２．０�、０．４２５�、残渣）、落ち込み部分で２．０�と０．４２５�の画分試料がある。さらに試料１５－
５９、６１、６２、６３には「炭化物まじり」試料が存在す

る。種実同定では８地点全点を用いた。この過程で

落ち込み部分から炭化材も検出され、燃料材の可能

性が想定されたことから、樹種を明らかにするため

に炭化材同定も行った。また、落ち込み部での燃料

材（特にイネ科草本類）の利用の有無を調べるため

に、灰像分析を行った。

擦文期住居跡Ｈ１では、床面直上に草状の炭化物

の集積部が認められた。これは編まれた痕跡は見ら

れないものの、繊維の方向が明瞭に観察でき、床に

敷かれた敷物等の可能性が想定された。分析試料と

して床面炭化物ＡとＢが送付され、この２点につい

て敷物の材質を調べるために灰像分析を行った。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定（AMS法）

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期は

LIBBYの半減期５，５６８年を使用する。また測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）であり、誤差は

標準偏差 σ（One Sigma）に相当する年代である。なお暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION

PROGRAM CALIB REV４．４（Copyright１９８６－２００２M Stuiver and PJ Reimer）を用い、北半球の大気

圏での暦年較正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

（２）テフラ分析

試料約２０�を蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄み
を流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。

観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多

少を定性的に調べる。火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽石型の３タイプに分類し

た。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片

状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束

状のものとする。なお、検出された火山ガラスは、その屈折率を測定することにより、テフラを特定

するための指標とする。屈折率の測定は、古澤（１９９５）のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

（３）珪藻分析

試料を湿重で７�前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し
て、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して永久プレパラートを作製する。検鏡は光学顕微鏡で油浸６００倍

あるいは１０００倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が

半分以上残存するもの２００個体以上を同定・計数する。種の同定は原口ほか（１９９８）、Krammer（１９９２）、

Krammer and Lange―Bertalot（１９８６，１９８８，１９９１ａ，１９９１ｂ）、Witkowski etal（２０００）などを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた

表Ⅵ－１－１ 住居跡の分析試料

遺 構 位 置 試料名
分析項目
灰像 種実

Ｈ－５
（縄文時代早期）

ベルト１ １５－５６ ●

ベルト２ １５－５７ ●

ベルト３ １５－５８ ●

ベルト４ １５－５９ ●

ベルト５ １５－６０ ●

ベルト６ １５－６１ ●

ベルト７ １５－６２ ●

落ち込み部分
（炉跡？） １５－６３ ● ●

Ｈ－１
（擦文期）

床面 炭化物Ａ ●

床面 炭化物Ｂ ●

落ち込み部では、種実同定で認められた炭化材について炭化材同定も行う。
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一覧表で示す。淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する適

応能も示す。環境指標種については、その内容を示す。産出個体数２００個体以上の試料では産出率２．０％

以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か

異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種につ

いては小杉（１９８８）、淡水生種については安藤（１９９０）、陸生珪藻については伊藤・堀内（１９９１）、汚

濁耐性については、Asai and Watanabe（１９９５）の環境指標種を参考とする。

（４）花粉分析

試料約１０�について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛：比重２．３）よる有機物
の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリ

セリンで封入してプレパラートを作成し、４００倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現

する全ての種類について同定・計数する。結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層

位分布図として表示する。図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明

花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

（５）植物珪酸体分析および灰像分析

谷２堆積物に対しては、植物珪酸体分析を実施した。方法は、以下の通りである。

湿重５�前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸
ナトリウム，比重２．５）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい

濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー

トを作製する。

４００倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以

下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（１９８６）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生について検討するために、植物珪酸体群集の層位分布図を作成した。各種類の出現率は、短細

胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

Ｈ５落ち込み部（炉跡？）とＨ１床面炭化物については、灰像（珪化組織片）の産状に注目して、

灰像分析を実施した。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は珪化細胞列などの組織構造を呈し、熱

や化学変化に強い。そのため、植物が燃えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形で残されてい

る場合が多い（例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９３）。また、住居の構築材や敷物に稲藁や他

のイネ科植物が利用されている例がある（例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９１）。したがって、

珪化組織片の産状により当時の燃料材や構築材などの種類が明らかになると考えられる。

分析は、次の行程で進めた。Ｈ５落ち込み部（炉跡？）の洗い出された炭化物、Ｈ－１床面炭化物

から試料を分離する。試料はほとんどが炭化しており、灰像の観察に障害となる有機物が含まれので、

試料を過酸化水素水で漂白・灰化する。これを４００倍の光学顕微鏡下で観察し、イネ科葉部（葉身と

葉鞘）に由来した植物珪酸体を包含する珪化組織片を近藤・佐瀬（１９８６）の分類に基づいて調べる。

（６）微細遺物同定および種実同定

谷２堆積物については、微細遺物同定を以下の方法で行った。試料番号３は試料が少なかったため

５０�、試料番号５は２００�を秤量し、水に浸して２～３日放置する。０．５�の篩を通して水洗し、残渣
を集める。残渣を双眼実体顕微鏡下で観察し、その中に含まれる種実遺体や炭化材などの微細遺物を
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抽出し、同定する。

一方、Ｈ５試料については種実同定を以下の方法で行った。試料中の炭化物を双眼実体顕微鏡で観

察し、含まれる種実や炭化材を抽出し、同定する。

３．結果

（１）放射性炭素年代測定（AMS法）

測定結果を表Ⅵ－１－２、暦年較正の結果を表Ⅵ－１－３に示す。試料の測定年代（補正年代）は

約５６０年前の値を示す。これは、１４世紀末～１５世紀に相当する年代値である。

なお根材は、木材組織の観察によりニレ属に同定された。

表Ⅵ－１－２ 谷２出土根材の放射性炭素年代測定結果

１）年代値の算出には、Libbyの半減期５５６８年を使用。
２）BP年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差 σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

試料名 出土層位 試料の質 樹種 補正年代
BP

δ１３C
（‰）

測定年代
BP Code.No.

根材 谷２堆積物
Ta－a下 木片 ニレ属 ５３０±４０ － ２８．８９ ±

０．７９ ６００±４０ IAAA－３１７０６

表Ⅵ－１－３ 根材測定年代の暦年較正結果

計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV４．４（Copyright１９８６－２００２M Stuiver and PJ Reimer）を使用。
計算には表に示した丸める前の値を使用している。
付記した誤差は、測定誤差 σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

試料名 補正年代
（BP） 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

根 材 ５３４±３７ cal AD１，３３２－ cal AD１，３４０ cal AD ６１８－６１０ ０．１５１
IAAA－３１７０６cal AD１，３９８ cal AD１，４３１ cal AD ５５２－５１９ ０．８４９

（２）テフラ分析

以下に、谷２試料でのテフラの産状を述べる。なお試料番号２、９で認められた火山ガラスの屈折

率を図Ⅵ－１－２に示す。

試料番号２では、中量の軽石と多量の火山ガラスが含まれる。軽石は、最大径約３�、黄白色を呈
し、発泡は不良である。また、気泡が引き伸ばされて繊維束状を呈する軽石も認められる。火山ガラ

スは、無色透明のバブル型と軽石型が混在するが、バブル型の方がやや多い。火山ガラスの屈折率は、

ｎ１．５０１～１．５０３の狭いレンジに集中する。

試料番号４では、多量の軽石が含まれる。軽石は、最大径約６�、白色を呈し、発泡は不良である。斜方
輝石の斑晶を包有したものも認められる。また、試料中には斜方輝石の遊離結晶も中量程度認められる。

試料番号９では、中量の軽石と多量の火山ガラスが含まれる。軽石、火山ガラスともに試料番号２で記載

した特徴と全く同様である。火山ガラス

の屈折率も試料番号２とほぼ同様である。

（３）珪藻分析

結果を表Ⅵ－１－４、図Ⅵ－１－３に

示す。

谷２堆積物の試料番号３、５、９とも

珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出

現率は約７０％以上であり、化石の保存状

態が良い。産出分類群数は、３０属１１２種

類である。以下に、試料別に珪藻化石群

集の特徴を述べる。 図Ⅵ－１－２ 谷２堆積物含有火山ガラスの屈折率
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表Ⅵ－１－４ 谷２堆積物の珪藻分析結果

種 類
生 態 性 環 境

指標種塩分 pH 流水 ３ ５ ９
Rhopalodia gibberula（Ehr．）O.Muller Ogh―Meh al―il ind ３ １ １
Achnanthes clevei Grunow Ogh―ind al―il ind T ６ ２ ５
Achnanthes frigida Hustedt Ogh―unk unk unk ２ ― ８
Achnanthes lanceolata（Breb．）Grunow Ogh―ind ind r―ph K,T １６ １２ ３８
Achnanthes lanceolata var. elliptica Cleve Ogh―ind al―il r―ph K,T ― １ １
Achnanthes laterostrata Hustedt Ogh―ind al―il ind T ― １ ２
Achnanthes oestrupii（Cl．）Hustedt Ogh―hob ac―il l―ph ２ １ ４
Achnanthes peragalli Brun et Heribaud Ogh―ind ind l―ph ― ― ３
Achnanthes rechtensis Leclercq Ogh―unk unk unk ― ― ２
Achnanthes rostrata Oestrup Ogh―ind al―il r―ph U ５ ― ２７
Achnanthes spp. Ogh―unk unk unk ― ― ２
Amphora inariensis Krammer Ogh―ind al―il ind T １ ― １
Amphora pediculus（Kuetz．）Grunow Ogh―ind al―bi ind T １ ― ７
Aulacoseira alpigena（Grun．）Krammer Ogh―hob ac―il l―bi N,U １４ ３ ４
Aulacoseira ambigua（Grun．）Simonsen Ogh―ind al―il l―bi N,U １１ ― １
Aulacoseira crenulata（Ehr．）Krammer Ogh―ind ind l―ph ９ ７ ５
Aulacoseira distans（Ehr．）Simonsen Ogh―hob ac―il l―bi N,U １ ― ―
Caloneis bacillum（Grun．）Cleve Ogh―ind al―il r―ph U ２ ― １
Caloneis tenuis（Greg．）Krammer Ogh―ind al―il ind ― ２ ―
Ceratoneis arcus Kuetzing Ogh―hob ind r―bi K,T １ ― ―
Cocconeis disculus（Schumann）Cleve Ogh―ind al―il l―bi ― １ ４
Cocconeis placentula（Ehr．）Cleve Ogh―ind al―il ind U ５ ― １
Cocconeis placentula var. euglypta（Ehr．）Cleve Ogh―ind al―il r―ph T １ ― ―
Cocconeis pseudothumensis Reichardt Ogh―ind al―il l―ph ２ １ ５
Cymbella aspera（Ehr．）Cleve Ogh―ind al―il ind O,T ― １ ―
Cymbella cistula（Ehr．）Kirchner Ogh―ind al―il l―ph O,T ― １ ―
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh―ind ind ind T ４ ８ ７
Cymbella sinuata Gregory Ogh―ind ind r―ph K,T ７ １ ５
Cymbella tumida（Breb. ex Kuetz．）V.Heurck Ogh―ind al―il ind T ― ― １
Diatoma hyemalis（Roth）Heiberg Ogh―hob ind r―bi K,T １ １ ―
Diatoma mesodon（Ehr．）Kuetzing Ogh―ind al―il r―bi K,T ４ ― １
Diatoma tenuis Agardh Ogh―ind al―il r―ph T １ ― ４
Diploneis elliptica（Kuetz．）Cleve Ogh―ind al―il l―ph RA,T １ ― ―
Diploneis ovalis（Hilse）Cleve Ogh―ind al―il ind T １ １ ―
Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh―ind ind l―ph RI ― １ ―
Epithemia adnata（Kuetz．）Brebisson Ogh―ind al―bi ind ― １ ―
Eunotia arcus Ehrenberg Ogh―hob ac―il l―ph １ ― ―
Eunotia flexuosa（Breb．）Kuetzing Ogh―hob ac―il l―ph O ― １ ―
Eunotia gracialis Meister Ogh―hob ind l―bi ２ ４ ―
Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh―hob ac―il ind O ― １ ―
Eunotia pectinalis var. minor（Kuetz．）Rabenhorst Ogh―hob ac―il ind O,T ２ ４ １
Eunotia tenella（Grun．）Hustedt Ogh―hob ac―il ind ２ ― ―
Fragilaria bicapitata A.Mayer Ogh―hob ind l―bi ― １ １
Fragilaria leptostauron（Ehr．）Hustedt Ogh―ind al―il l―ph T ４ １ １
Fragilaria parasitica（W.Smith）Grunow Ogh―ind al―il ind U ― ― １
Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh―ind al―il l―ph S １ １ １
Fragilaria pinnata var. lancettula（Schum．）Hustedt Ogh―ind al―il l―ph S ３ １ ４
Fragilaria ulna（Nitzsch）Lange―Bertalot Ogh―ind al―il ind １ １ ―
Fragilaria vaucheriae（Kuetz．）Petersen Ogh―ind al―il r―ph K,T １ ２ ２
Fragilaria vaucheriae var. capitellata（Grun．）Patrick Ogh―ind al―il r―ph T ― ― １
Fragilaria virescens Ralfs Ogh―ind ac―il l―ph U ― ３０ １
Fragilaria virescens var. capitata Oestrup Ogh―ind ac―il l―ph ― ６ ―
Frustulia rhomboides var. saxonica（Rabh．）De Toni Ogh―hob ac―il l―ph O ― １ ―
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh―ind ind l―ph O １ ― ―
Gomphonema angustatum（Kuetz．）Rabenhorst Ogh―ind al―il ind U １ ２ ―
Gomphonema clevei Fricke Ogh―ind al―bi r―ph T １ ― ―
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh―ind al―il l―ph O,U １ ５ １
Gomphonema cf. helveticum Brun Ogh―unk ind r―ph T ― ― ２
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh―ind ind ind U ５ １１ ５
Gomphonema quadripunctatum（Oestrup．）Wislouch Ogh―ind al―il r―ph K,T ― ― １
Gomphonema vibrio Ehrenberg Ogh―ind al―il l―ph ― ― １
Hantzschia amphioxys（Ehr．）Grunow Ogh―ind al―il ind RA,U １２ ２７ ４
Hantzschia amphioxys var. vivax（Hantz．）Grunow Ogh―ind al―il ind ― ２ ―
Martyana martyi（Heribaud）Round Ogh―ind al―il ind ２ ― １
Melosira varians Agardh Ogh―hil al―bi r―ph K,T ３ １ １
Meridion circulae Agardh Ogh―ind al―il r―bi K,T ３ ― １
Meridion circulae var. constrictum（Ralfs）V.Heurck Ogh―ind al―il r―bi K,T ５ ４ ４
Navicula angusta Grunow Ogh―ind ac―il ind T １ ― ―
Navicula contenta Grunow Ogh―ind al―il ind RA,T ― ― １
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表Ⅵ－１－４の続き

種 類
生 態 性 環 境

指標種塩分 pH 流水 ３ ５ ９
Navicula hambergii Hustedt Ogh―ind ind ind RI ２ ― １
Navicula ignota Krasske Ogh―ind ind ind RB,T １ ― １
Navicula ignota var. palustris（Hust．）Lund Ogh―ind ind ind RB ― ― ２
Navicula mobiliensis var. minor Patrick Ogh―ind al―il ind ― ― １
Navicula mutica Kuetzing Ogh―ind al―il ind RA,S ７ ４ １
Navicula placenta Ehrenberg Ogh―ind al―il ind RI ５ ６ ―
Navicula radiosa fo. nipponica Skvortzow Ogh―ind al―il ind T ― ― １
Navicula seminulum Grunow Ogh―ind ind ind RB,S １ ― ―
Navicula venerablis Hohn & Hellerman Ogh―ind al―il l―ph ― ― １
Navicula spp. Ogh―unk unk unk １ ― ―
Naviculadicta elorantana Lange―Bertalot Ogh―unk unk unk ２ １ ２
Nitzschia amphibia Grunow Ogh―ind al―bi ind U １ ― ―
Nitzschia dissipata（Kuetz．）Grunow Ogh―ind al―il r―ph T ― ― ２
Nitzschia terrestris（Pet．）Hustedt Ogh―ind ind ind RI ― １ ―
Nitzschia tubicola Grunow Ogh―ind al―il ind S ― ― １
Nitzschia spp. Ogh―unk unk unk １ ― ―
Orthoseira roeseana（Rabh．）O’Meara Ogh―ind ind ind RA ― １ ―
Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh―ind al―il l―ph O ― ２ ―
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh―ind ind ind RA ― ２ １
Pinnularia brauniana（Grun．）Mills Ogh―hob ac―bi l―ph ２ ― ―
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh―ind ac―il ind ― １ ―
Pinnularia esoxiformis Fusey Ogh―hob ac―il ind ３ ３ ―
Pinnularia esoxiformis var. eifeliana Krammer Ogh―unk unk unk ― １ ―
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh―ind ac―il ind O,U １ ２ ―
Pinnularia lata（Breb．）Rabenhorst Ogh―hob ac―il ind RB ― １ ―
Pinnularia microstauron（Ehr．）Cleve Ogh―ind ac―il ind S １ ― ―
Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh―hob ac―il l―ph O ２ ― ―
Pinnularia obscura Krasske Ogh―ind ind ind RA ― ２ １
Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh―ind ind ind RI ６ ― ―
Pinnularia stomatophora（Grun．）Cleve Ogh―ind ac―il l―ph １ ７ ―
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh―ind ac―il ind RB,S １ ２ ―
Pinnularia subrupestris Krammer Ogh―hob ac―il ind １ １ ―
Pinnularia viridis（Nitz．）Ehrenberg Ogh―ind ind ind O ― ８ ―
Rhoicosphenia abbreviata（Ag．）Lange―B. Ogh―hil al―il r―ph K,T ７ １ １２
Rhopalodia gibba（Ehr．）O.Muller Ogh―ind al―il ind ― １ ―
Sellaphora bacillum（Ehr．）Mann Ogh―ind al―il ind U ― ― １
Sellaphora laevissima（Kuetz．）Mann Ogh―ind ind ind ― １ ―
Sellaphora pupula（Kuetz．）Mereschkowsky Ogh―ind ind ind U ― ― １
Stauroneis kriegeri Patrick Ogh―ind ind ind T ― １ １
Surirella linearis W.Smith Ogh―ind ind l―ph ― １ ―
Synedra inaequalis H.Kobayasi Ogh―ind al―il r―bi J,K,T ― １ ―
Tabellaria flocculosa（Roth）Kuetzing Ogh―hob ac―il l―bi T ― ― ２
海水生種 ０ ０ ０
海水～汽水生種 ０ ０ ０
汽水生種 ０ ０ ０
淡水～汽水生種 ３ １ １
淡水生種 ２１０ ２０８ ２０９
珪藻化石総数 ２１３ ２０９ ２１０

凡 例
H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性
Ogh―Meh ：淡水－汽水生種 al―bi ：真アルカリ性種 l―bi ：真止水性種
Ogh―hil ：貧塩好塩性種 al―il ：好アルカリ性種 l―ph：好止水性種
Ogh―ind ：貧塩不定性種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種
Ogh―hob ：貧塩嫌塩性種 ac―il ：好酸性種 r―ph：好流水性種
Ogh―unk ：貧塩不明種 ac―bi ：真酸性種 r―bi：真流水性種

unk ：pH不明種 unk ：流水不明種

環境指標種群
Ｊ：上流性河川指標種，Ｋ：中～下流性河川指標種，Ｎ：湖沼沼沢湿地指標種，
Ｏ：沼沢湿地付着生種（以上は安藤，１９９０）
Ｓ：好汚濁性種，Ｕ：広域適応性種，Ｔ：好清水性種（以上は Asai and Watanabe，１９９５）
Ｒ：陸生珪藻（ＲＡ：Ａ群，ＲＢ：Ｂ群，ＲＩ：未区分、伊藤・堀内，１９９１）
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試料番号９は、淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻とする）が約９５％と優占する。淡水性

種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能）の特徴は、貧塩不定性種（少量の塩

分には耐えられる種）、真＋好アルカリ性種（pH７．０以上のアルカリ性水域に最もよく生育する種）、

真＋好流水性種（流水域に最もよく生育する種）が優占することである。産出種の特徴は、好流水性

で中～下流性河川指標種群の Achnanthes lanceolata、a. rostrata が１３～１８％と多産し、同じ生態性の

Rhoicosphenia abbreviata、流水にも止水にも生育する流水不定性の Amphora pediculus 等を伴うこと

である。中～下流性河川指標種群とは、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、

後背湿地等に集中して出現するので、その環境を指標することができる種群のことである（安藤１９９０）。

試料番号５は、塩分濃度に対する適応性は変わらないが、水素イオン濃度に対しては pH７．０以下

の酸性水域に最もよく生育する真＋好酸性種、流水に対しては真＋好止水性種と流水不定性種が増加

する。また陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻も増

加する。産出種には、好止水性で弱酸性を呈した湿地などに優勢な出現の見られる Fragilaria virescens

や沼沢湿地付着生種群の Navicula elginensis、Pinnularia viridis、Gomphonema gracile、それに陸生

珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻Ａ群（伊藤・堀内，１９９１）

の Hantzschia amphioxys などが認められる。沼沢湿地付着生

種群とは、沼よりも浅く水深が１�前後で一面に水生植物が
繁茂している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現が見ら

れる種群のことである（安藤，１９９０）。

試料番号３になると再度、真＋好アルカリ性種、真＋好流

水性種が増加する。大きく多産するものはなく、中～下流性

河川指標種群の Achnanthes lanceolata、沼沢湿地付着生種群

の Navicula elginensis、止水性で湖沼沼沢湿地指標種群の

Aulacoseira alpigena、A. ambigua などが産出する。

（４）花粉分析

結果を表Ⅵ－１－５、図Ⅵ－１－４に示す。

図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間

の区別が困難なものを示す。いずれの試料からも花粉化石が

豊富に検出されるものの、保存状態は良好とは言えない。特

に試料番号５の保存状態は悪く、花粉外膜が溶解しているも

のが多く認められた。

谷２堆積物の試料番号３では木本花粉の割合が高く、ハン

ノキ属が多産し、コナラ属コナラ亜属、トウヒ属、マツ属な

どを伴う。草本花粉では、ガマ属、イネ科、ヨモギ属などが

多く認められ、カヤツリグサ科、カラマツソウ属などを伴う。

試料番号５についてみると、木本花粉ではコナラ亜属が最

も多く産出し、次いでハンノキ属、モミ属などが認められる。

草本花粉では、イネ科、カラマツソウ属、ヨモギ属などが多

く産出し、セリ科、キク亜科などを伴う。また、栽培種であ

るソバ属の花粉も検出される。

種 類
試料番号
３ ５

木本花粉
モミ属 ８ ２９
トウヒ属 １７ ８
マツ属単維管束亜属 １ １
マツ属複維管束亜属 ５ ２
マツ属（不明） ６ ３
マオウ属 １ －
ヤマモモ属 ２ １
サワグルミ属 １ １
クルミ属 １ ６
クマシデ属－アサダ属 ２ ３
カバノキ属 ５ １２
ハンノキ属 １５８ ７１
コナラ属コナラ亜属 ５９ １０１
ニレ属－ケヤキ属 ５ １１
キハダ属 １ ３
ウルシ属 １ １
シナノキ属 １ １
ウコギ科 １ ４
ツツジ科 － １
イボタノキ属 － １
草本花粉
ガマ属 １１ ６
イネ科 １８ ３３
カヤツリグサ科 ６ ４
ユリ属 １ －
ユリ科 ２ １
クワ科 － １
サナエタデ節－ウナギツカミ節 － １
ソバ属 － ３
アカザ科 １ －
カラマツソウ属 ５ ２８
ワレモコウ属 １ ３
バラ科 １ ２
セリ科 ２ １３
シソ科 １ －
オミナエシ属 １ －
ヨモギ属 １５ ５７
キク亜科 － １１
不明花粉 １１ １６

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属 － １
ゼンマイ属 ２４ －
他のシダ類胞子 １７９ ４２２

表Ⅵ－１－５ 谷２堆積物の花粉分析結果
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（５）植物珪酸体分析および灰像分析

谷２堆積物の植物珪酸体分析結果を表Ⅵ－１－６、植物珪酸体群集を図Ⅵ－１－５に示す。各試料

からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

試料番号５、３ともにクマザサ属を含むタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属やイチゴツナギ亜科など

が検出される。ただし、試料番号３では試料番号５に比べてヨシ属やイチゴツナギ亜科が減少する。

一方、住居跡試料の灰像分析結果を表Ⅵ－１－７に示す。

Ｈ５落ち込み部およびＨ１床面炭化物Ａでは珪化組織片が見られるものの、特徴的な形態を有する

植物珪酸体が認められず、種類の特定には至らない。Ｈ１床面炭化物Ｂでも種類不明の珪化組織片が

見られるものの、ススキ属の短細胞列も検出される。

種 類
試料番号
３ ５

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属 ８７ ７９
タケ亜科 ３ ４
ヨシ属 ８ ２３
イチゴツナギ亜科 １ １１
不明キビ型 ６ ４
不明ヒゲシバ型 ７ ３
不明ダンチク型 １ １

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科クマザサ属 １１７ １０１
タケ亜科 ５ ４
ヨシ属 ７ ２４
不明 １ ２

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体 １１３ １２５
イネ科葉身機動細胞珪酸体 １３０ １３１
総 計 ２４３ ２５６

種 類
Ｈ－１
床面

Ｈ－５
落ち込み

炭化物Ａ 炭化物Ｂ 炭化物
検出された種類
ススキ属短細胞列 － ＋ －
不明 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
想定される種類 不明 不明 不明

ススキ属

試料番号 土壌分析量 種類名 個数
３ ５０� ５６．１６� 不明種実 １個

炭化材 破片
不明炭化物 破片
不明植物 破片
菌核 破片
昆虫遺骸 １個

５ ２００� ２３５．２� 炭化材 破片
不明炭化物 破片
不明植物 破片
昆虫遺骸 破片

表Ⅵ－１－６ 谷２堆積物の植物珪酸
体分析結果

表Ⅵ－１－７ 住居跡出土炭化物の灰像分析結果

＋＋＋：非常に多い，＋：検出，－：非検出

表Ⅵ－１－８ 谷２堆積物の微細植物片同定結果

図Ⅵ－１－５ 谷２堆積物の植物珪酸体群集
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出
した。なお、●○は１％未満の種類を示す。
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（６）微細遺物同定および種実同定

谷２堆積物の分析結果を表Ⅵ－１－８に示す。

各試料ともに、同定可能な種実は認められ

ない。この他、種類や部位が不明の炭化物、

菌核（sclerotia）、昆虫遺骸が若干みられる

程度である。

一方、Ｈ５試料の種実同定結果を表９に示す。

「炭化物まじり」試料を除いた試料につい

て種実の抽出を試みたが、種実遺体がほとん

ど検出されなかった。そのため、「炭化物混

じり」試料についても全部－半量を目安に分

析を行い、種実遺体の抽出と同定を試みた。

「炭化物混じり」試料からは菌核（sclerotia）

とともに、炭化していないアカザ科とタデ属が１個体ずつ検出されたに過ぎない。以下に、検出され

た種類の形態的特徴を示す。

・タデ属（Polygonum） タデ科

果実が検出された。黒色、卵形状三稜形。長さ２�、程度。果皮は薄くて堅く、光沢がある。
・アカザ科（Chenopodiaceae）

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径１�程度。基部は凹み、臍がある。種皮表面には
臍を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

なお、Ｈ５から洗い出された炭化材にはモミ属、トネリコ属、ハシドイが認められる。

４．考察

（１）谷２堆積物の年代

砂礫直上層（試料番号９）とＴａ－ａの再堆積の可能性が指摘される土層（試料番号２）のテフラ

は、特徴が全く同一であることから、同一のテフラに由来する堆積物であると言える。その特徴と火

山ガラスの屈折率および試料採取地周囲の地形および地質（経済企画庁，１９７４など）から、由来する

テフラは支笏第１テフラの火砕流堆積物（Spfl：曽谷・佐藤，１９８０）である可能性が高い。

Spflは、支笏カルデラより噴出した大規模な火砕流であり、札幌－苫小牧間の石狩低地の大部分を

厚く埋めて平坦な火砕流台地を形成している（小畦ほか編，２００３）。また Spflの噴出年代については、

最近では４．０～４．５万年前とされている（町田・新井，２００３）。谷２が刻まれている台地も火砕流台地のひ

とつであり、谷壁に堆積する Spflの砕屑物が洗い出されて谷内に流れ込んだものであると考えられる。

Ｔａ－ａとされるテフラ層（試料番号４）は、分析により確認した砕屑物の特徴がＴａ－ａと一致

する。また、テフラの本質物質以外の砕屑物をほとんど含まないこと、および土層断面における層相

から、軽石質テフラの降下堆積層であると考えられる。Ｔａ－ａの噴出年代は AD１７３９年とされてお

り、Ｔａ－ａ層より上位の各層は確実に１８世紀以降の堆積層である。また、Ｔａ－ａ直下層の上面は

ＡＤ１７３９年当時の地表面であり、土層の堆積年代はそれ以前となる。本層から出土した根材の放射性

炭素年代は１４世紀末－１５世紀を示し、層位的に矛盾しないと言える。

（２）旧柏木川周辺の古環境

・堆積環境について

表Ⅵ－１－９ H５出土炭化物の同定結果

位 置 試料
種 類

種 実 炭化材 その他

ベルト１ １５－５６ 菌核（＋）

ベルト２ １５－５７ アカザ科�１ 菌核（＋）

ベルト３ １５－５８ 菌核（＋）

ベルト４ １５－５９ 菌核（＋）

ベルト５ １５－６０ タデ属�１，
不明�１ 菌核（＋）

ベルト６ １５－６１ 不明�１ 菌核（＋）

ベルト７ １５－６２ 菌核（＋）

落ち込み部分
（炉跡？） １５－６３

モミ属�１，
トネリコ属�２，
ハシドイ�２

菌核（＋）

（ ）内の数字は検出個数，＋は検出されたことを示す。
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砂礫直上層は、流水下の堆積物に見られるラミナが発達する。また、中～下流性河川指標種群を多

く含む流水性種が多産する。これらから、流水域が想定される。

その上位のＴａ－ａ直下層は真＋好流水性種の割合が減少し、弱酸性を呈した湿地などに生育する

種の多産や沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種の産出が特徴であった。これより、流水の影響が

弱まり、沼沢～湿地のような比較的安定した水域環境となったと考えられる。また、Ｔａ－ａはこの

ような比較的安定した場所で堆積したために、テフラの本質物質以外の砕屑物をほとんど含まない降

下堆積の構造が保存されたと思われる。

Ｔａ－ａ直上層の頃になると、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が幾分増加したが、湖沼沼

沢湿地指標種群を含む止水性種や沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種なども産出したことから、

テフラを流し去るほどの水流の速さはなかったと考えられる。

・古植生について

Ｔａ－ａ直下層と直上層の木本類についてみると、Ｔａ－ａを挟んで優占する種類が異なるものの、

検出される群集に大きな変化は認められない。いずれもハンノキ属、コナラ属コナラ亜属が多く産出

し、モミ属、トウヒ属、マツ属などを伴う。これらのうち、多産するコナラ亜属やモミ属、トウヒ属

などは亜寒帯性の針広混交林を構成する主要な要素であることから、後背の丘陵部などにモミ属、ト

ウヒ属、マツ属などの針葉樹とコナラ亜属などの落葉広葉樹が混成するような林分が存在したと推測

される。また、植物珪酸体群集の中で産出の目立ったクマザサ属は林床に生育する種類である。その

ため、検出されたクマザサ属は前述の林分の中で生育していた可能性が考えられる。ただし、タケ亜

科の植物珪酸体は他のイネ科と比較して風化に強く、また生産量の多い点がこれまでの研究から指摘

されており（近藤，１９８２；杉山・藤原，１９８６）、他の種類よりも残留しやすいことが知られている。本

地点は谷底に位置しており、周囲からの土壌や植物体の流入も多かったことがうかがえる。そのため、

本遺跡周辺でクマザサ属が優勢であったように見えるが、実際にはそれほど多くなかったと考えられる。

同じく多産するハンノキ属は、サワグルミ属、クルミ属、クマシデ属－アサダ属、ニレ属－ケヤキ属な

どとともに河畔や低湿地に林分を形成する種を含む分類群である。Ｔａ－ａ直下層からは、ニレ属の

根材も出土している。これらから、当時の旧柏木川の河畔などにハンノキ属を主体とした河畔林が形

成されていたと考えられる。またイネ科、ガマ属、カヤツリグサ科、カラマツソウ属、セリ科、ヨモギ属

なども河川や河畔の水湿地周辺に生育する種を含む。植物珪酸体群集中に見られたヨシ属は湿潤な場

所に生育する、大型の水生植物である。イチゴツナギ亜科も水湿地周辺に生育する種を含む。そのた

め、これらの草本類も低湿地や谷沿いなどに生育していたと考えられる。なお、Ｔａ－ａ直上層でハ

ンノキ属の割合が高くなっていることから、Ｔａ－ａ降灰を境にハンノキ属を主体とする林分が拡大

した可能性がある。またヨシ属やイチゴツナギ亜科は開けた明るい場所に生育することが多い。これ

らの産出が減少する点は、この林分の拡大に伴って開けた場所が減少したことを反映すると思われる。

今回と同様にハンノキ属やコナラ亜属が多産する花粉群集は、本遺跡のＤ４８グリッド深掘に見られ

た縄文時代および擦文期の層位でも認められている（山田，１９８８）。また、本遺跡の南東約６�に位置
する千歳市ユカンボシＣ１５遺跡のＴａ－ａ降灰以前の層位でも、同様な群集が報告されている（パリ

ノ・サーヴェイ株式会社，１９９８）。宮脇編著（１９８８）によると、現在の石狩川流域で残存する植物群落

はヤナギ（ヤナギ属）、ハンノキ（ハンノキ属）、ヤチダモ（トネリコ属）、ハルニレ（ニレ属）など

を主体とする河畔林や湿地林とされる。一方、恵庭岳北麓～東麓などにはミズナラ（コナラ亜属）を

中心とする広葉樹が広がり、エゾマツ（トウヒ属）、トドマツ（モミ属）などの針葉樹も認められる。

今回認められた群集組成は、既存の研究結果や現在認められる周辺の植生と調和的であることから、
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現在の後背山地と同様の植物群集が当時も認められていたと想定される。ユカンボシＣ１５遺跡のＴａ

－ａ降灰以前層ではヨシ属の繁茂が想定され（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９８前出）、本地点とは

異なる。しかし、植物珪酸体群集が局地的な植生を反映する（近藤・佐瀬，１９８６前出など）ことを考

慮すれば、立地等による局地的な堆積環境の違いを反映していると思われる。

なお、Ｔａ－ａ直下層では栽培種であるソバ属の花粉が認められた。道央部では近世アイヌの畠跡

が検出されており、ヒエやアワなどとともにソバ栽培の存在が指摘されている（山田，１９９８）。検出さ

れたソバ属花粉は、Ｔａ－ａ降灰前の本遺跡周囲でのソバ栽培に由来する可能性が考えられる。

ところで、Ｔａ－ａ直下層と直上層からは種実遺体が認められなかった。シルト質など細粒の堆積

物には種実遺体が残留しにくいことが多いことから、本地点でも集積、残留しにくかったことが考え

られる。しかし、前述した堆積環境や古植生を考慮すれば、検出されなかった要因については、さら

に今後の調査課題として残される。今後、同様な堆積物を対象として複数の地点で種実遺体の産状を

調査したい。

また、試料から検出された菌核は、土壌中に見られる外生菌根菌の休眠胞子である。内部は多孔質

壁構造と中空構造から成り、多孔質構造に細菌様粒子が存在する（渡邊ほか，２００１）。土壌中の菌核の

大きさは０．２－７�とばらつきが大きく、土壌１�あたり１０個程度含まれており、根系密度が濃いと
ころほど多いとされる（加戸ほか，２０００）。菌核は土壌に普通に含まれているものであるため、その検

出状況から古環境を検討することは難しい。なお、検出された昆虫遺骸は保存状態が良いことから、

最近になって土壌中で生活していた昆虫類に由来すると思われる。

（３）縄文時代早期住居跡に関する調査

Ｈ５の覆土からは、栽培植物に由来する種実遺体や植物珪酸体が全く認められなかった。そのため、

本遺跡での当時の植物利用を推定することは難しい。

また、落ち込み部では珪化組織片が見られるものの、特徴的な形態を有する植物珪酸体が認められ

ず、種類の特定には至らない。しかし、Ｄ４８グリッド深掘に見られた縄文時代の層位ではイネ科花粉

が検出されている（山田，１９８８前出）。そのため、周囲に生育していたイネ科（ススキ属やササ類など）

が燃料材に利用されていた可能性もある。また、モミ属、トネリコ属、ハシドイの炭化材が認められ

た。前述したＤ４８グリッド深掘の縄文時代の層位では、モミ属花粉がわずかに検出されている（山

田，１９８８前出）。また、トネリコ属とハシドイはともにモクレン科に属し、北海道に自生する種類であ

る。そのため、これらが燃料材として利用された可能性もある。

なお、種実遺体が検出されたタデ属とアカザ科は、人里近い林縁や草地に生育する種類を多く含む。

ただし、これらの種実遺体は炭化していない。低湿地遺跡以外から出土する炭化していない種実遺体

は、後代からの混入の可能性がある（吉崎，１９９２）。今回検出された種実遺体も、住居廃絶後に混入し

た後代のものである可能性が高い。

（４）擦文期住居跡に関する調査

Ｈ１床面直上の敷物である可能性が高い炭化物の集積部のうち、床面炭化物Ｂではススキ属の珪化

組織片が検出されたことから、敷物等の材料のひとつとしてススキ属が考えられる。ススキ属の植物

珪酸体は前述したＴａ－ａ以前、以後の土層からは認められない。しかし、ススキ属はいわゆる人里

植物であり、集落周辺などの開けて明るい場所に生育する。そのため、当時周辺で比較的手に入れや

すかったことがうかがえる。ただし、床面炭化物ＡとＢで種類の特定に至らない珪化組織片も数多く

認められたことから、他の種類の草本類も利用されたことが考えられる。そのため、複数の種類の植

物体を用いて敷物が作られた可能性も想定される。
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図版Ⅵ－１－１ テフラ

１．Ta－aの軽石（谷２；４） ２．Spfl の軽石（谷２；９）

３．Spfl の火山ガラス（谷２；９）
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図版Ⅵ－１－２ 珪藻化石

１．Aulacoseira crenulata（Her.）Krammer（谷２；３）
２．Fragilaria virescens Ralfs（谷２；５）
３．Meridion circulae var. constrictum（Ralfs）V.Heurck（谷２；５）
４．Cymbella silesiaca Bleisch（谷２；９）
５．Cymbella sinuata Gregory（谷２；３）
６．Gomphonema gracile Ehrenberg（谷２；９）
７．Gomphonema parvulum Kuetzing（谷２；３）
８．Rhoicosphenia abbreviata（Ag.）Lange－Bertalot（谷２；９）
９．Navicula elginensis（Greg.）Ralfs（谷２；３）
１０．Achnanthes lanceolata（Breb.）Grunow（谷２；３）
１１．Achnanthes lanceolata（Breb.）Grunow（谷２；３）
１２．Achnanthes rostrata Oestrup（谷２；３）
１３．Achnanthes clevei Grunow（谷２；３）
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図版Ⅵ－１－３ 花粉化石

１．モミ属（谷２；３） ２．トウヒ属（谷２；３）
３．セリ科（谷２；５） ４．コナラ属コナラ亜属（谷２；３）
５．ハンノキ属（谷２；３） ６．ガマ属（谷２；３）
７．イネ科（谷２；３） ８．カラマツソウ属（谷２；３）
９．ヨモギ属（谷２；３） １０．ソバ属（谷２；５）
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図版Ⅵ－１－４ 植物珪酸体・灰像・種実遺体

１．クマザサ属短細胞珪酸体（谷２；５） ２．ヨシ属短細胞珪酸体（谷２；５）
３．イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（谷２；５） ４．クマザサ属機動細胞珪酸体（谷２；５）
５．ヨシ属機動細胞珪酸体（谷２；５） ６．炭化物片（H１；床面炭化物A）
７．ススキ属短細胞列（H１；床面炭化物B） ８．炭化物片（H５；落ち込み部）
９．アカザ科（H５；１５－５７） １０．タデ属（H５；１５－６０）
１１．菌核（H５；１５－６３）

１ 柏木川１３遺跡の自然科学分析

―１１７―



２ 柏木川１３遺跡の焼失住居址から出土した炭化木材の樹種同定

北海道浅井学園大学 三野 紀雄

ここでは、恵庭市柏木川１３遺跡の擦文文化前期から中期の竪穴住居址から出土した炭化木材につい

て遺跡周辺の植生及び樹木と人間との関わりを知るために、樹種の同定を行った。その結果、本遺跡

周辺では、擦文文化前期から中期の間に、主にハンノキから成る樹林からヤチダモを主とする樹林へ

と植生の変化が見られる。その原因としては、樹林地の乾燥化あるいは樹木の選択的な利用とそれに

伴う撫育管理が挙げられる。

（１）試料

試料は、恵庭市柏木川１３遺跡のＨ１、２、３、４の４棟の住居址から出土した住居の構造材と思わ

れる炭化した木材である。それぞれＨ１については１２５点、Ｈ２については８２点、Ｈ３については２８

点、Ｈ４については２５点の試料について樹種同定を行っている。しかし、Ｈ１及び２の試料の多くは

細片もしくは樹皮のため検鏡試料を作成することができず、Ｈ１の７４点とＨ２の３２点については樹種

同定ができていない。なお、住居構造部材については、それぞれ一本の部材から概ね一片の炭化材紙

片を採取し検鏡試料とした。

（２）方法

樹種同定のための木材観察には走査電子顕微鏡（JEOL JSM－５４００）を用いている。そのために、

まず１個の試料を３片に分割し、それぞれ安全剃刀で木口面、板目面、柾目面が観察できるように調

整し、試料台にドータイトＤ－５５０で接着、オート・ファイン・コーター（JEOL JFC－１６００）で金ター

ゲットを用いコーティングした後、加速電圧１５kv下で木材組織を観察している。同定にあっては記

載文献１）２）３）４）と現生樹木の組織標本を参照している。

（３）結果

各住居址から出土した試料の樹種同定の結果をそれぞれ表Ⅵ－２－１に、またそれぞれの遺構で用

いられていた樹木の樹種構成を表Ⅵ－２－２に示している。

Ｈ１ではハンノキ属の樹木が２６点、トネリコ属が２０点、ニレ属が４点、カエデ属が１点。Ｈ２では

ハンノキ属の樹木が１５点、トネリコ属が２０点、ヤナギ属が１点。Ｈ３ではハンノキ属が２点、トネリ

コ属が２５点、モクレン属が１点。Ｈ４ではトネリコ属が２１点、シナノキ属が２点である。

＜木材組織の特徴＞

樹種の同定にあたっては、以下の木材組織の特徴によった。

ハンノキ属 Alnus sp.：散孔材、導管はほぼ平等に分布する、２～３個が半径方向に連なって放射

複合環孔を呈する。導管は階段穿孔、小型で円形の対列壁孔が見られる。放射組織は同性で単列、集

合放射組織がみられる。

ヤナギ属 Salix sp.：散孔材、導管は小型で散在状に分布する。年輪の最内部に導管が断続的にある

いはかなり長く円弧状に連なって配列している。導管の形は円形からやや多角形、単穿孔。放射組織

は異性で単列。

トネリコ属 Fraxinus sp.：環孔材、孔圏内の導管の配列は１ないし多列、孔圏外では疎らに散在し
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２個融合することが多い、導管は単穿孔、射出線は同性で１ないし２列あるいは３列。

ニレ属 Ulus sp.：環孔材、孔圏内の導管の配列は１ないし多列、孔圏外では小導管が接線方向に集

合して配列する。小導管には導管壁に螺旋肥厚が見られる。導管は単穿孔、射出線は異性で１ないし

多列。

モクレン属 Mgnolia sp.：散孔材、導管は小型で散在状に分布する。導管の形は円形からやや多角

形、階段状穿孔、階段状壁孔が見られる。放射組織は単列あるいは２～３列。

クルミ属 Juglans sp.：放射孔材、導管はやや大形で放射方向に配列し２ないし３個集合する、導管

の大きさは春材から夏材へとゆっくり減じる、導管は単穿孔、射出線は１ないし２ないし３列。

カエデ属 Acer sp.：導管はやや大型で散在状に分布する。導管の形は円形ないし楕円形で、導管の

大きさは春材から夏材へとゆっくり減じる、小導管には導管壁に螺旋肥厚が見られる。導管は単穿孔、

射出線は同性で１ないし多列。

シナノキ属 Tilia sp.：散孔材、導管は放射方向に２ないし数個集合し複合管孔を呈する。導管の大

きさは春材から夏材へとゆっくり減じる、導管は単穿孔、導管壁に傾斜角のゆるい螺旋肥厚が見られ

る。放射組織は同性で細胞列は１列から３～４列。

（４）考察

北海道における擦文文化の竪穴住居の建造材に用いられる樹木を地域的にみると、次のとおり大き

く４地域に区分される５）６）７）８）。主としてトネリコ属材を用いる日本海沿岸地域、コナラ属コナラ亜

属コナラ節材を用いる太平洋沿岸地域、コナラ属コナラ亜属コナラ節材と針葉樹材を用いるオホ－ツ

ク海沿岸地域、そして特に樹種を選ばない渡島半島の太平洋沿岸地域である。渡島半島地域では、縄

文文化中期から後・晩期にかけてはクリ材が住居の建築材として選択的に多用されるが、続縄文文化

以降はこの樹種の選択性は見られない。

柏木川１３遺跡は、上記の主としてトネリコ属材を竪穴住居の建造に多用する地域に所在する。また

今回、試料を採取した４棟の住居址は、それぞれ擦文文化の前期中～後葉（８世紀後葉～９世紀前葉）

から中期前葉（９世紀後葉）のおおよそ１００年の期間に建造されており、用いられる樹木の種類から、

この間の遺跡周辺の植生変化を推し量ることが可能と思われる。

＜植生の推移について＞

擦文文化前期の H１では、トネリコ属材に比較しハンノキ属材が多用され、河川流域や扇状地の湧

水地周辺地域のやや湿り気の多い地域に成立する森林からの樹木供給が想定される。H２の樹木構成

はおおむね H１に類似するが、ハンノキ属材の使用比率がトネリコ属材よりも低くなる。一方、擦文

文化中期の H３及び H４においてはほとんどすべての使用木材がトネリコ属材である。このことは、

擦文文化前期から中期にかけてのおおよそ百年の間に、遺跡周辺の植生が主としてハンノキ属の樹林

からトネリコ属の樹林へと変化した可能性を示しているものと思われる。この植生移行の原因として

は二つが考えられ、その一つは樹林地の乾燥化、そしてもう一つは撫育管理とも云える人為的な要因

である。

ハンノキ（ハンノキ属）林、ヤチダモ（トネリコ属）林、ハルニレ（ニレ属）林などの適潤林には、

土地の水分環境によって、住み分けが見られる。おおむね年中冠水する場所ではハンノキ林が、融雪

期には冠水するがそれ以外の時期は水が退く場所ではヤチダモ林が、そして年中冠水することのない

場所ではハルニレ林やベニイタヤ林が成立する。このハルニレ・ベニイタヤ林の中あるいは周辺地の

森林にはヤマグワ、オニグルミ、カツラ、ホウノキ、ミズナラ、シナノキ、ウダイカンバ、トドマツ
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などの混生が見られる。したがって、本遺跡が成立していた擦文文化前期中葉から中期前葉にかけて

の時期に、遺跡周辺では何らかの理由によって生じた土地の乾燥化に伴うハンノキ林からヤチダモ林

への植生移行が想定される。

もう一つ考えられる原因としては人為的な樹木の選択的利用と撫育管理である。本遺跡が成立して

いた周辺地の柏木川の氾濫源あるいは自然堤防上には、もともとハンノキ、ヤナギ、ヤチダモ、ハル

ニレなどの適潤林の構成要素である樹木が混生していたが、ハンノキ、ニレ属の樹木（ハルニレ）、

ヤナギ類などは暖を取るための、また土器焼きなどの燃料材として日常的に多用され、樹林内での構

成比率がしだいに低くなっていった可能性が考えられる。一方、木理が通直で加工し易いトネリコ属

材（ヤチダモ）は、各種の用具や丸木船あるいは住居の材料として有用であるため大切に利用あるい

は撫育管理されて、しだいに樹林内での構成比率が高くなっていたのではないかと推察される。した

がって、擦文文化前期に建築された住居ではハンノキ属の樹木が、また擦文文化中期に建築された住

居ではトネリコ属材が多用されるといった傾向を示したものと思われる。このような樹木の選択的な

利用や撫育管理は、遺跡周辺の局所的な樹林をいわば里山とも云うべき人間にとって使い勝手の良い

植生へと改変させていったと考えられる。
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表Ⅵ－２－１ H１～４出土炭化材の樹種同定

表Ⅵ－２－２ 柏木川１３遺跡の焼失住居から出土した炭化木材の樹種構成

樹種 ハンノキ属 トネリコ属 ニレ属 カエデ属 シナノキ属 モクレン属 ヤナギ属 クルミ属 樹皮等
不 明 合計Alnus sp. Fraxinus sp. Ulmus sp. Acer sp. Tilia sp. Magnolia sp. Salix sp. Juglans sp.

数 ２６ ２０ ４ １ ― ― ― ― ７４ １２５
構成比 ２０．８％ １６．０％ ３．２％ ０．８％ ― ― ― ― ５９．２％

試料
番号 Ｈ１出土炭化材の樹種

１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２ トネリコ属 Fraxinus sp.
３ ハンノキ属 Alnus sp.
２３ ハンノキ属 Alnus sp.
２４ ハンノキ属 Alnus sp.
３６ トネリコ属 Fraxinus sp.
３７ トネリコ属 Fraxinus sp.
３９ カエデ属 Acer sp.
４０ トネリコ属 Fraxinus sp.
４１ ハンノキ属 Alnus sp.
４９ トネリコ属 Fraxinus sp.
５０ ハンノキ属 Alnus sp.
５１ ハンノキ属 Alnus sp.
５２ ハンノキ属 Alnus sp.
５３ トネリコ属 Fraxinus sp.
５４ トネリコ属 Fraxinus sp.
５６ ニレ属 Ulmus sp.
６０ ハンノキ属 Alnus sp.
６３ ニレ属 Ulmus sp.
６５ ニレ属 Ulmus sp.
６７ トネリコ属 Fraxinus sp.
６９ トネリコ属 Fraxinus sp.
７０ トネリコ属 Fraxinus sp.
７２ トネリコ属 Fraxinus sp.
７３ ハンノキ属 Alnus sp.
７４ ハンノキ属 Alnus sp.
７５ ハンノキ属 Alnus sp.
７７ トネリコ属 Fraxinus sp.
８３ トネリコ属 Fraxinus sp.
８５ ニレ属 Ulmus sp.
８６ ハンノキ属 Alnus sp.
８７ トネリコ属 Fraxinus sp.
９１ トネリコ属 Fraxinus sp.
９２ ハンノキ属 Alnus sp.
９４ ハンノキ属 Alnus sp.
９９ ハンノキ属 Alnus sp.
１０３ ハンノキ属 Alnus sp.
１０９ ハンノキ属 Alnus sp.
１１１ ハンノキ属 Alnus sp.
１１３ トネリコ属 Fraxinus sp.
１１４ ハンノキ属 Alnus sp.
１１５ ハンノキ属 Alnus sp.
１１６ クルミ属 Juglans sp.
１１８ ハンノキ属 Alnus sp.
１１９ トネリコ属 Fraxinus sp.
１２０ トネリコ属 Fraxinus sp.
１２１ ハンノキ属 Alnus sp.
１２２ ハンノキ属 Alnus sp.
１２３ ハンノキ属 Alnus sp.
１２４ ハンノキ属 Alnus sp.
１２５ ハンノキ属 Alnus sp.

試料
番号 Ｈ２出土炭化材の樹種

１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２ トネリコ属 Fraxinus sp.
３ トネリコ属 Fraxinus sp.
４ ハンノキ属 Alnus sp.
５ トネリコ属 Fraxinus sp.
６ トネリコ属 Fraxinus sp.
８ トネリコ属 Fraxinus sp.
９ トネリコ属 Fraxinus sp.
１０ トネリコ属 Fraxinus sp.
１１ トネリコ属 Fraxinus sp.
１２ トネリコ属 Fraxinus sp.
１３ トネリコ属 Fraxinus sp.
１８ トネリコ属 Fraxinus sp.
１９ ハンノキ属 Alnus sp.
２２ ハンノキ属 Alnus sp.
２３ トネリコ属 Fraxinus sp.
２４ トネリコ属 Fraxinus sp.
２５ トネリコ属 Fraxinus sp.
２６ トネリコ属 Fraxinus sp.
２９ トネリコ属 Fraxinus sp.
３０ ハンノキ属 Alnus sp.
３２ ハンノキ属 Alnus sp.
３９ ハンノキ属 Alnus sp.
４０ トネリコ属 Fraxinus sp.
４１ ハンノキ属 Alnus sp.
４２ ハンノキ属 Alnus sp.
４３ トネリコ属 Fraxinus sp.
４６ トネリコ属 Fraxinus sp.
４７ トネリコ属 Fraxinus sp.
４８ ハンノキ属 Alnus sp.
４９ ハンノキ属 Alnus sp.
５０ ハンノキ属 Alnus sp.
５２ トネリコ属 Fraxinus sp.
５３ ハンノキ属 Alnus sp.
５６ トネリコ属 Fraxinus sp.
５８ ハンノキ属 Alnus sp.
５９ ハンノキ属 Alnus sp.
６０ ハンノキ属 Alnus sp.
６２ トネリコ属 Fraxinus sp.
６３ トネリコ属 Fraxinus sp.
６５ トネリコ属 Fraxinus sp.
６８ トネリコ属 Fraxinus sp.
６９ トネリコ属 Fraxinus sp.
７０ トネリコ属 Fraxinus sp.
７１ トネリコ属 Fraxinus sp.
７２ トネリコ属 Fraxinus sp.
７３ トネリコ属 Fraxinus sp.
７４ ヤナギ属 Salix sp.
７７ トネリコ属 Fraxinus sp.
８２ トネリコ属 Fraxinus sp.

試料
番号 Ｈ３出土炭化材の樹種

１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２ トネリコ属 Fraxinus sp.
３ ハンノキ属 Alnus sp.
４ トネリコ属 Fraxinus sp.
５ トネリコ属 Fraxinus sp.
６ トネリコ属 Fraxinus sp.
７ トネリコ属 Fraxinus sp.
８ モクレン属 Magnolia sp.
９ トネリコ属 Fraxinus sp.
１０ トネリコ属 Fraxinus sp.
１１ トネリコ属 Fraxinus sp.
１２ トネリコ属 Fraxinus sp.
１３ ハンノキ属 Alnus sp.
１４ トネリコ属 Fraxinus sp.
１５ トネリコ属 Fraxinus sp.
１６ トネリコ属 Fraxinus sp.
１７ トネリコ属 Fraxinus sp.
１８ トネリコ属 Fraxinus sp.
１９ トネリコ属 Fraxinus sp.
２０ トネリコ属 Fraxinus sp.
２１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２２ トネリコ属 Fraxinus sp.
２３ トネリコ属 Fraxinus sp.
２４ トネリコ属 Fraxinus sp.
２５ トネリコ属 Fraxinus sp.
２６ トネリコ属 Fraxinus sp.
２７ トネリコ属 Fraxinus sp.
２８ トネリコ属 Fraxinus sp.
試料
番号 Ｈ４出土炭化材の樹種

１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２ トネリコ属 Fraxinus sp.
３ トネリコ属 Fraxinus sp.
４ トネリコ属 Fraxinus sp.
５ トネリコ属 Fraxinus sp.
６ トネリコ属 Fraxinus sp.
７ トネリコ属 Fraxinus sp.
８ トネリコ属 Fraxinus sp.
９ トネリコ属 Fraxinus sp.
１０ トネリコ属 Fraxinus sp.
１１ トネリコ属 Fraxinus sp.
１２ トネリコ属 Fraxinus sp.
１３ シナノキ属？Tilia sp.？
１４ シナノキ属？Tilia sp.？
１５ トネリコ属 Fraxinus sp.
１６ トネリコ属 Fraxinus sp.
１７ トネリコ属 Fraxinus sp.
１８ トネリコ属 Fraxinus sp.
１９ トネリコ属 Fraxinus sp.
２０ トネリコ属 Fraxinus sp.
２１ トネリコ属 Fraxinus sp.
２３ トネリコ属 Fraxinus sp.
２４ トネリコ属 Fraxinus sp.
２５ クルミ属 Juglans sp.

樹種 ハンノキ属 トネリコ属 ニレ属 カエデ属 シナノキ属 モクレン属 ヤナギ属 クルミ属 樹皮等
不 明 合計Alnus sp. Fraxinus sp. Ulmus sp. Acer sp. Tilia sp. Magnolia sp. Salix sp. Juglans sp.

数 １５ ３４ ― ― ― ― １ ― ３２ ８２
構成比 １８．３％ ４１．５％ ― ― ― ― １．２％ ― ３９．０％

樹種 ハンノキ属 トネリコ属 ニレ属 カエデ属 シナノキ属 モクレン属 ヤナギ属 クルミ属 樹皮等
不 明 合計Alnus sp. Fraxinus sp. Ulmus sp. Acer sp. Tilia sp. Magnolia sp. Salix sp. Juglans sp.

数 ２ ２５ ― ― ― １ ― ― ０ ２８
構成比 ７．１％ ８９．３％ ― ― ― ３．６０％ ― ― ０．０％

樹種 ハンノキ属 トネリコ属 ニレ属 カエデ属 シナノキ属 モクレン属 ヤナギ属 クルミ属 樹皮等
不 明 合計Alnus sp. Fraxinus sp. Ulmus sp. Acer sp. Tilia sp. Magnolia sp. Salix sp. Juglans sp.

数 ― ２１ ― ― ２ ― ― １ １ ２５
構成比 ― ８４．０％ ― ― ８．０％ ― ― ４．０％ ４．０％

＊試料番号の抜けは樹皮などのため樹種名が不明の試料である。

H１（擦文文化前期、８世紀後葉～９世紀前葉）

H２（擦文文化前期、８世紀後葉～９世紀前葉）

H３（擦文文化中期、９世紀後葉）

H４（擦文文化中期、９世紀後葉）

２ 柏木川１３遺跡の焼失住居址から出土した炭化木材の樹種同定

―１２１―



木口面 板目面

ハンノキ属 Alnus sp．（Ｈ２、試料料 NO．３４）

トネリコ属 Fraxinus sp．（Ｈ３、試料 NO．２４）

ニレ属 Ulmus sp．（Ｈ１、試料 NO．６５）

写真図版Ⅵ－２－１ 炭化木材の組織

Ⅵ 自然科学的分析
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木口面 板目面

モクレン属 Magnolia sp．（Ｈ３、NO．８）

クルミ属 Juglans Sp．（Ｈ１、NO．１１６）

シナノキ属 Tilia sp．（Ｈ４、NO．１３）

写真図版Ⅵ－２－２ 炭化木材の組織

２ 柏木川１３遺跡の焼失住居址から出土した炭化木材の樹種同定
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３ 柏木川１３遺跡出土石製遺物分析

㈱第四紀地質研究所 井上 巖

（１）実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本

電子製 JSX－３２００）で行なった。

この分析装置は標準試料を必要としないファンダ

メンタルパラメータ法（ＦＰ法）による自動定量計

算システムが採用されており、６Ｃ～９２Ｕまでの元

素分析ができ、ハイパワーＸ線源（最大３０kV、４

mA）の採用で微量試料～最大２９０�ф×８０�Ｈまで
の大型試料の測定が可能である。小形試料では、１６

試料自動交換機構により連続して分析できる。

分析はバルクＦＰ法でおこなった。ＦＰ法とは試

料を構成する全元素の種類と濃度、Ｘ線源のスペク

トル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数な

ど装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各

元素の理論強度を計算する方法である。

分析にあたっては標準サンプルを分析し、キャリ

ブレーションを行い、装置の正常さを保って行った。

また、比較的平滑な面を分析面とする未整形試料

をＸ線照射範囲が約１５�фの試料台に直接のせ分析した。
実験条件はバルクＦＰ法（スタンダードレス方式）、分析雰囲気＝真空、Ｘ線管ターゲット素材＝Rh、

加速電圧＝３０kV、管電流＝自動制御、分析時間＝２００秒（有効分析時間）である。この分析装置で分析

した標準試料の分析値と標準試料の公開された分析値との間には表Ⅵ－３－２に示すようにほぼ等し

い分析値が認められた。

分析対象元素は Si, Ti, Al, Fe, Mn, Mg, Ca, Na, K, P, Rb, Sr, Y, Zrの１４元素、分析値は黒曜石の含

水量＝０と仮定し、酸化物の重量％を１００％にノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量％は小数点以下２桁で表示することになっているが、微量元素の Rb, Sr,

Y, Zrは重量％では小数点以下３～４桁の微量となり、小数点以下２桁では０と表示される。ここで

（element） JG―la （EDXRF） JG―２ （EDXRF） JG―２ （EDXRF）
SiO２ ７２．３ ７２．１ ７６．８３ ７６．１５ ６７．２９ ６７．６３
TiO２ ０．２５ ０．２８ ０．０４４ ０．０５ ０．４８ ０．５
Al２O３ １４．３ １４．２７ １２．４７ １２．９ １５．４８ １５．３２
T―Fe２O３ ２ ２．１４ ０．９７ １．０６ ３．６９ ３．６９
MnO ０．０５７ ０．０６ ０．０１６ ０．０２ ０．０７１ ０．０７
MgO ０．６９ ０．９４ ０．０３７ ０．０８ １．７９ ２．４５
CaO ２．１３ ２．１５ ０．７ ０．７３ ３．６９ ３．６９
Na２O ３．３９ ３．８６ ３．５４ ４． ３．９６ ４．２１
K２O ３．９６ ４．１５ ４．７１ ４．９６ ２．６４ ２．６８
P２O５ ０．０８３ ０．００２ ０．１２２

（element） JF―１ （EDXRF） JF―２ （EDXRF）
SiO２ ６６．６９ ６７．２７ ６５．３ ６５．６
TiO２ ０．００５ ０．００５
Al２O３ １８．０８ １７．２７ １８．５２ １７．７９
T―Fe２O３ ０．０８ ０．０９ ０．０６ ０．０５
MnO ０．００１ ０．００１
MgO ０．００６ ０．００４＊
CaO ０．９３ １．０１ ０．０９
Na２O ３．３７ ３．５９ ２．３９ ２．７１
K２O ９．９９ １０．８２ １２．９４ １３．７９
P２O５ ０．０１ ０．００３＊

（element） JR―１ （EDXRF） JR―２ （EDXRF）
SiO２ ７５．４５ ７６．７４ ７５．６９ ７５．８９
TiO２ ０．１１ ０．１１ ０．０７ ０．０６
Al２O３ １２．８３ １２．２２ １２．７２ １２．９２
T―Fe２O３ ０．８９ ０．９ ０．７７ １．０３
MnO ０．０９９ ０．１１ ０．１１２ ０．０２
MgO ０．１２ ０．１４ ０．０４ ０．１１
CaO ０．６７ ０．７ ０．５ ０．７２
Na２O ４．０２ ４．４９ ３．９９ ４．２６
K２O ４．４１ ４．５６ ４．４５ ４．９４
P２O５ ０．０２１ ０．０１２

地質調査研究所 岩石標準試料の測定結果

JSX―３２００型 エレメントアナライザ（EDXRF 法）
（JG－la）：標準試料の推奨値（％）
（EDXRF）：EDXRF 法による分析結果

表Ⅵ－３－２ 標準試料分析値対比表

Ⅵ 自然科学的分析
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は分析装置のソフトにより計算された小数点以下４桁を用いて化学分析結果を表示した。

岩石の化学組成を構成する主要元素と微量元素の中から、岩石の骨格となる Siと Al、有色鉱物の

主要元素である Fe, Ca，無色鉱物の主要元素である Naと Kの関連から K、副成分鉱物のイルメナイ

トから Feと Ti、微量元素では Rbと Srの各元素組み合わせにより分類する図を作製した（周藤他、

２００２）。基本的には主要元素の各元素が重複しない組み合わせとしたが、Fe, Mn, Tiは鉄質関連とし

て相関性の高い元素であり、Tiは FeとMnの２元素との対比となっている。

主要元素と微量元素の酸化物濃度（重量％）SiO２‐Al２O３，Fe２O３‐TiO２，CaO‐K２O，TiO２‐MnO，積

分強度で Sr‐Rbの５組の組み合わせで図を作成した。

（２）分析試料

分析に供した試料は表Ⅵ－３－１化学分析表に示すように柏木川１３遺跡出土の石製品と薄片、産地

同定用の試料として北海道埋蔵文化財センター所有のペンケユクトラシナイ沢で採取した原石、斜里

町立知床博物館の合地氏より提供していただいた日高ヒスイ、井上が糸魚川翡翠峡の周辺で採取した

ヒスイの原石である。

石斧は大型であるので先端部と破損した反対側の部分の２箇所を分析した。ペンケユクトラシナイ

沢の原石は黒色の部分、白色の部分と岩相の異なる部分をおのおの分析した。

（３）分析結果

ａ SiO２‐Al２O３の相関について

図Ⅵ－３－１SiO２‐Al２O３図に示すように柏木川１３遺跡の石製品・日高ヒスイ・糸魚川翡翠は SiO２‐

Al２O３の相関において各々異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は全体に

分散し、組成に類似性がない。柏木川１３遺跡出土の石製品は SiO２が５２～６０％、Al２O３が２～６％の領

域、日高ヒスイは SiO２が４８～５５％、Al２O３が０～０．１％の領域、糸魚川翡翠は SiO２が９８～１００％、Al２O３

が０～６％の領域に各々集中する。

ｂ Fe２O３‐TiO２の相関について

図Ⅵ－３－２Fe２O３‐TiO２図に示すように柏木川１３遺跡の石製品・日高ヒスイ・糸魚川翡翠は Fe２

O３‐TiO２の相関において各々異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は全体

に分散し、組成に類似性がない。柏木川１３遺跡出土の石製品は Fe２O３が４～７％、TiO２が０～０．２％、

日高ヒスイは Fe２O３が３～５％、TiO２が０～０．１％、糸魚川翡翠は Fe２O３が０～０．１％、TiO２が０～０．２％

の領域に各々集中する。

ｃ CaO‐K２Oの相関について

図Ⅵ－３－３CaO‐K２O図に示すように柏木川１３遺跡の石製品・日高ヒスイ・糸魚川翡翠は CaO‐K２O

の相関において各々異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は全体に分散し、

組成に類似性がない。柏木川１３遺跡出土の石製品は CaOが７～２２％、K２Oが０．１～０．５％、日高ヒスイ

は CaOが２１～２５％、K２Oが０．１～０．３％、糸魚川翡翠はCaOが０～３％、K２Oが０～０．３％の領域に各々集中する。

ｄ TiO２‐MnOの相関について

図Ⅵ－３－４TiO２‐MnO図に示すように柏木川１３遺跡の石製品・日高ヒスイ・糸魚川翡翠は TiO２‐

MnOの相関において各々異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は全体に

分散し、組成に類似性がない。柏木川１３遺跡出土の石製品は TiO２が０～０．２％、MnOが０．１～０．２５％、

日高ヒスイは TiO２が０％、MnOが０．０８～０．１１％、糸魚川翡翠は TiO２が０～０．１％、MnOが０～０．０２％

３ 柏木川１３遺跡出土石製遺物分析
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表Ⅵ－３－１ 化学分析表

図Ⅵ－３－１ SiO２‐Al２O３図

図Ⅵ－３－２ Fe２O３‐TiO２図

試料名 Na２O MgO Al２O３ SiO２ P２O５ K２O CaO TiO２ MnO Fe２O３ Rb２O SrO Y２O３ ZrO２ Total Rb（I） Sr（I） 備 考
柏－１・１ ０．００００ １８．１２１７ ３．７２６１ ５３．２６４０ ０．１２２６ ０．１４１４ １９．０９８０ ０．０５９７ ０．１９０５ ５．２６１９ ０．０００７ ０．００８９ ０．００００ ０．００４６１００．０００１ ３２ ３９０ 石斧 Ｈ－５ 縄文早期
柏－１・２ ０．００００ １６．６８３１ ３．００７３ ５４．６１８６ ０．１３９０ ０．２７１５ ２０．３００２ ０．０４９２ ０．２２９９ ４．６９２３ ０．００００ ０．００２４ ０．００００ ０．００６４ ９９．９９９９ ０ ９９ 石斧 Ｈ－５ 縄文早期
柏－２・１ ０．００００ ２１．２４５６ １．９９１３ ５７．０８９２ ０．２５７１ ０．１７４５ １３．１３２５ ０．０５６３ ０．１９９１ ５．８４９２ ０．００００ ０．００５２ ０．００００ ０．００００１００．００００ ０ ６３ 石斧 Ｈ－５ 縄文早期
柏－２・２ ０．００００ ２０．６８４０ ３．１７１９ ５７．５１７５ ０．０６７７ ０．１３６８ １２．９１６０ ０．０５０６ ０．１５７３ ５．２９４７ ０．００００ ０．００２７ ０．００００ ０．０００８１００．００００ ０ １３６ 石斧 Ｈ－５ 縄文早期
柏－３ ０．００００ ２１．５１０８ ４．６０５３ ５７．８４２７ ０．３７０４ ０．１３５８ ８．９７４３ ０．０３６７ ０．１３５７ ６．３８３８ ０．００１８ ０．０００７ ０．００００ ０．００１９ ９９．９９９９ ９０ ３６ 石のみ Ｈ－５ 縄文早期
柏－４ ０．００００ １９．４７６０ ２．３１６２ ５８．１９６５ ０．００００ ０．１２５８ １３．０８３８ ０．０２６５ ０．１５４５ ６．６１２５ ０．００００ ０．００４１ ０．００４１ ０．００００１００．００００ ０ １８６ 石製品 Ｈ－５ 縄文早期
柏－５ ０．００００ ２０．１９０３ ２．０８０２ ５７．２９５６ ０．４３７０ ０．１２７８ １３．７６０４ ０．０４１５ ０．２１５５ ５．８４１７ ０．００４４ ０．００５０ ０．０００５ ０．００００ ９９．９９９９ １９６ ２１７ 石製品 Ｈ－５ 縄文早期
柏－６・１ ０．００００ ３５．０５２２ １１．３６２９ ４０．１３３２ ０．０３２４ ０．０３１７ ２．５１２１ ０．０４８４ ０．１９７７ １０．６２２２ ０．００００ ０．００１６ ０．００５６ ０．００００１００．００００ ０ ６５ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－６・２ ０．００００ １２．２１２１ ３．８５６１ ４１．３５６９ ０．４３６８ ０．１５４２ ２７．９８１８ １．２８２０ ０．２８１８ １２．４１３６ ０．００２６ ０．０１４２ ０．００００ ０．００７９１００．００００ ６７ ３６２ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－７ ３．０１６８ ０．８６４０ ７．１５３５ ８４．７４２５ ０．８４６７ ０．９０４３ ０．２２７５ ０．１４４７ ０．０４２３ ２．０１７４ ０．００７２ ０．００５６ ０．００３８ ０．０２３７１００．００００ ５１５ ３９３ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－８・１ ０．００００ １５．９８５９ ０．０４２９ ５７．３５７７ ０．２１３９ ０．１９１５ ２２．５５５７ ０．００８０ ０．１３８６ ３．４７８２ ０．００００ ０．０２７６ ０．００００ ０．００００１００．００００ ０ １１３４ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－８・２ ０．０８９０ １８．７２８８ ０．００００ ５６．８２９８ ０．３３７４ ０．６２７１ １８．９３３０ ０．０４５５ ０．１６９２ ４．１９８１ ０．００１７ ０．０３５３ ０．００１１ ０．００３９ ９９．９９９９ ７４ １５０８ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－８・３ ０．２２７８ １９．３２８７ ０．００００ ５７．８７０８ ０．１５１１ ０．６６３２ １７．２９４１ ０．０４９５ ０．１５８４ ４．２１１１ ０．００００ ０．０４４６ ０．０００７ ０．００００１００．００００ ０ ２０６５ 原石 ペンケユクトラシナイ沢
柏－９ ０．０２５６ ２０．６３９４ ４．８７５６ ５３．３８１５ １．５７９０ ０．４８１０ １２．１３４５ ０．１１２４ ０．２８５９ ６．４７５０ ０．００６９ ０．００００ ０．００３４ ０．００００１００．０００２ １８７ ０ 剥片 Ｈ－５
日高－１ ０．００００ １９．６４９７ ０．００００ ５２．０８５０ ０．４３３５ ０．１９２０ ２３．５４４０ ０．００００ ０．０９８９ ３．９８５７ ０．０００７ ０．０１０２ ０．０００２ ０．００００ ９９．９９９９ ２７ ４２０ 原石 翡翠 斜里町
日高－２ ０．００００ ２０．３４８１ ０．００００ ５２．０８６２ ０．６７２４ ０．１８０７ ２３．６０２３ ０．００００ ０．１０２９ ２．９９８２ ０．００１２ ０．００８０ ０．００００ ０．００００１００．００００ ５２ ３３１ 原石 翡翠 斜里町
日高－３ ０．００００ １９．９１２９ ０．００００ ５２．１５８６ ０．５７４２ ０．２０７０ ２３．３０４８ ０．００００ ０．０８７７ ３．７３８６ ０．００２４ ０．００８９ ０．００４７ ０．００００ ９９．９９９８ ９９ ３６３ 原石 翡翠 斜里町
日高－４ ０．００００ ２２．００５５ ０．２２５０ ５１．３０８７ ０．３６９５ ０．０８７２ ２１．２５１３ ０．００００ ０．０９６１ ４．６３９３ ０．００３３ ０．００４０ ０．００２０ ０．００８０ ９９．９９９９ １３７ １６１ 原石 翡翠 斜里町
糸魚川－１ ０．００００ ２５．４２２８ ３．３５３２ ５８．６８０９ ０．７４１２ ０．１８３５ ２．７０７１ ０．１２７３ ０．１２５８ ８．６２３９ ０．００２２ ０．０１９１ ０．００００ ０．０１３０１００．００００ ８９ ７５２ 原石 翡翠 糸魚川流域
糸魚川－２ ０．０２６８ ０．００００ ３．６８３６ ９４．８０１３ １．１２８４ ０．００００ ０．０８６３ ０．１６４８ ０．００００ ０．０９５５ ０．０００８ ０．００７４ ０．００１０ ０．００４０ ９９．９９９９ ７０ ６０１ 原石 翡翠 糸魚川流域
糸魚川－３ ０．２３９９ ０．００００ ０．００００ ９８．８２４２ ０．７０５０ ０．１０８４ ０．０２７９ ０．００００ ０．００００ ０．０９４６ ０．００００ ０．００００ ０．００００ ０．００００１００．００００ ０ ０ 原石 翡翠 糸魚川流域
翡翠－１ ０．００００ ０．０９９６ ０．１２５１ ９８．７８２３ ０．６３４１ ０．１９７６ ０．００３６ ０．０１９９ ０．０１４３ ０．１１７４ ０．００５８ ０．０００４ ０．００００ ０．００００１００．０００１ ４５８ ３０ 原石 翡翠 糸魚川流域
翡翠－２ ０．２９１２ ０．０６８３ ０．２２４３ ９８．６８２０ ０．４３８４ ０．１８５５ ０．０２３９ ０．０００６ ０．０２０５ ０．０６２７ ０．００１４ ０．００００ ０．００００ ０．００１０ ９９．９９９８ １１０ ０ 原石 翡翠 糸魚川流域
翡翠－３ ０．００００ ５９．５５４３ １．０９５３ １３．００２２ ０．０５９７ ０．０６４５ ０．８４３６ ０．００００ ０．６８５９ ２４．６６７２ ０．００００ ０．０２１２ ０．００００ ０．００６１１００．００００ ０ ３９０ 原石 翡翠 糸魚川流域
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図Ⅵ－３－３ CaO‐K２O図

図Ⅵ－３－４ TiO２‐MnO図

図Ⅵ－３－５ Sr‐Rb図
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の領域に各々集中する。

ｅ Sr‐Rbの相関について

図Ⅵ－３－５Sr‐Rbに示すように図は酸化物の重量％ではなく積分強度である。柏木川１３遺跡の石

製品・日高ヒスイ・糸魚川翡翠は Sr‐Rbの相関において各々異なる領域に集中する。しかし、ペン

ケユクトラシナイ沢の原石は全体に分散し、組成に類似性がない。柏木川１３遺跡出土の石製品は Sr

が０～４００、Rbが０～２１０、日高ヒスイは Srが１００～５００、Rbが０～１５０、糸魚川翡翠は Srが０～８００、Rb

が０～４５０の領域に集中する。全体に、集中度が低い。

（４） まとめ

図Ⅵ－３－１～図Ⅵ－３－５に示すように、柏木川１３遺跡の石製品と薄片は各元素において領域が

同じで、分散することはなく、すべて同じ原石である。この原石は合地氏から提供された日高ヒスイの

原石とは異なる。

図Ⅵ－３－１に示すように、柏木川１３遺跡の石製品と薄片は SiO２が５２～６０％の領域にある。蛇紋

岩であれば、SiO２が４５％以下の領域になくてはならない。このことから判断して蛇紋岩ではない。む

しろ、肉眼的には安山岩質の凝灰岩が変成した緑色岩ではなかろうか。

ペンケユクトラシナイ沢の原石の黒色部分は SiO２が４５％以下の領域にあり、超塩基性岩類で、蛇

紋岩の可能性が高い。白色部分は SiO２が５５％以上の領域にあり、黒色部分とは異質である。
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Ⅶ 成果と問題点

１ 道央部の虎杖浜式・沼尻式とアルトリ式土器について

本遺跡では恵庭市内の調査に於いて１３例目となる貝殻文土器を検出し、さらに１軒ではあるが同時

期の住居を検出した。本文中でも述べたが、本遺跡出土貝殻文平底土器は、口縁～胴部上半にかけて

貝殻腹縁文により文様が描かれるもの、弧状の条痕によって全面が調整されるもの、口縁直下に貝殻

腹縁圧痕文が施される隆帯がつけられるものなど、文様構成、器形の上では虎杖浜式・沼尻式～アル

トリ式の範疇に入るものである。中でも住居Ｈ５出土資料は、床面から出土した良好な一括資料であ

る。これらのことを踏まえ、近隣の出土例を参考にしながらこの時期の様相について述べておく。

恵庭市近辺（小樽市、札幌市、江別市、恵庭市、千歳市、北広島市）において虎杖浜式・沼尻式か

らアルトリ式とみられる貝殻文土器が出土している遺跡は４８遺跡にのぼる。地図の大きさの都合上、

小樽市の遺跡は含めることができなかったが、４７遺跡についての地点を落としてみた。地図は等高線

を平成６年に修正測量された国土地理院５万分の１地形図から、河川を明治４２年、大正６年に測量さ

れた陸地測量部発行北海道仮製５万分の１地形図からトレースし、両者を合成したものである。

遺跡はいずれもかなり断片的な資料が多く、これだけの遺跡で出土が確認されているにも関わらず、

復原され器形、文様などの特色がわかったものは本遺跡の２例を含めても１９個体に過ぎない。遺構に

ついても同様で、恵庭市島松仲町遺跡の集石遺構、札幌市Ｔ２８１遺跡の土壙、江別市大麻１５遺跡の数

基の土壙にその可能性があり、やや遠くなるが小樽市の塩谷３遺跡では住居２軒が検出されるに留

まっている。このように不十分な中ではあるが、これらの遺跡について以下に分析してみる。

まず各遺跡の土器文様上の差異を明らかにするため貝殻文の調整方法、整形方法の一部について、

その有無を表にしてみた。●をつけたものが存在を確認できるものである。報告書の記載をもとに作

成したが、写真図版から判断したものもある。数は少ないが明確ではないものもあり「？」を記した。

各要素は以下の通りである。

１貝殻押引文 ２刺突文（列点文） ３無文 ４貝殻腹縁圧痕文 ５口縁下の斜位の腹縁圧痕 ６

切り出し状の口縁 ７縦位の条痕 ８横位の条痕 ９沈線 １０隆帯

これらのうち１、２、４、６はどちらかといえば虎杖浜式に結びつく古手の技術に基づくもの。８、

１０に関してはアルトリ式によくみられる新しい技術であるということができる。古手の虎杖浜式の特

徴が色濃いものは、札幌市Ｓ２６７・２６８遺跡に顕著なほか、江別市７丁目沢２遺跡、千歳市キウス５遺

跡において出土している。全ての遺跡において貝殻腹縁圧痕文が器面全体に施されるものがあるが、

Ｓ２６７・２６８遺跡の復原もしくは復原に近い３個体（１３）は、全て波状口縁を呈し、器形はやや口縁に

向かって開き気味である。口唇は切り出し状であり内２例の端部には腹縁による細かい刻みが施され

ている。７丁目沢２遺跡では１９９２年の調査で、破片資料ではあるが、器面全体に貝殻腹縁圧痕文が施

され、波状口縁を呈するとみられるものがある。キウス５遺跡では条痕と貝殻腹縁文が複合して器面

全体に施文される平縁の土器（４５）がある。一方、典型的なアルトリ式に相当するとみられるものは、

恵庭市島松仲町遺跡、中島松５遺跡Ｂ地点、北広島市北の里３遺跡、千歳市オサツ１６遺跡から出土し

ている。島松仲町遺跡、中島松５遺跡では復原個体は得られていないが、それぞれ条痕が横位に施文

される破片が多く、貝殻腹縁圧痕による刻みのはいる隆帯が口縁直下に施されるものがある。北の里

３遺跡では復原されたものはないが、隆帯が付き、条痕が横位に施されるものがある。オサツ１６遺跡

１ 道央部の虎杖浜式・沼尻式とアルトリ式土器について
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では刻みのつく隆帯が施される復原土器（４６）がある。

これらのことから、典型的な虎杖浜・沼尻式は現在のところ野幌丘陵西側と千歳市キウス遺跡を中

心として出土し、アルトリ式は地図上のほぼ全域にわたって出土している。しかし、調査遺跡が河川

改修に伴うものが多く、分布状況に偏りがあることが予想され、また施文要素としても虎杖浜式・沼

尻式とアルトリ式を明確に区分できるには至らないため、分布範囲の可能性のみ指摘しておく。

また施文要素のひとつとしてあげた口縁下に施された斜位の腹縁圧痕文は、これまでの虎杖浜式、

アルトリ式のなかにはあまり認められないものであった。類似するものは標識資料であるアルトリ遺

跡に於いて隆帯上に限って（竹田 １９５６、第２図３，８，１４など）施文されており、芦別市滝里４遺跡

では破片が５点掲載（北埋調報９８ １９９６ 図Ⅴ－２５－１９９～２０３）されるのみである。唯一多く出土し

ているのが比較的近隣の遺跡といえる赤井川村日の出遺跡において、１つの復原個体を含めやや纏

まって出土している（北埋調報１６１ 図Ⅳ－２３－１、Ⅳ－２４－１４、１７～１９）。これに対して、恵庭市の

近隣の遺跡ではこの文様が多く出土し、本遺跡の２例（３９）をはじめ、札幌市Ｓ２４２（小野幌）遺跡、

小樽市塩谷３遺跡で復原個体が出土しているほか、北広島市北の里３遺跡でも多く出土している。そ

の総数は４３遺跡中１８遺跡、掲載資料５点以下の遺跡を除くと５３％の遺跡で出土している。さらに標識

資料では隆帯上に限られていたこの圧痕が隆帯を伴わずに施文されているものは１８遺跡中１１遺跡と多

く、この口縁下の斜位の圧痕はこの地区特有の文様であった可能性がある。

これまで何度か述べたように、当地区の虎杖浜式・沼尻式、アルトリ式土器は今だ未だ断片的な資

料であるため、これ以上の文様、分析は今後住居跡を多数伴うような遺跡の調査を待って行いたいと

考えている。 （立田）

＝報告書掲載点数５点以下の参考資料

表Ⅶ－１－１ 恵庭市近辺の虎杖浜・沼尻式、アルトリ式出土遺跡一覧
番
号 市町村名 遺 跡 名 文 様 要 素 報 告 書 名 刊 行 年 備考（遺構など）１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
１ 江別市 坊主山遺跡 ● 河野本道他／『江別市史』 １９７０
２ 西野幌１１遺跡 ● ● 江別市教育委員会／西野幌１１遺跡 １９９３
３ 西野幌１２遺跡 ● ● 北埋調報 ５４ １９８９
４ 大麻１遺跡 ● ● ● ● 北埋調報 ２ １９８１
５ 大麻１３遺跡 ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３５集 １９９０
６ 大麻１５遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書２２、４５集 １９９１ １９８６ 土壙？
７ ７丁目沢２遺跡 ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書５５、６０、７８集 １９９２～６
８ 吉井の沢１遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 北埋調報 ５ １９８１
９ 吉井の沢２遺跡 ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書１０４集 ２００２
１０ 町村農場１遺跡 ● ● ● ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書１７、６２、７２、８０、８４集 １９８３ １９９３ １９９５ １９９０
１１ 高砂遺跡 ● ● ？ ● ？ ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３６、４４、４６、５８、７９、９３、９５集 １９９０１９９１１９９３１９９６１９９９２０００
１２ 後藤遺跡 ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３９ １９９０
１３ 札幌市 Ｓ２６７・２６８遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅣ １９７７
１４ Ｓ４１１遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅧ １９７８
１５ Ｓ１５３遺跡 ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅹ、ⅩⅩⅩⅣ １９７６ １９８２
１６ Ｓ２６５遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅤ １９７７
１７ Ｓ２３７遺跡 ● ● ● 羽賀 １９７６より １９７６
１８ Ｓ３２９遺跡 羽賀 １９７６より １９７６
１９ Ｓ５０５遺跡 ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書６７ ２００２
２０ Ｔ７７遺跡 ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅲ １９７４
２１ Ｔ２１０遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅷ １９７６
２２ Ｔ１５１遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅩⅥ、ⅩＬⅣ １９８３ １９９３
２３ Ｔ４６６遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅩⅦ １９８４
２４ Ｔ７１遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書４７ １９９５
２５ Ｔ３１０（平岸坊主山）遺跡 ● 畑 宏明他／札幌市平岸坊主山遺跡 Aynu MoshiriⅡ １９６６
２６ Ｔ２８１遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書２１ １９７９ 土壙１
２７ Ｎ３１６遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩＬⅤ １９９４
２８ Ｓ２４２（小野幌）遺跡 ● ● ？ ● ● 北海道先史考古学研究会／『小野幌遺跡の発掘調査（略報）』 １９７５
２９ 恵庭市 島松仲町遺跡 ● ● ● ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 島松仲町遺跡 西島松１５遺跡Ｂ地点 １９９４
３０ 中島松１遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３１ 中島松５遺跡Ｂ地点 ● ● ● ● ● ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松５遺跡Ｂ地点 中島松７遺跡Ｃ地点 １９９０ 集石１
３２ 南島松１遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 南島松１遺跡 南島松４遺跡 １９９１
３３ 南島松３遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３４ 南島松４遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３５ 西島松５遺跡 ● 北埋調報１９４ ２００３
３６ 柏木川１１遺跡 ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 柏木川１１遺跡 １９９０
３７ 柏木川１３遺跡 ● ● ● ● ● ● 本報告
３８ ユカンボシＥ５遺跡 ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 ユカンボシＥ５遺跡低地面における調査 １９９４
３９ ユカンボシＥ７遺跡 ● ● ● ● 北埋調報 １３２ １９９８
４０ ユカンボシＥ８遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 ユカンボシ E８遺跡 １９８９
４１ ルルマップ１５遺跡 ● 北埋調報 １１８ １９９６
４２ 北広島市 北の里３遺跡 ● ● ● ● 北広島市教育委員会 北の里３遺跡 ２００１
４３ 中の沢Ｂ遺跡 ● 広島町教育委員会 北海道広島町中の沢２４０～１１遺跡発掘調査報告書 １９７３
４４ 千歳市 キウス４遺跡 ● ● 北埋調報 １４４ ２０００
４５ キウス５遺跡 ● ● ● 北埋調報 １２５ １９９８
４６ オサツ１６遺跡 ● ● ● 北海道文化財保護協会／千歳市 オサツ１６遺跡�２ １９９６

４７ オサツ１８遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 北海道文化財保護協会／ポンオサツ遺跡�２、オサ
ツ１８遺跡�２、ケネフチ５遺跡�２ １９９６

４８ 小樽市 塩谷３遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 小樽市教育委員会／小樽市埋蔵文化財調査報告書第３輯 塩谷３遺跡 １９９０ 住居２

Ⅶ 成果と問題点
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１ 道央部の虎杖浜式・沼尻式とアルトリ式土器について

図Ⅶ－１－１ 恵庭市近辺の虎杖浜・沼尻式、アルトリ式土器出土遺跡位置図
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２ 黒または赤色を呈する石斧について

はじめに

柏木川１３遺跡の石斧の材質分析を依頼した第四紀地質研究所の井上巖氏から、この黒い石斧（４）、

（２２）はどのようにして色をつけているのかと質問された。私はそれまでこの石斧をあまり注視して

おらず黒い部分は石材の色だと判断していたため明快な説明ができなかった。確かによく見るとその

黒はあたかも塗布されたかのように表面のみについており、欠損した断面部分はごく一般的な石材で

あるいわゆる「蛇紋岩」の石肌が見えていた。

この後、折に触れて類似品の収集に努めた。縄文早期前半の資料として限定できる遺跡が望ましかっ

たので、貝殻文土器の住居が多数検出された函館市中野Ｂ遺跡、芦別市滝里４遺跡を主にその対象と

した。結果、報告書の写真図版からの判読ではあるが、類似すると思われる資料をいくつか見出だし

た。そこで実際に実物を実見し、さらに詳細に検討するため黒色に変化している部分を記録する作業

を行った。比較・検討できたのは前出２遺跡と、浦幌町平和遺跡出土資料である。以下に図を用いそ

の変化した部位についての詳細を説明する。図は報告書の図版から外形と稜線のみ再トレースし、実

見した記録と写真を元に黒い部分と赤い部分を付記した。さらに縮尺を統一し大きさと色調を重視し

並べてみた。グラデーションで表現した色調は、実際には石材自体の色調の差や光線の加減により客

観的な判断はできないので、個々の遺物において石材となった石の色との違いを幾分強調して記録し

たものである。大きなものから１～３が大型、４～１０、１５～１８が中型、１１～１４、１９、２０を小型と呼称

し、２１～２８を石のみとした。２９は擦り切り残片の例である。

事例１ 中野Ｂ遺跡（１～３、５～７、１１～１７、１９、２０、２３～２９）

２２点を確認した。１～３は比較的大型のものである。３点とも折損している。１、２は刃部以外の

部分が黒色を呈するもので、１は折れた基部付近は風化しやや色が薄くなっている。２は刃部に赤み

がかっている。３は基部のみ黒色を呈するもの。５、６は中型のもの。両者と刃部が欠けている。黒

色に変化した部位は刃部周辺を除いた表面と側面。６は基部周辺と側面である。７、１１～１４は小型の

もの。１４はいわゆる石斧型垂飾。黒色部位も縁辺のみ黒い１１や部分的な１４を除いては刃部以外の部分

が黒い。１５～１７は中型で黒色部位が他のものと違って異質なものである。１５の黒色部位は両面の平坦

部に部分的に認められるが裏面中央の平坦部に磨かれた部分は石材の色調が残る。１６は擦り切り途中

の溝内側が黒いもの。１７は側面以外の両面にわたって赤色が広がっているが、背面基部付近がやや薄

い。刃部左側が欠損し、割れた部分は赤色になっている。１９、２０は小型で赤色を呈するものである。

刃部先端中央の両面が赤いことが共通するが、２０は基部が黒い。これは濃い赤かもしれない。２３～２８

はいわゆる石のみを一括した。２３は黒一色のもの。表面はやや薄いが全体が黒色を呈する。２４、２６、

２９は赤一色、２５、２７は赤と黒を呈する部分があるもの。２４、２５は刃部の両面が赤いものである。２５は

刃部の石質に沿って筋状に赤色を呈する。刃部以外は黒色である。２８は石斧全体が赤い。２９は擦り切

り残片で赤く変色しているもの。通常の擦り切り残片ではなく、原石面がないため２次的に加工され

ているとみられるものである。

遺構から出土したものは２（Ｈ－１９）、３（Ｈ－２１）１３、１５（Ｈ－１００）その他は包含層から出土し

ており、１，５，１１，１７，２０，２４，２９は平成４・５年度（北埋調報９７）６，７，１２，１６，２６，２７は平成５・６年

度（北埋調報１０８）１４，１９，２３，２５，２８は平成７年度（北埋調報１２０）の調査である。

Ⅶ 成果と問題点
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事例２ 滝里４遺跡（８～１０、１８、２１）

５点を確認した。８～１０は中型の石斧である。８、９は刃部のみ原石の色が露出し、その他の部分

は黒を呈している。１８は基部の端部、側面の一部がやや黒く、その他の表裏両面が赤いものである。

２１は石のみ。刃部以外の先端部が黒色を呈する。８、１０はＨ－１０の出土資料、他は包含層から出土し

たものである。

事例３ 平和遺跡（写真１）

滝里遺跡の資料を実見した折、長谷山隆博氏（芦

別市教育委員会）からこの石斧に関連するのではな

いかとして浦幌町に同様な例があるとの教示を得た。

これは浦幌町平和遺跡出土の石斧で色調が明らか

に赤と黒を呈するものである。この石斧は小型で、

基部に穿孔がなされるいわゆる石斧型垂飾の一つで

あり、現在浦幌町立博物館に展示中のものである。

佐藤芳雄館長、後藤秀彦氏（浦幌町教育委員会）

のご厚意により資料を実見、撮影させていただいた

（右写真）。この石斧は刃部から体部中央にかけての面が赤く、側面、基部が黒いものでその境界が

極めて明瞭なものである。変化部分を詳細に観察すると、黒い基部～側縁にかけては長くて深い直線

状の擦痕が基軸と平行に残っているのに対し、赤い部分では基軸に対し横または斜めの短く浅い擦痕

が残っていた。滝里４遺跡においても、黒色部分と原石部分に残る擦痕の方向が違っていることが認

められる。

変化を検討して

こうした石斧の色調について、函館市中野Ａ遺跡の平成３年度の報告書中で（北埋調報７９ １９９１）

担当者の西脇対名夫氏は、包含層から出土した石斧２点について「両側面と基部が黒ずんでいて他の

部分とは明らかに異なる。おそらく着柄の痕跡であろうと思われる」とし、出土した石斧の中には「出

土点数にして１０点、疑わしいものまで含めると２０点が火を受けて変色している。」ものがあるとして

いる。また同じく中野Ａ遺跡を報告した山原敏朗氏（現帯広百年記念館）もこうした黒いものが石斧

に限られ、擦り切り残片や研磨石材にはほとんど色がついていないことから、おそらく製作工程に関

わる焼成ではないかと予想していたという。これらを踏まえた上で、今回検討した３つの事例の観察

結果から得られた結論は以下の４点である。

１ 黒色部位のある石斧は中型から大型の石斧が多く、赤色また赤黒両色の部位のある石斧は中型以

下のものが多い。

２ 石のみ以外の黒色部位は刃部以外の基部、側面を中心とし、大型～小型にかけての石斧には刃部

が黒くなるものはない。

３ 赤色部位は、黒色部位とは逆に主に刃部を中心として認められる。

４ 色調変化部位は稜線を境界としていることが多く、色調の境が調整方向の境である例が多い。

２ 黒または赤色を呈する石斧について
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図Ⅶ－２－２ 黒または赤色を呈する石斧（１）

Ⅶ 成果と問題点
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おわりに

このように色調の変化が認められるものが、石斧関連遺物のなかでも石斧・石のみがほとんどであ

ること。変化する部分が基部と側面に偏ること。また大きさによっても色調の使い分けがあることか

ら、色調の変化は風化などの自然現象とは考えられない。加えて色調の変化が調整方法との密接なつ

ながりを指摘できることから、着柄等の使用の痕跡である可能性も残るが、未製品に残る例（４）も

考慮すればむしろ石材採取から完成までの製作工程上必要な作業の結果起こったものである可能性が

高い。このことは後続する緑色泥岩製の石斧にこのような例が皆無であることを考えると、いわゆる

「蛇紋岩」製に特有の作業であるということはできるであろう。

このように、縄文時代早期前半、貝殻文土器に伴ってこのような「赤・黒色に変化する石斧」があ

ることがわかった。詳細は確認していないが、この石材による石斧は後の縄文時代早期後半まで残っ

ているようである。今後更なる類例の検索とその出現と消長、また変化の原因と目的を調べていきた

い。 （立田）

図Ⅶ－２－３ 黒または赤色を呈する石斧（２）

２ 黒または赤色を呈する石斧について
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３ Ｈ５出土の石斧と石製品の石材について

Ｈ５から出土した石斧と石製品は灰白色で鮮緑色の斑点を有する不明な岩石であった。そのため第

四紀地質研究所の井上巖氏に蛍光Ｘ線による非破壊材質分析を依頼した。結果は第Ⅳ章３節の通りで

あるが、石材は成分においてMgOが１８～２１％、SiO２が５３～５８％、CaOが８～２０％程度と、おのお

のよく似た特性をもっている。このことから、比較的狭い範囲で得られた石材であることが推定され、

斜里町立知床博物館、合地信生氏の所持する「日高ヒスイ」とは値が近似するものの異なっており、

肉眼的には安山岩質の凝灰岩が変成した緑色岩ではないかと推論している。

その後アースサイエンス株式会社の加藤孝幸氏にこの遺物についての見解を求めた。それによると、

肉眼観察では限度があることに念を押された上で、この石は蛇紋岩に接触した岩石が Caを受け取っ

て生成した交代変成岩のロジン岩と思われ、さらに石材の中にみられる鮮緑色の斑点は、クロム透輝

石である可能性が高く、そうであるとすればこれを含むロジン岩は日高ヒスイを産出する、ペンケユ

クトラシナイ沢上流部など非常に限られた場所にしか存在しないという。しかし確実な同定のために

は、ロジン岩の全岩化学分析に加えて、鮮緑色の鉱物が含クロム透輝石（日高ヒスイ）であるかどう

か確かめなければならないということだった。このロジン岩は CaOに富み、MgO，SiO２を多量に含

有する（Katoh, T・Niida, K１９８３など）ので、井上氏の分析データとも矛盾がない。

こうしたことから、柏木川１３遺跡において出土したＨ５の石斧・石製品の石材は類似する化学組成

のロジン岩である可能性を強く示唆されることとなった。

柏木川１３遺跡の石斧石材は、発掘作業従事者が肉眼観察により判断すれば蛇紋岩とする場合の多い

石質と思われる。しかし本来の意味での蛇紋岩は、井上氏によると地質学上の火成岩分類においては

珪酸分が４５％以下の超塩基性の岩石であり、一般的な蛇紋岩は石斧として使用する強度がないという。

私見ではあるが、同様な外観を呈する石斧は縄文早期の遺跡から多く出土しており、報告書中にもそ

うした記述が多くみられるように思っていた。このことについて、石斧の石材がどのように示されて

きたのか調べてみた。

最も古いものは後藤寿一氏によるものである。氏は昭和８年、北海道原始文化聚英の中で石斧の用

材について、「粘板岩や閃緑岩蛇紋岩および硬質の火成岩等が選ばれて」いるとしており、この時点

で既に蛇紋岩の名前が出てきている。八幡一郎氏は昭和１１年の民族学研究第２巻３号「日本新石器時

代初期の石器」と題する論文中で「住吉町からも北海道に多いグラウコフェンシスト（藍閃石片岩）

製の擦截（擦り切り）石斧が多数発見されている」としている。発掘調査報告の中では１９７７年、函館

市教育委員会が行った、函館空港第４地点・中野遺跡の中において、中野 B遺跡出土の石斧はほと

んど蛇紋岩となっている。また１９７６年北海道標茶町教育委員会が行った金子遺跡の調査では、写真図

版を見る限り蛇紋岩とされる石材に似ているが、その石材に関する記述は変質緑色凝灰岩と変朽安山

岩といった報告がなされている。また加藤氏によれば、１９８１年の恵庭市柏木 B遺跡において出土し

た石斧は、充分な強度のある特殊な蛇紋岩（アンチゴライト－マグネサイト岩）であったという。

分析結果とこれらの記述から考えると、早期の石斧はそうした多様な石材を利用しており、所謂「蛇

紋岩」は考古学従事者の間で外観上よく似た石材の総称となっていたと思われる。

これまでこうした分析は異なった調査者、研究者の肉眼観察によって判断され、観察結果の相互検

証は今のところ行われていない。今後石斧石材の研究を進めるためには、非破壊の限定のなかで判断

する方法をみいだすこと、またその結果を遺跡間で検証していかなくてはいけない時期にきているの

かもしれない。 （立田）

Ⅶ 成果と問題点
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４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析

Ｐ２６は柱穴様土坑・土器入りの袋状土坑をもつ。道央における類例は後北Ｃ２・Ｄ式（古）期の恵

庭市柏木Ｂ遺跡３６号土坑墓を含めて２例となった。両付属施設をもつ例は極少数であるが、円形・刺

突文土器群期に入ると増加をみる（鈴木１９９９）。後北期の例は初源と言える。付属施設の組合わせと

消長から墓構造の系譜を考察する。対象地域は日高・胆振東部・石狩・後志・空知。対象とした墓（表

２）は時期が判明するものとし、時期は主体（坑底資料が過半を占める場合か、総数で過半を占める

場合をいう）となる副葬土器で決定した。なお、時期細分（表１参照。以下、道央在地系土器と恵山

式との属性交換の関係において、Ｈ３７丘珠期～Ｈ３７栄町期・古とアヨロ１式期を「未然期」、Ｈ３７栄

町期・新～後北Ｂとアヨロ２ａ～３ａ式期を「進行期」、後北Ｃ１～後北Ｃ２・Ｄを「完了期」と呼ぶ。）

の根拠と土器器種名は「道央部における続縄文土器の編年」（鈴木２００３）による。

�１ 主体部構造（表３・４）

下端の長／幅≧０．８：円・隅丸方・方形、０．８＞下端の長／幅０．５≧：楕円・隅丸方・小判・方形、０．５＞下

端の長／幅：長楕円・隅丸長方・小判・長方形と分類した。舟形は比では長楕円形に含まれる（表３）。

道央在地系土器が副葬される墓（以下、「在地系」）では、未然期～完了期を通じて、円・楕円形が

主体を占める。隅丸方形は江別太２式期に、舟形土坑は後北Ｃ２・Ｄ式（古）期に、隅丸長方形は後北

Ｃ２・Ｄ式（中）期に出現する。恵山式土器が副葬される墓（以下、「恵山系」）では、アヨロ１～３ｂ

式期を通じて、円・楕円形が主体を占め、長楕円・隅丸方形がある。青野の平面形態分類（１９９９）によ

れば、縄文晩期では円・楕円形が主体を占め、隅丸方・小判形が存在する。図示された隅丸方形の下

端平面形は小判形と認められるので縄文晩期の下端平面形には円・楕円・小判形が存在するといえる。

円・楕円・小判形は縄文晩期～後北式期にかけて在地系・恵山系の双方において標準的な形態である。

在地系における隅丸方形の採用は、恵山系の紅葉山３３・元江別１遺跡（アヨロ２ｂ式期）あたりか

らの影響と考えられる。恵山系の隅丸方形は道南から波及したと考えられる。舟形土坑は初例が在地・

恵山系になく十勝若月遺跡の後北Ｃ１（中）の土坑２４にあるので道東から波及したと考えられる。

埋葬姿勢が確認できる例（表４）においては円・楕円形に偏る。円・楕円形の出現比と埋葬姿勢の

出現比がほぼ同じことから、特定の姿勢が特定の下端平面形と関係したといえない。くわえて、後北

Ｃ２・Ｄ式期には異なる下端平面形で等しく側臥屈葬が盛行する。以上より、埋葬姿勢が下端平面形

の選択と下端平面形変化の原因となっていない。

道東北の型式は、熊木俊朗「下田ノ沢式土器の再検討」『物質文化６９』（２００２）を引用した。後北Ｃ２・Ｄ式以前の西暦は道央の１４Ｃ年代値。（ ）付きの西暦は予想値である。

北海道の時期 西 暦 道南の土器型式 道央の土器型式 道東北の土器型式

縄文晩期・後葉 前６世紀前葉～前６世紀後葉 聖山Ⅱ式 タンネトウＬ式 幣舞式
前５世紀前葉～（前５世紀後葉） 日ノ浜式（尾白内１群） 鳩山式・氷川式 緑ヶ岡式

続縄文・前葉

前４世紀前葉～前３世紀中葉 兜野式（尾白内２群） Ｈ３７丘珠
（大狩部式～琴似式）

（大川ＪＨ－４）
フシココタン下層式、
メクマ式（Ｈ３７丘珠第１号竪穴）

（Ｈ３７丘珠第１号竪穴状）

前３世紀後葉～前２世紀中葉 下添山式 Ｈ３１７ （Ｈ３１７中央３・北群ⅡＢ～Ｅ）

興津式 元町２式
（Ｈ３１７中央１・北群ⅡＣ）

アヨロ１式 アヨロ１式 Ｈ３７栄町 （Ｈ３７栄町第１号竪穴）
前２世紀後葉 （西桔梗Ｂ２）アヨロ２ａ式 アヨロ２ａ式 （Ｈ３８栄町包含層）
前１世紀前葉 （南川Ⅲ群）アヨロ２ｂ式 アヨロ２ｂ式 江別太１式

下田ノ沢Ⅰ式
宇津内Ⅱａ１式

続縄文・中葉
（前１世紀中葉～後１世紀前葉）（南川Ⅳ群）アヨロ３ａ式 アヨロ３ａ式 江別太２式 宇津内Ⅱａ２式後北Ａ式
（後１世紀中葉・後１世紀後葉） アヨロ３ｂ式 アヨロ３ｂ式 後北Ｂ式 下田ノ沢Ⅱ１式 宇津内Ⅱｂ１式
（後２世紀前葉～後２世紀後葉） 後北Ｃ１式 下田ノ沢Ⅱ２式 宇津内Ⅱｂ２式

続縄文・後葉

（後３世紀前葉）～後４世紀中葉 後北Ｃ２・Ｄ式
後４世紀中葉／後４世紀後葉 後北Ｃ２・Ｄ式／円形・刺突文土器群Ⅰ～Ⅱ
後４世紀後葉・後５世紀前葉 円形・刺突文土器群Ⅱ～Ⅲ
後５世紀中葉・後５世紀後葉 円形・刺突文土器群Ⅳ～Ⅴ
後６世紀前葉～後６世紀後葉 円形・刺突文土器群Ⅵ～Ⅷ
後７世紀前葉・後７世紀中葉 円形・刺突文土器群Ⅸ～Ⅹ

後７世紀後葉 円形・刺突文土器群ⅩＩ
／擦文・前期 後８世紀前葉 円形・刺突文土器群ⅩⅡ／擦文土器

擦文・前期 後８世紀中葉～後９世紀前葉 擦文土器擦文・中期以降 後９世紀中葉以降

表Ⅶ－４－１ 時期区分と型式の対照

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析

―１４３―



表Ⅶ－４－２ 続縄文初頭～後北式期の墓
番号 地域名 遺跡名 遺構名 遺構の時期 編著者名など 刊行年 書名など
１ 白老町 アヨロ 墓１９・２２・２４・２６・１０６・１１０・１１５・３０１・３０７／１・２ａ・３・１５・１６・３０・１０９・１１１・２０１・

２０４・３０４／４ｂ・５・８・１１・１８・２５・１０１・１０３・１０８・２０３・２０５／２３・３２・２０２・３０３・土坑３３
アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ
／アヨロ３ａ

白老町教育委員会 １９８０

墓１０５ 後北Ｂ
２ 苫小牧市 タプコプ 大場１号墳／ＧＰ－２７・２９・３０・３６・３８／１７・３１・３９・４０ Ｈ３７栄町／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 苫小牧市教育委員会１９８１

ＧＰ－２ 後北Ｂ
ＧＰ－１８ 後北Ｃ１
ＧＰ－７・８・１０・１１・１２・１３・１４・２０・２１・２４・２５・２８・３３、Ｐ－８・１３ 後北Ｃ２・Ｄ

３ 静川２２ Ｇ－４・１３・１６／５・１５ アヨロ１／アヨロ２ａ 苫小牧市教育委員会２００２
Ｇ－９／１２・２１ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
Ｇ－１４ 江別太２

４ 三石町 旭町１ ＳＰ－１３９・１４０・１７８・１８９・１９０・２１２ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９８３
５ 千歳市 ウサクマイＮ ⅠＰ－２５ 後北Ｃ２・Ｄ 北海道埋文センター２００１
６ 末広 ⅠＰ－１０２ 後北Ｃ２・Ｄ 千歳市教育委員会 １９８１ 末広遺跡（上）
７ ⅠＰ－３１ 後北Ｃ２・Ｄ 千歳市教育委員会 １９８２ 末広遺跡（下）
８ オサツ２ ＧＰ－５・６・７・８、Ｐ－５ 後北Ａ 北海道埋文センター１９９５

ＧＰ－１・２・３ 後北Ｂ
９ 恵庭市 柏木Ｂ 第２６８／３・１７・３６・３９・４８・６０・６７・７１・７８・８０・１１５・１５１・１５２・１９０・２０２・２１６・

２１８・２４１・２４７・２６５・２８０・３０９・３１４・３１６・３８５・３９５・４０２・４３５号土坑墓 後北Ｃ１／後北Ｃ２・Ｄ 恵庭市教育委員会 １９８１

１０２ 柏木川１３ Ｐ２６ 後北Ｃ２・Ｄ 北海道埋文センター２００４ 柏木川１３
１０ 茂漁６ Ｐ－１・９・１５・１６・２２・２６ 後北Ｃ２・Ｄ 恵庭市教育委員会 ２０００
１１ 江別市 萩ヶ岡 墓１０９ 後北Ａ 江別市教育委員会 １９８２

墓１１２ 後北Ｂ
１２ 町村農場１ Ｐ－４４ Ｈ１３７ 江別市教育委員会 １９９４ 町村農場１（３）
１３ 町村農場２ Ｐ－１１０・１１１ 江別太２ 江別市教育委員会 １９９５ 町村農場２（２）

Ｐ－１１５・１２８・１４０ 後北Ａ
Ｐ－５４・５５・７０ 後北Ｃ２・Ｄ

１４ Ｐ－３５ 江別太２ 江別市教育委員会 １９９４ 町村農場２（４）
１５ 高砂 Ｐ－３５８ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９８９ 高砂（５）
１６ Ｐ－４７８・４８２ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９０ 高砂（６）
１７ Ｐ－６２９・６９３／６３０ Ｈ３７丘珠／Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９９１ 高砂（８）
１８ Ｐ－８７６・８８０ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９９１ 高砂（９）
１９ Ｐ－９１４ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９２ 高砂（１０）
２０ Ｐ－１１９５ Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９８ 高砂（１５）
２１ Ｐ－１２３１／１２９０ Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９９ 高砂（１６）
２２ 元江別１ 墓１・４３／２・１３・１６・２１・３４・３８・３９・４６・６２・６６・６７・６８・７３／１９・４８・５３・５６・５９・７２／１５ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 江別市教育委員会 １９８１ 元江別遺跡群

墓１４・４７／１８・４４・４５・５１・５８・６１・６４ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
２３ Ｐ－７７ 江別太１ 江別市教育委員会 １９８８ 元江別１
２４ 元江別１０ Ｐ－３３ 後北Ｃ２・Ｄ 江別市教育委員会 １９８９
２５ 旧豊平河畔 Ｐ－６ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９８１ 元江別遺跡群

Ｐ－９ 江別太１
Ｐ－７ 後北Ａ

２６ 墓１・１８／１０・２３・２４ アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 江別市教育委員会 １９８３ 豊平河畔Ⅱ
墓５・６ 江別太１

２７ 土坑９７／９１ アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 江別市教育委員会 １９８４ 豊平河畔Ⅲ
土坑１２６ Ｈ３７栄町
土坑８５・１０２ 江別太２
土坑３６ 後北Ａ

２８ 墓１３５・１４２／１３２・１５５・１７４・１８６ 江別太１／江別太２ 江別市教育委員会 １９８５ 豊平河畔Ⅳ
墓１３３・１５６・１６４・１６５・１６６・１６８・１７１・１７５・１７６・１７８・１７９・１８０・１８２・１８３・１８４・１８５・１８７・１８８ 後北Ａ
墓１３７ 後北Ｃ２・Ｄ

２９ 土坑８－１２６－７ アヨロ２ｂ 江別市教育委員会 １９８６ 豊平河畔Ⅴ
土坑８－１３０－１ 江別太２

３０ 七丁目沢４ Ｐ－４９ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９８９ 七丁目沢４（２）
３１ 七丁目沢６ Ｐ－１３８・１６７ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９８ 七丁目沢６（５）
３２ 大麻２１ Ｐ－４４ 後北Ｃ２・Ｄ 江別市教育委員会 １９８８ 大麻２１（２）
３３ 大麻３ Ｐ－７６・１２２・１２９／１２８ Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９８ 大麻３（６）
３４ Ｐ－１０６／２４０ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９９ 大麻３（７）
３５ 札幌市 Ｓ１５３ 第９１号ピット アヨロ２ｂ 札幌市教育委員会 １９７６

第２５３号ピット 後北Ａ
第６８・２００・２２５・３８０・４２１・４５６・４５７・４７４・４７６・４９０・５２８・５３９・６００・６０１・６１６・６７３・７４９・７８１号ピット 後北Ｃ２・Ｄ

３６ Ｔ３６１ 第１９・４２・９７・１００・１１４号ピット 後北Ｃ２・Ｄ 札幌市教育委員会 １９８７
３７ Ｓ３５４ 第４号ピット 後北Ｂ 札幌市教育委員会 １９８２
３８ Ｎ１９９ 第２・１９号ピット 後北Ｃ２・Ｄ 札幌市教育委員会 １９７７
３９ Ｎ２９５ 第１３・３６号ピット アヨロ２ｂ 札幌市教育委員会 １９８７

第２５／１・２７号ピット 江別太１／江別太２
４０ 石狩市 紅葉山３３ ７号竪穴 Ｈ３１７ 石狩市教育委員会 １９７５

３号竪穴 江別太１
４１ ＧＰ－６２／１・５１・５２・５４／３・５・２２・２６・２７・３７・３８・４３・５０・５３／５９ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 石狩市教育委員会 １９８１

ＧＰ－５７／２・４２・５６・６３ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
ＧＰ－１９／５５・４６ 江別太１／江別太２

４２ ワッカオイ・Ａ 第２・３・５土坑墓 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７５
４３ ワッカオイ・Ｄ 第１・２・３・９・１１・１４・１５・１６・１７・２０土坑墓・５号土坑 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７６
４４ 第２１・２２・２３・２４・２５・２６・２７・２８・２９・３０・３２・３３土坑墓 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７７
４５ 芦別市 滝里４ Ｐ－５ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９９８
４６ 滝里安井 Ｐ－４５ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９９９
４７ 小樽市 チブタシナイ ３－９Ａ・Ｂ 後北Ｃ２・Ｄ 小樽市教育委員会 １９９２
４８ 餅屋沢 ９－２８Ａ・３９Ａ・３９Ｃ・４４Ｂ・４５Ａ・４５Ｆ・４６Ｂ・４７Ａ、１０－３６Ｃ・３７Ａ・３８Ａ・３８Ｄ・３９Ｂ・４０Ａ・４４Ａ・

４４Ｂ・４７Ａ、１１－３７Ｊ・３８Ａ・３８Ｄ・３９Ｅ・３９Ｆ・４０Ａ・４１Ａ・４１Ｂ・４３Ａ・４５Ｃ・４６Ｈ・４７Ｃ・４９Ａ、１２－
３４Ｃ・３７Ｃ・３８Ａ・３８Ｃ・３８Ｅ・３８Ｆ・４０Ｆ・４１Ｇ・４１Ｈ・４５Ａ・４５Ｃ、１３－３９Ｆ・４０Ａ・４０Ｄ・４０Ｅ・４０Ｆ

後北Ｃ２・Ｄ 小樽市教育委員会 １９９１ 大川Ⅰ

４９ 余市町 大川 ＧＰ－８５・１９５／２７・８２・１２０・１２３・１７５・３５９／２８・７２・７５・１００・１０７・１０９・
１１６・１２５・４２５／２１・１６３・２４３・３７３・３７５・３７８・４００・４２２・４５７・４８９・５４８・５９０

アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ
／アヨロ３ａ

余市町教育委員会 ２０００ 大川Ⅱ

ＧＰ－２１８／３９０ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
ＧＰ－５１８／８８・１７９・２００ 江別太１／江別太２
ＧＰ－１４２ 後北Ｂ
ＧＰ－７・１１０ 後北Ｃ２・Ｄ

５０ ＧＰ－６７６・６８６・８５３／６２０・７１１・７２０・７２９・８５６・９４１／６２３・９４８ アヨロ２ａ／アヨロ３ａ／アヨロ３ｂ 余市町教育委員会 ２０００ 大川Ⅲ
ＧＰ－９４４ Ｈ３７栄町
ＧＰ－９４５／９１６ 江別太１／江別太２
ＧＰ－８５４・９２２ 後北Ａ

５１ ＧＰ－４２・８７・９１・３４８Ａ／７８・７９・８９・１０５・１３１・１３３／１１８・３４８Ｂ・３７２・４４８・４５４・５９３ アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 余市町教育委員会 ２００１ 大川Ⅳ
５２ Ｐ－４４・１７（道道地点）／３０・３２・５３／１８・５９ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ３ａ 余市町教育委員会 ２００１ 大川

Ｐ－６８ Ｈ３７栄町
Ｐ－９（道道地点） 江別太２

５３ Ｐ－１２６（道道地点）／７７・８３・８４・９１・９８・１２２（道道地点）／８９・７６・１２８・１０４（道道地点） アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 余市町教育委員会 ２００２ 大川
Ｐ－３４／１００・１１８（道道地点） Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町
Ｐ－９５ 江別太２
Ｐ－６３ 後北Ａ
Ｐ－８８・９３ 後北Ｂ
Ｐ－９４ 後北Ｃ２・Ｄ

５４ 天内山 ８号墳墓 後北Ｂ 余市町教育委員会 １９７１ 天内山
２・６号墳墓 後北Ｃ１

Ⅶ 成果と問題点
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主体部構造は殆んどが土坑である。唯一、紅葉山３３号遺跡 GP―３８（アヨロ２ｂ式期）に木槨痕跡

がある。これは坑底面が隅丸方形の両長辺に２本の平行した溝として遺存していた。同じ例は、西島

松５遺跡・円形刺突文土器群期Ⅷ～Ⅹ期のＰ―４・２１・３９・９３（小判・隅丸方・方形）があるので、アヨロ２

ｂ式期以降継続した構造である。この他、蘭島餅屋沢遺跡の土坑墓に褐鉄鉱膜が遺存する例がある。

褐鉄鉱膜は遺体痕跡よりも広い範囲に分布し、遺体の下位に検出される。また、褐鉄鉱膜は下端平面

形と相関的関係にない。調査者が推定する敷物、あるいは遺体の梱包に関連する物質と考えられる。

�２ 外部付属施設－柱穴様土坑（表５）

長軸上の両端に２本配される形態は後北Ｃ２・Ｄ式期に盛行し、円形・刺突文土器群期まで存続する。

初例は江別市七丁目沢６遺跡・縄文晩期後葉（大洞Ａ’並行期）の土坑墓である。未然期・進行期に

類例が確認されないが現時点では在地系の形態と考える。四隅に４本配される形態は在地・恵山系の

進行・完了期に散見し円形・刺突文土器群期に盛行する。これは下端平面形に関係なくかつ在地・恵

山系にあるので両系に自発の形態と考えにくい。初例は釧路市幣舞遺跡・縄文晩期後葉（大洞Ａ’並

行期）の土坑墓である。未然期に類例が確認されないが現時点では道東からの波及の影響と考える。

表Ⅶ－４－３ 墓坑下端平面形

表Ⅶ－４－４ 埋葬姿勢

表Ⅶ－４－５ 柱穴様土坑

Ｈ３７丘珠 Ｈ３１７ Ｈ３７栄町 江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 後北Ｃ１
後北Ｃ２・Ｄ

古 新 古 中 新 不明
円 形 １２（５７％） ７（５４％） ５（３３％） ３（３３％） ７（６４％）１２（５７％）１４（４５％） ８（７３％） ２（５０％）２４（６０％）１８（５６％）１４（５６％）４９（４６％）
楕 円 形 ９（４３％） ６（４６％） ９（６０％） ６（６７％） ４（３６％） ６（２９％） ６（１９％） ３（２７％） １（２５％）１２（３１％） ７（２２％） ９（３６％）３８（３６％）
隅 丸 方 形 ３（１４％）１０（３２％） ０（０％） ０（０％） ３（７％） ３（９％） ０（０％）１０（１０％）
小 判 形 ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） １（２５％） ０（０％） １（４％） ０（０％） ６（６％）
長 楕 円 形 １（７％） １（４％）
長楕円形（舟形） １（２％） ０（０％） １（４％） １（１％）
隅 丸 長 方 形 ３（９％） １（４％） ２（２％）
時 期 別 合 計 ２１ １３ １５ ９ １１ ２１ ３１ １１ ４ ４０ ３２ ２５ １０６

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形
に近いと言う意味）を加えた。
＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）５例を含めた。
（中）には（中～新）３を含めた。
＊合葬墓である舟形土坑墓の初例は、十勝若月遺
跡の後北Ｃ１（中）の土坑２４である。

アヨロ１ アヨロ２ａ Ｈ３６栄町
（古） 江別太１ 江別太２ 後北Ｂ 後北Ｃ２・Ｄ

屈葬 屈葬 仰臥
屈葬

側臥
屈葬 屈葬？ 側臥

屈葬
仰臥
屈葬

側臥
屈葬 屈葬 仰臥

屈葬
側臥
屈葬

円 形 １ １ ２ １ １ ３ １ １ ２
楕 円 形 １ １ ２ ２
小 判 形
隅 丸 方 形 ２
隅丸長方（舟形）

１ ２ １ ４ １ １ ３ １ １ ６

アヨロ Ｈ３７
丘珠 Ｈ３１７後北Ａ

後北Ｃ２・Ｄ
１ ２ｂ ３ａ ３ｂ 小

計
古 中 新 不明 小

計本数 長軸上 四隅 四隅 不定 四隅 不定 不定 四隅 不定 長軸上 四隅 不定 短軸上 不定 長軸上 四隅
円 形 １ １ １ ２ １ １ １

２ ２ １ ３
４ １ １ ２ １ １

楕 円 形 １ １ １
２ １ １ ２
３ １
４ １ １
８ １
４＋４ １

小 判 形 ２ ２ ２
４
５ １ １

隅 丸 方 形 ２ １ １ ２
３ １ １
４ １ １

１ １ １ １ １ ２ １ １ ２ １ １ １ １ １ ５ １

アヨロ１ アヨロ
２ａ

アヨロ
２ｂ アヨロ３ａ アヨロ

３ｂ
円 形 １３（６５％）１９（３１％）３０（５２％） １９（５６％） ２（１００％）
楕 円 形 ６（３０％）３７（６２％）２６（４５％） １４（４１％） ０（０％）
隅 丸 方 形 １（５％） ２（３％） ２（３％） ０（０％） ０（０％）
小 判 形 ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％）
長 楕 円 形 ２（４％） １（３％）
時 期 別 合 計 ２０ ６０ ５８ ３４ ２

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊後北Ｃ２・Ｄには、（新）１例と（時期不明）６が含まれる。

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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釧路市幣舞遺跡・貝塚町１丁目遺跡（澤・岡崎１９７４）では、四隅４本が坑底から坑口まで突き抜け

た状態で検出された。同様の事例は西島松５遺跡にもあり、ここでは堆積状況によっても確認されて

いる。また、江別市七丁目沢６遺跡では、長軸上２本が覆土中に痕跡が確認されているようである。

以上より、柱穴様土坑は上屋構造であることが追認できた（後藤１９３５、重松１９７２）。長軸上２本は

在地系において自発した構造である。四隅４本は在地・恵山系が道東の影響を受けた構造であり、円

形・刺突文土器群期まで継続したことが解かる。

表Ⅶ－４－６ 袋状土坑の垂直方向の位置と掘削角度

表Ⅶ－４－７ 袋状土坑の墓坑軸と頭部位置に対する位置

表Ⅶ－４－８ 袋状土坑の墓坑軸と下端平面形に対する位置（主要遺跡別） 表Ⅶ－４－９ 袋状土坑内土器

アヨロ 江別太１ 江別太２ 後北
Ａ
後北
Ｃ１

後北Ｃ２・Ｄ
２ａ ２ｂ ３ａ ３ｂ

小
計

古 中 新 不明
小
計壁面 坑底 坑底 壁面 壁面 坑底 壁面 底と壁

の境 壁面 底と壁
の境

底と壁
の境 坑底 底と壁

の境 坑底 底と壁
の境 壁面 坑底 底と壁

の境 壁面 坑底 底と壁
の境 壁面

円 形 下 １ １ ２ １ ３ １ １ ４ ２ １１
横 ４ ３ １ ８ １ １ １
斜 １ １ １ ２ ２ ４

楕 円 形 下 １ １ １ １ ４ １ ９
横 １ １ ２
斜 １ １ ６ ８
？ １ １

小 判 形 下 １ １ ３ ５
横 １

隅 丸 方 形 下 １ １
横 ２ １ ２
斜 １ １ ２

隅 丸 長 方 形 斜 １ １ ２
長楕円形（舟形） 下 ３ ３

横 ５ ５
斜 １ １ ２

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
右
隅

右
小
計

長
軸
左
側

長
軸
左
隅

左
小
計

短
軸
上

短
軸
左
側

短
軸
右
側

短
軸
片
側

アヨロ
２ａ～３ｂ

大川 坑底 １ １
底と壁の境
壁面 ２ １ １
小計 ３ １ １ １ ２

江別太１
～後北Ａ

旧豊平河畔 坑底 １
底と壁の境 ２ ２
壁面 １
小計 １ １ ２ ３ ２ ２

後北
Ｃ２・Ｄ

柏木Ｂ 坑底 ３ １ １
底と壁の境 １ １ ２ １ １ １
壁面
小計 ３ １ １ １ ３ １ ４ ２ １

ワッカオイ
Ａ・Ｄ

坑底 １ ２ ３
底と壁の境 ３ １ ２ ５
壁面
小計 ４ ３ ３ ２ ２ ８

餅屋沢 坑底 １ ２ ２
底と壁の境 １ ４ ３ ２
壁面 １ １
小計 ２ ６ ８ ６ ２ ２ １

深 鉢 鉢 浅 鉢

大 中 小 袖
珍

注
口
・
小

片
口
・
袖
珍

大 中 小 袖
珍

注
口
・
小

注
口
・
袖
珍

片
口
・
小

片
口
・
袖
珍

大 中 小 袖
珍

片
口
・
小

アヨロ３ａ １
後北Ｃ１ １
後北Ｃ２・Ｄ ４ ２ １ ５ １ ２ １ ３ １
古 １
古・中 ５ １ １
中 １
中・新 １
新 ２ ２ １ ２
不明 １ １ １

アヨロ 江別太１・２
後北Ａ

後
北
Ｃ１

後北Ｃ２・Ｄ

２ａ ２ｂ・３ａ ３ｂ 古 中 新 不明

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

短
軸
左
側

軸
な
し

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
右
隅

長
軸
左
隅

軸
な
し

長
軸
右
側

長
軸
上

長
軸
右
側

短
軸
上

短
軸
片
側

長
軸
上

長
軸
右
側

短
軸
右
側

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

短
軸
上

短
軸
片
側

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

長
軸
右
隅

長
軸
左
隅

短
軸
上

短
軸
右
側

短
軸
片
側

軸
な
し

円 形 不明 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ５
頭上 １ １

楕 円 形 不明 １ ２ １ ２ １ ４ ５ ４ １
頭上
頭左 １

小 判 形 不明 １ １ ２ １ １
頭上

隅 丸 方 形 不明 １ １ １ ２ １ ２
頭上

隅 丸 長 方 形 不明 １ １
頭上

長 楕 円（ 舟 形 ） 不明 １ １ １ １ １
頭上

１ １ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ ２ １ １ ２ ３ １ １ ２ ３ ２ １ ２ １ １ １ １ １ ７ ７ ６ １ ０ １ １ ２ ５

袋状土坑数

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）３例を含めた。（中）には（中～新）２例を含めた。

墓坑数

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊墓坑軸欄の「軸なし」は下端平面形が円形で、短長軸が設定できないもの
＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）３例を含めた。（中）には（中～新）２例を含めた。

＊墓坑軸欄の「軸なし」は下端平面形が円形で、短長軸が設定できないもの

Ⅶ 成果と問題点
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�３ 内部付属施設－袋状土坑（表６～９）

初例は進行期（アヨロ２ａ式期）の大川遺跡ＧＰ－６７６である。未然期の在地系に類例がない、か

つ道南にも類例がないことから恵山系から発生した構造である可能性が高い。

垂直方向における設置位置（表６） 恵山系では壁面に横方向に掘削される。在地系では江別太２式

以降になると壁面と坑底の境に掘削される例が出現する。後北Ｃ２・Ｄ式期には、坑底に下方向に掘

削する例が多く、境に斜め方向に掘削する例が次ぐ。なお、円形・刺突文土器群期では、壁面に斜め

方向が多く、壁面に横方向が次ぐ。垂直方向における設置位置の変位は時系的変化である。

下端平面における設置位置（表７） 下端平面形に軸があって袋状土坑の設置位置が細分可能な事例

において、偏りがない場合は長軸上：長軸左：長軸右＝１：１：１となるはずであるが、進行～完了

期の在地系においては長軸右に設置される例がやや多い。真円形は長短軸が設定できないので袋状土

坑と下端平面形との関係は不明である。なお、軸が設定できる円形には偏りがみられない。

頭蓋骨が遺存する例が３例あった。墓坑長軸左にある１例は頭上左に設置されている。頭上に設置

される２例（直立した体軸方向において上ということである。顔面上・頭蓋骨上にあるということで

はない）については、下端平面形が円形であるため不詳である。極少数ではあるが袋状土坑は出現頭

初から遺体の頭側に設けられる規則があったと考えられる。ただし、墓坑平面における設置位置が頭

蓋骨位置に従属して決定されたかどうかはこのデータからは不詳である。

遺跡ごとに見た設置位置（表８） 平面における設置位置の変位は時系に関わらない。遺跡ごとの変

位の可能性があるので、類例の多い５遺跡について検討する。垂直方向における設置位置については、

各遺跡とも先述した傾向と齟齬はない。下端平面における設置位置については、後北Ｃ２・Ｄ式期以

前には比較できる遺跡数が足りないため不詳であるが、類例が多い後北Ｃ２・Ｄ式期では各遺跡に違

いが見られる。柏木Ｂ遺跡は長軸左が多い。ワッカオイ遺跡Ａ・Ｄ地点は長軸上・長軸左・長軸右に

あまり多少は見られないが、長軸上がやや多い。餅屋沢遺跡は長軸上・長軸右が多い。少例であるが

下端平面における設置位置は遺跡ごとに違いを見せる規則があるといえよう。

袋状土坑の内容物と設置位置には関係があるのだろうか。袋状土坑に内容物がある例は後北Ｃ２・Ｄ

式期以降に増加する（表９）。内容物が土器である例は長軸上・長軸右が多いことから、設置位置の選

択の基準が内容物ではない。なお、副葬土器は注口・片口付き深鉢・鉢の小～袖珍が選択されている。

以上より、袋状土坑は道央の恵山系から発生した構造であり、垂直方向の設置位置に関しては時系

的変化である。下端平面における設置位置は遺体の頭側に設けられ、長軸に対する右左は遺跡ごと規

則が異なるといえる。

�５ 内部付属施設－置き礫について（表１０）

南川葬法の置き礫（以下、Ｍ礫）とウサクマイ葬法の置き礫（以下、Ｕ礫）は道央に少数ある。M

礫は恵山系にやや遅れて在地系に採用される。在地系ではＭ礫と袋状土坑とが併設される例があるの

で同時に採用された可能性がある。ただしＭ礫の類例は大川・旧豊平河畔遺跡と少数で、併設例は大

川遺跡のみである。道央においてＭ礫と両施設併設は石狩川下流～石狩湾西岸に限られた葬法の可能

性がある。後北Ｃ２・Ｄ式期のＵ礫は少数・非典型的であり円形・刺突文土器群期に盛行を迎えるこ

とから、少なくともＵ礫は南川葬法の終焉と時間を隔てて発生した。道央の自発と考えてよい。

表Ⅶ－４－１０ 置き礫
江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 備 考 後北Ｃ１ 後北

Ｃ２・Ｄ古 備 考

Ｍ１ １ １ １ Ｕ２？ ０ １ 頭・土器脇に２個有り
Ｍ２？ １（袋状１） 頭・土器側にも１個有り

＊「Ｓ」は南川葬法、「Ｕ」はウサクマイ葬法、その後の数
字は礫の個数
＊（袋状）とは、袋状土坑が備わる土坑例
＊「？」は典型的でないことを示す。備考参照

Ｍ４ １ 足元側に４個有り
アヨロ
１

アヨロ
２ａ

アヨロ
２ｂ アヨロ３ａ アヨロ

３ｂ 備 考

Ｍ１ １ ３ ３ ２（袋状１）
Ｍ１？ １（袋状１） 坑底中央よりに１個有り
Ｍ２ １ ２ ２（袋状１）

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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表Ⅶ－４－１１ 副葬品総例数

表Ⅶ－４－１２ 副葬品単一例数

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿

魚形
石器

玉 類 熊 形
石製品

深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷

Ｈ３７
丘珠

坑底 １２ ５ ２ ５ １ ６ １ ３ １ １ ３ １ １ １ １ ３ １ ２ ２ １ １
坑中 １７ ６ ２ ２ ２ １ ２ １ ４ １ １ ２ ４ ４ ２ １ ２ ３ １ １ １
坑口 ４ ２ １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ 漏斗状土製品

Ｈ３１７
坑底 ７ ３ １ ２ １ １ １ ２ ３ １ １ １ １ １ １ １ １ アスファルト
坑中 ８ ５ ２ ２ ２ １ ２ ２ １ １ ３ １
坑口 ０

Ｈ３７
栄町

坑底 ２３ ５ ２ ７ １ ６ １ ２ １ ４ １ １ ３ ８・２ ９・４ ２ １・２ １ １ ２・１ 粘土
坑中 １０ ２ １ １ ３ １ ２ １ １ １ ２ １
坑口 ４ １ ２ １ １

江別太
１

坑底 ９ ５ ４ ３ ７ １ １ １ ３ ４ ３・１ 異形石器
坑中 ６ ２ １ １ １ ２ ２
坑口 ２ １ ２ １

江別太
２

坑底 １８ ９ ２ ６ ９ １ ８ １ ２ １ １ ２１１・１ ７ １ １ 漆塗弓、鉄塊
坑中 １２ ５ ２ ２ ５ ２ １ ２ １ １ ３ １ １
坑口 ２ １ １ １

後北Ａ
坑底 ２５ ８ １ １ ５ ５ １ ８ １ １ ３ １ ６ ７ １１ ２ １ １ 楔形石器
坑中 １２ ４ １ １ １ ３ １ ４ ２ ２ ４・１ １ １ ２
坑口 １ １

後北Ｂ
坑底 １０ ７ １ １ ２ ３ １ ２ １ １ １ １ １ ４・２ ４ １ １ １ 粘土
坑中 １ １
坑口 １ ・１

後北Ｃ１ 坑底 １ １ １ １

アヨロ
１

坑底 １８ ７ ２ ５ ６ ５ ２ １０ １ ３ ４ ３ ２ ３・２ ６・３ ・１ １ ・１ １ ２ ４・１ サメ歯、異形石器、漆塗弓
坑中 １０ １ ２ ２ １ ２ ２ ３ １ ・１ ・１ １ １ ２ ２
坑口 ０

アヨロ
２ａ

坑底 １８ １８ ２ ４ １７ １０ ２ １９ ３ ４ １ １ １ ５ １ ４ ２ ２ ２２２６・１ １ １ １・１ ・１ ２ ８ ９・１ 鉄器、矢柄研磨器
坑中 １０ ９ １ ５ ５ １ １ ２ １ ２ ２ ２ ７・１ ・１ ３・１ １ １ ６
坑口 ６ １ １ ２ ２ １ ２ １・１ １ ２ 粘土

アヨロ
２ｂ

坑底 ４８ １３ ３ ３ １４ １２ １ ２０ ５ ５ １ ２ ２ ６ １ ６ １ １６２２・２ １ ２ ２ １ ３ ３ １４ 粘土、鉄器
坑中 ３０ ９ １ ２ ２ ７ １ ３ １ ２ １ １ １ １ １ ３ ８・１ ７ ４ １ １・１ ２ １・１ １・２ １ ３ ２ １ サメ歯、翡翠勾玉
坑口 ４ ２ １ １ １ １ ・１ ２ １

アヨロ
３ａ

坑底 ３１ １６ ３ ７ １２ ２ １ １７ ４ １ ３ １ １ ５ ２１２・６ ８・２ ２ ２ ９・１ １・１ １ 粘土、翡翠勾玉、石錘
坑中 ２７ １９ ６ ２１ １３ １ ２ ５ １ ３ １ ４ １ ２ ２・１ ３・１ １ １ １
坑口 ０

アヨロ
３ｂ

坑底 ２ ２ ２ １ １
坑中 ２ ２ １ １ １ １ １・１ １
坑口

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿方割礫 玉 類 深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷 小 皿

後北
Ｃ２・Ｄ

坑底 ８７ ２ １ ２ ５ １ ６ １ ３ ２ １ ３ １０ ４ ２ ２・１１２・１１０・１１０・１７ ４・４ １・２ １・１ １・２ ３・１ 漆塗弓、紡錘車
坑中 １１３ １２ １ ３ ２２ ５ ３ ４ ２ ３ １４ ９・５ ３・７ ３・３ ２・１ １ ・１ ・３ 矢柄研磨器５、鉄製品２
坑口 ５ １ １ ３ ２・１ １・１ ・１ １

（古）
坑底 ２５ １ １ ２ ２ １ １ １ １ ２ ６ ３ ６・６ １ ・２ １ ２ 漆塗弓
坑中 １３ ２ ３ １ １ ５ ３・２ １・１
坑口 ４ ２ １・１ ・１ ・１

（中）
坑底 １７ １ １ ２ １ １ ・１ ３・１ １ ・６ ２・１ １ １
坑中 １４ １ １ １ ２ １ ５ ３・２ ３・１ １・２ ２・１ 矢柄研磨器２
坑口 １ １

（新）
坑底 １６ １ １ １ １ １ ２ １ ６・１ ３・３ １・３ ・１
坑中 １２ １ １ ２ ２ ２ ・３ １ ・１ ・２ 矢柄研磨器
坑口

（不明）
坑底 ２９ １ １ ２ １ １ １ ７ ４ ２ ２ １・２ ・１ ・１ １・１ 紡錘車
坑中 ７４ ８ １ ２ １７ ３ ２ ２ １ ２ ２ １・１ ・２ １・１ １ ・１ 矢柄研磨器２、鉄製品２
坑口 １

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿

魚形
石器

玉 類 熊 形
石製品

深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷

Ｈ３７
丘珠

坑底 １２ １ １ １
坑中 １７ １ １ １ １ １ １
坑口 ４ １

Ｈ３１７
坑底 ７ １
坑中 ８ １ １
坑口 ０

Ｈ３７
栄町

坑底 ２３ １ １ ３ ２・１ ２
坑中 １０ １ １ １ １ １
坑口 ４ １ １ １

江別太
１

坑底 ９ １
坑中 ６ １ １ １
坑口 ２ １ １

江別太
２

坑底 １８ １ ２ １ １
坑中 １２ １ ２ ２
坑口 ２ 魚形石器

後北Ａ
坑底 ２５ １ ２ １ ７
坑中 １２ １ １ １
坑口 １ １

後北Ｂ
坑底 １０ １ １ １ 粘土
坑中 １ １
坑口 １ ・１

後北Ｃ１ 坑底 １

アヨロ
１

坑底 １８ １ １
坑中 １０ １ ・１ １ １
坑口 ０

アヨロ
２ａ

坑底 １８ ４ ８ １ １ １
坑中 １０ ４ １ １ １ １ １
坑口 ６ １ １ １

アヨロ
２ｂ

坑底 ４８ １ ４ １ １ ２
坑中 ３０ ２ ３ ２ １ ３ １ １ １ １ 翡翠勾玉
坑口 ４

アヨロ
３ａ

坑底 ３１ １ ２ １ １ 粘土
坑中 ２７ １ １ １ １
坑口 ０

アヨロ
３ｂ

坑底 ２
坑中 ２
坑口

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿方割礫 玉 類 深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷 小 皿

後北
C２・
D

坑底 ５６ １ １ ２ １ １１１・１ ７・１ ４・７ １・２ １ ・１ ・１ ２
坑中 ５１ ２ １ １ １ ３ ３・３ １・１ １・２ １ ・１ 矢柄研磨器
坑口 ３ １ １ ・１

（古）
坑底 １６ １ ５ ２ ３・３ １
坑中 ７ １ ２ １・１
坑口 ３ １ ・１

（中）
坑底 １３ ３・１ １ ・２ １ １
坑中 ４ ２ ・１ １ ・１
坑口 １ １

（新）
坑底 １０ １ ４・１ ・２ ・２
坑中 ８ １ １ １ ・１ ・１
坑口

（不明）
坑底 １７ １ １ ２ １ ２ １ ・１ ・１ １
坑中 ３２ １ １ １ １ １・１ ・１ ・１ １ 矢柄研磨器
坑口

＊坑中は覆土下部出土資料のこと ＊（古）には（古・中）を含め、（中）には（中・新）を含めた。 ＊土器欄の黒丸右側の数値は注口付き、片口付き、把手付き、耳付きなど特殊な形態の器の例数。

＊坑中は覆土下部出土資料のこと ＊（古）には（古・中）を含め、（中）には（中・新）を含めた。 ＊土器欄の黒丸右側の数値は注口付き、片口付き、把手付き、耳付きなど特殊な形態の器の例数。

Ⅶ 成果と問題点
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�６ 墓坑の副葬品について（表１１～１３）

表１１は副葬品を例数で位置ごとに集計した。表１２は単一の種類のみが副葬された例数のみを位置ご

とに集計した。表１３は複数種副葬された坑底の例数のみを集計した。なお、表１１～１３は例数を数える

ので、同じ位置に同じ種類の副葬品が複数あった場合でも「１」と計数する。

表１１によって副葬品の全般的傾向をみる。在地・恵山系では未然～進行～完了期を通じて坑底に副

葬される例が多い。全期を通じて頻出する副葬品は、在地・恵山系ともに石鏃・掻削器、石斧、深鉢

小・深鉢袖珍である。ほかの副葬品は時期や在地系と恵山系によって多少がある。

ナイフは完了期に減少する。魚形石器は、恵山系のアヨロ２ａ～ｂ、在地系のＨ３７栄町～江別太２式期

に少数ある。琥珀玉は、恵山系のアヨロ１～３ａ式期に多く、在地系のＨ３７丘珠～Ｈ３７栄町期に多い

が、江別太１式期以降に減少する。恵山系の琥珀玉の多さは道南にはない。管玉は恵山系のアヨロ１

～２ｂ式期に、後北Ｃ２・Ｄ

式期とに多い。環は恵山系

のアヨロ１～２ｂ式期に多

く、江別太２式期に１例ある。

土器は、小～袖珍の深

鉢・鉢が選択され、袋状土

坑に収納される土器の傾向

と似る。鉢・浅鉢は在地系

のＨ３７栄町期以降減少する。

壷は恵山系のアヨロ１～３

ｂ式期に多い。皿は後北

Ｃ２・Ｄ式期に多くなる。

特殊（注口・片口・把手・耳

が付く形態のこと）な形態

の土器は、在地系のＨ３７丘

珠～Ｈ３１７期において副葬

しないが、Ｈ３７栄町期以降

になると特殊な壷・深鉢が

少数現れる。恵山系のアヨ

ロ１～３ｂ式期を通じて特

殊な深鉢・鉢・浅鉢・壷がや

や多い。後北Ｃ２・Ｄ式期

には特殊な深鉢・鉢・浅鉢・

皿が多い。特殊な形態の土

器の副葬は恵山系に始まり

進行期に在地系に波及し後

北Ｃ２・Ｄ式期に盛行する。

表１２では単一種（組み合

わない）で出土する副葬品

の傾向をみる。

表Ⅶ－４－１３ 副葬品組み合わせ例数
石槍 石錐 ナイフ 掻削器 石斧 砥石 敲石 擦石 凹石 台石 琥珀玉 管玉 玉 深鉢大 深鉢中 深鉢小 深鉢 鉢中 鉢小 鉢 浅鉢小 浅鉢 壷 皿 備考

Ｈ３７丘珠
石 鏃 ２ ４ １ ４ ２ ２ １ １ ２ １ １ １ １
ナイフ １ １
深鉢中 １
浅鉢小 １
Ｈ３１７
石 鏃 １ １ １ ２ １ １
凹 石 １ １
琥珀玉 １ １
Ｈ３７栄町
石 鏃 ２ ４ ２ １ １ ２ １ ３ ３ １ １
掻削器 ２ １ １ １ １ １
石 斧 １ １ １
琥珀玉 １
深鉢小 １
深 鉢 １ １
江別太１
石 鏃 ４ １ ５ １ ２ ２ ２
掻削器 ２ １ １ ２
江別太２
石 鏃 ２ ４ ７ ７ １ ２ １ ６ ３ １
ナイフ ３ １ ２
掻削器 １ １
後北Ａ
石 鏃 １ ３ ４ ４ １ １ ３ ２ １
石 槍 １ １ １ １ １ １
ナイフ １
掻削器 １ １ １
石 斧 ２ １
後北Ｂ
石 鏃 １ ２ ３ １ １ １ ５ ５ ２
石 槍 １ １ １ １ １
後北Ｃ１
石 鏃 １ １
後北Ｃ２・Ｄ
石 鏃 １ １ １ １ 漆塗弓１
石 錐 １
ナイフ １ １
掻削器 １ １・１ １・１
石 斧 ・１
敲 石 ・１ １
石皿，台石 １
琥珀玉 ２ １ ・１ １
管 玉 ２
玉 ・１

深鉢小 ・１ １ ・１
深 鉢 ・３ １ １
アヨロ１
石 鏃 １ ５ ５ ５ ４ ２ ２ ３ ２ １ ４
石 槍 １ １ １
ナイフ １
石 斧 １ ２ １ １ ２ １ ２
砥 石 １ １ １
琥珀玉 １ １ １
アヨロ２ａ
石 鏃 １ ２ ８ ７ ９ ３ ２ １ １ ２ １ ８ ５ １ ９
石 錐 １ １ １ １
ナイフ １ ３ １ １ ４ ５ １ ２
掻削器 １ １ １
石 斧 １ １ １ ２ ４ １
琥珀玉 １ １ １
アヨロ２ｂ
石 鏃 １ ２ ９ ８ ９ ３ ４ ２ ５ １０ ２ １ １ ６
石 槍 １ １ １
石 錐 １ １
ナイフ ２ ３ １ １ １ １ ３ ３ １
掻削器 １ １ ２
石 斧 １ １ １ ２ ５ ２
アヨロ３ａ
石 鏃 ２ ５ ８ １１ ２ １ ３ １ １ １１ ２ １ ６ １
石 錐 １ １ １ １
ナイフ １ １
掻削器 ３ １ ２ ２ ３ １ １
石 斧 １
砥 石 １ １ １
アヨロ３ｂ
石 鏃 ２ １ １
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後北Ｃ２・Ｄ期の玉類を除くと石器類・玉は組合せで副葬される。一般に土器は単一副葬の傾向が

顕著であるが、深鉢小・深鉢袖珍は組合わせで副葬され、鉢・浅鉢は単一副葬が顕著であり、特殊な

形態は器種を問わず組合わせが顕著である。

表１３ではどのような組み合わせがあるのか副葬の意図が確かな坑底資料に限ってみる。石鏃は石

斧・深鉢小・深鉢袖珍・壷と組合い、Ｈ３７栄町期以降顕著になる。

石斧は石鏃と強い相関が有り、石鏃と組合わない場合には深鉢小・深鉢袖珍と組合わさる。石斧の

傾向は石鏃と類似している。

玉類は、玉類・石鏃・深鉢小・鉢小・浅鉢小・深鉢袖珍・鉢袖珍と組合う。玉類は石鏃と強い相関

があるいっぽう、石鏃と組合わない場合には玉類・深鉢小・深鉢袖珍と組合わさる。このことから玉

類の傾向は石鏃と似ているが異なる反面がある。

深鉢大・深鉢中・鉢中は剥片石器とほとんど組合わない。各規格の鉢・浅鉢は、在地系はＨ３７丘珠

～Ｈ３７栄町期まで剥片石器と相関し、江別太１式期以降は単一副葬となる。恵山系は頭初（アヨロ１

式期）から単一副葬の傾向が強い。

以上のように、特定の遺物どうしが特定の関係にあることが読み取れる。例えば「石鏃は、石斧・

深鉢小・深鉢袖珍・壷と組合う」それとは相反して「深鉢大・深鉢中・鉢中は、剥片石器とほとんど

組合わない」である。

副葬品に特定組合わせが生じる原因として被葬者の性差が考えられる。当該期の道央において性差

が判別できた例が１例ある。男性が埋葬された大川遺跡ＧＰ－２１８（Ｈ３１７期）から深鉢袖珍・石鏃・

琥珀平玉が出土している。また地域は異なるが、幣舞遺跡ではＨ３７丘珠～Ｈ３７栄町併行期の土坑墓で

男性１０例女性３例が判別さている。幣舞遺跡例では、石鏃・石斧は男性墓、女性墓には副葬品が極め

て乏しく琥珀玉があった。加藤邦雄も噴火湾岸の事例を挙げて石鏃・石斧が男性墓に副葬されること

を明らかにしている（加藤１９８２）。

表Ⅶ－４－１４ 合葬・追葬例

遺跡名 遺構名

遺
構
の
時
期

主体部 外部施設 内部付属施設
副葬品の位置

備 考番

号

下
端
平
面
形

柱穴様土坑 袋状土坑

個

数

墓
坑
に
対
す

る
平
面
位
置

個

数

垂
直
位
置

墓
坑
・
柱
穴

に
対
す
る

平
面
位
置

遺
体
に
対
す

る
平
面
位
置

掘
削
方
向

内
容
物

坑 底 坑 中
埋土上面／
坑口脇

H３７栄町期
４１ 紅葉山３３ ＧＰ－６３ 古 円 深鉢小１、甕小１（アヨロ１？）、鉢小１→頭上、石斧２ ２体合葬（人骨位置より）
江別太２
５３ 大川 Ｐ－９５ 円 深鉢小２、石鏃６、石斧１ ２体合葬（人骨位置より）
後北Ａ
２８ 旧豊平河畔 墓１７８ 楕円 ４＋４ 四隅 深鉢１ 追葬？（柱穴様土坑８個より）
後北Ｂ

１１ 萩ヶ岡 墓１１２ 円 深鉢小１→頭右、壷小１・深鉢小１（後北
A）→頭上、石鏃５８、掻削器３ 深鉢小１ ２体合葬（人骨位置より）

５３ 大川 Ｐ－８８ 円 深鉢小１、甕小２（アヨロ３）、壷中１（アヨロ３b）
→頭左、石槍１、ナイフ１、石斧１、琥珀平玉９ ２体合葬（人骨位置より）

アヨロ２ｂ

４１ 紅葉山３３ ＧＰ－２２ 円 深鉢小１、深鉢２、壷１→頭右、石鏃６３、ナ
イフ１１、砥石４、石錐２、石斧５、環３、石核２、環１ ３体合葬（人骨位置より）

５１ 大川 ＧＰ－１３１ 円 甕小２ 追葬？（人骨が４６cm浮く）
５３ Ｐ－１０４ 円？ 甕１→頭右、石鏃１１、石槍２、ナイフ１、掻削器３、石斧５、砥石１ ２体合葬（人骨位置より）
アヨロ３ａ
４９ 大川 ＧＰ－２４３ 円 甕小１→両頭間、石鏃１９、石錐２、掻削器３、琥珀玉４ 石鏃１１、石錐２ ２体合葬（人骨位置より）

５０ 大川 ＧＰ－６２０ 円 ４ 四隅 並 列
２

壁面
坑底

短軸左側
長軸右側

横
斜

甕小１、耳付深鉢小１、壷小１、石鏃３００
＜、掻削器３、石斧１、管玉８

甕中２、鉢１、石錐３、
掻削器１、石斧１ ４体合葬（人骨位置より）

後北Ｃ２・Ｄ
２ タプコプ ＧＰ－８ 古 円 １ 坑底 短軸上 下 深鉢小１、石鏃８、掻削器２、ガラス玉１３ 追葬？（人骨が１５cm浮いている）
２ ＧＰ－３３ 古 隅丸方 ４ 四隅 深鉢中１、注口深鉢小１ 合葬（人骨位置より）

４３ ワッカオイ・Ｄ ２０号土坑墓 古 ・
中

長楕円
（舟形）

並 列
５

底と壁の
境 短軸片側 横 鉢小４、鉢１ 鉢小２、注口鉢１、皿小１→頭上、琥珀平玉３４

９体合葬（追葬も含まれている
可能性が高い）

４４ ３２号土坑墓 中 円 浅鉢小１→頭右 注口鉢小１ 追葬？（遺物の平面的位置が
下層の２７号と一致する）

４４ ２９号土坑墓 中 長楕円？ 注口鉢小１→頭右、掻削器１ ２体以上合葬（人骨位置より）
４３ １１号土坑墓 新 円 １ 底と壁の境 長軸右側 頭上 斜 深鉢１ ２体合葬（人骨位置より）、袋状土坑（１体の頭上）
４３ １７号土坑墓 新 円 １ 底と壁の境 長軸上 斜 深鉢小１ ２体合葬（人骨位置より）、袋状土坑（２体間の頭上）
９ 柏木Ｂ ３９号土坑墓 新 楕円 注口鉢小１ 合葬？（長軸長より）
４４ ワッカオイ・Ｄ ２６号土坑墓 新 楕円 深鉢小１、注口深鉢小１、深鉢１→頭上、方割礫８ ４体合葬（人骨位置より）
４４ ２４号土坑墓 新 楕円？ １ 底と壁の境 長軸左側 頭左 斜 深鉢１ 注口鉢小１→頭上 片口皿小１、把手付片口深鉢１ ２体以上合葬（人骨位置より）

４４ ２５号土坑墓 新 楕円
（舟形） 深鉢小１、注口浅鉢１→頭左、土玉４ 把手付注口皿小１、 追葬（遺物の平面的位置が下

層の２６号と一致する）

４４ ３３号土坑墓 新 楕円？ 注口鉢小１→頭右 追葬？（人骨位置は２体合葬であるが、遺物
の平面的位置が下層の２３号と一致する）

４９ 大川 ＧＰ－１１０ 新 楕円 深鉢小２→頭上 ２体合葬（人骨位置より）

４４ ワッカオイ・Ｄ ２８号土坑墓 新 長楕円
（舟形）

並 列
３ 坑底 短軸片側 下 片口鉢小２、

注口深鉢１ 土玉１、琥珀玉５、玉９８ ３体合葬（袋状土坑３個より）

４８ 餅屋沢 １０－４０Ａ ？ 円 ２ 不定 土器片、掻削器１ ３体合葬（人骨位置より）
４８ １１－４１Ｂ ？ 円 土製管玉１９、有孔石１ ３体追葬（人骨位置のずれより）
４９ 大川 ＧＰ－７ ？ 円 深鉢？１、石斧１ ４体合葬（人骨位置より）
４８ 餅屋沢 ９－３９Ｂ・Ｃ ？ 隅丸方？ 土製管玉５、管玉２、垂飾２（全て C土坑出土） 追葬（人骨位置のずれより）

４４ ワッカオイ・Ｄ ２２号土坑墓 ？ 長楕円
（舟形） １ 底と壁の境 短軸片側 斜 平玉７０、管玉２ 石鏃１ ６体合葬（人骨位置より）、袋状

土坑（１体の頭上）

＊置き礫の欄の「Ｍ」は南川葬法と似た配置、「Ｕ」はウサクマイ葬法と似た配置。土器の後の「→頭～」は頭蓋に対する土器の位置を表す。
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以上より、石鏃・石斧・深鉢小・深鉢袖珍・壷は男性墓に副葬され、深鉢大・深鉢中・鉢中は女性

墓に副葬された可能性があり、玉類は両性の墓に副葬されたと推定できる。なお、幣舞遺跡例から女

性墓には土器・石器類はないが、繊維製品など遺存しにくい有機質の副葬品があったと考えられる。

このことから、遺物が出土せず時期不明と判断された墓の多くは女性の墓ということになる。女性墓

の事例が不足しがちな理由はこれによると考えられる。

�７ 合葬・追葬について（表１４）

合葬墓の特徴は、平面形は単葬墓と同じだが、規模が大型である（後北Ｃ２・Ｄ式期では合葬・追

葬専用の平面形である舟形土坑が登場する）こと、複数遺体が坑底に整然と安置されること、付属施

設が遺体数に相応して設けられないことがあげられる。

追葬の特徴は、平面形は単葬墓と同じで、規模も単葬墓に等しいこと、人骨が坑底から浮いていた

り、ずれがあったりすること、柱穴様土坑が複数組設置されることがあげられる。人骨が原位置を保っ

ていないことに関しては墓坑を共有したことがうかがえ、柱穴様土坑に関しては墓坑を共有して外部

付属施設のみを変更する意図がうかがえる。

このようなことから、切り合いと報告されたワッカオイ遺跡Ｄ地点１０（１１に追葬、以下追葬を略す）・

２５（２６に）・３２（２７に）・３３（２３に）号土坑墓は、平面形や遺物平面位置が上下で重なることから追葬と考

えられ、８（９に）・１２（１３に）・１４（１に）・１６（２０に）・２４（２３に）・２９（２６に）号土坑墓はその可能性が高い。

２０号土坑墓は一見合葬墓に見えるが、歯から推定した遺体数９に対して土器は９個ある。そして、

舟形土坑墓は通常短軸に遺体体軸を向けて安置されるが、この墓のＰ．４２（土器）とＴ．１（歯）とが

示す遺体は、短軸上に安置されたとすると軸長が他に較べて短く不自然である。遺体を安置するには

遺体軸を墓坑長軸と斜交させなければならない。加えて、この遺体が安置されている北側端の平面形

態は反対側の形態と異なり、別な意図が加わったとみられる。以上より、２０号土坑墓では追葬が行わ

れたと考えられる。

副葬品の種類は単葬墓と同じである。組合わせにおいて被葬者の性差に偏りがみられる。偶数遺体

が埋葬されかつ性の選択が生じていない場合、男の組合わせ：女の組合わせ＝１：１で副葬されてい

るはずである。偶数遺体合葬例１３中、７例は全て男性の組み合わせで、２例は男性の組み合わせが殆

んどで両性に組合わさるものが混じる。また、追葬例６中においては男や女の組合わせに偏る例はな

いが、５例が両性に組合わさるもののみで副葬品が構成されていた。

くわえて、円形・刺突文土器群期の西島松５遺跡の追葬例１７例中、７例は男性の組合わせ（大刀・

横刀・鉄鏃に偏る）、４例は女性の組合わせ（副葬品なし）であった。なお、当該期と擦文文化期に

おける性ごとの副葬品組合わせに関しては鈴木（１９９９）が言及しており、アイヌ文化期のそれについ

ては鈴木（２０００）が言及しているが当該期と擦文文化期と共通する状況である。

副葬品の組合わせの偏りから性別の偏りがうかがえた。「同性を同じ墓坑に埋葬する」規則があっ

た可能性が高い。「同性を同じ墓坑に埋葬する」とはどのような関係に基づいていたのだろうか。具

体的には家族（核家族と拡大家族）であり、親族（血族・姻族）を含む関係である可能性がある。

合葬の場合は、少人数は家族埋葬、多人数は血族・姻族を含む広汎な被葬者が想定できる。ただし、

人数の多少を具体的な数字で表すことはこのデータからは困難である。

追葬の場合は、少人数（２名が多く３名は極少ない）で時間差があることから、少人数かつ系脈が

あると推測できる。このことから限られた被葬者が想定でき、２世代の家族（３世代は極少ないが、

その場合には核家族の血族、拡大家族の血族・姻族が想定される）埋葬と考えられる。さらに、男性

は男性へ、女性は女性へと系脈をつなげることから男系・女系の両系が想定される。

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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�８ 表出的属性と内在的属性から見た墓構造の系譜について（表１５）

道央の墓制は道南や道東からの影響を受け、さらに在地系と恵山系で属性交換を行っている。道南

からは下端平面形・南川葬法の置き礫があり、恵山系がアヨロ１式期に受け入れ、在地系が遅れて恵

山系から導入した。道東からは下端平面形・柱穴様土坑の配置である。舟形土坑は後北Ｃ２・Ｄ式期

に導入した。四隅４本はＨ３７丘珠期以前に在地系が受け入れ、遅れて恵山系が在地系から導入した。

道央自発の属性には柱穴様土坑の配置と袋状土坑がある。長軸２本はＨ３７丘珠期以前に在地系に自発

した。袋状土坑はアヨロ２ａ式期に恵山系で自発して在地系に受け入れられた。

内在的属性とは埋葬が終了した墓からは窺い知れない情報で、ヒトからヒトへの伝達は葬送の時

間・場面の共有が必要となる（家族・親族関係的）。いっぽう表出的属性とは埋葬が終了した墓から

でも理解できる情報で、ヒトからヒトへの伝達は葬送の時間・場面の共有は必要としないし、伝聞だ

けを介して伝達可能である（非家族・親族関係的）。そして、内在的属性は表出的属性に較べてより

深層的な属性であるといえる。下端平面形・主体部構造・内部施設・埋葬姿勢は内在的属性、外部施

設は表出的属性にあたる。中間的属性とは内在的属性と表出的属性の両方の性質が備わる。坑底副葬

品があたると思われる。個人の特殊な意図を含む場合は副葬品の組成内容の伝達に時間・場面の共有

を必要とし、大きい規模の集団を表す意図がある場合は時間・場面の共有を必要としないであろう。

内在的属性の交換方向は道南→恵山系→在地系・恵山系自発→在地系・道東→道央が認められる。

表出的属性の交換方向は道東→在地系→恵山系・道東→在地系が認められた。そして、属性交換の時

系的伝達は、追葬の状況から男・女系によってなされると想定された。両系によって統御された異な

るレベルの属性が異なる地域と交換された。内在的属性はおもに道南・恵山系から、表出的属性は道

東から波及する。在地系と道南・恵山系との関係は家族・親族関係的に偏るといえる。

なお、石鏃・石斧など性別・生業を反映する副葬品は、生業における性分業が反映されていると解

釈でき、生業も墓制と同様に両系によって統御されていることを示唆する。 （鈴木）

表Ⅶ―４―１５ 属性の変遷 未 然 期 進 行 期 完 了 期
Ｈ３７丘珠 Ｈ３１７ Ｈ３７栄町 江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 後北Ｃ１ 後北Ｃ２・Ｄアヨロ１ アヨロ２ａ アヨロ２ｂ アヨロ３ａ アヨロ３ｂ

表
出
的

属

性

外
部
施
設

柱穴様
土 坑

長軸２本 在地系 自発
恵山系

四隅４本 在地系 道東から
恵山系 在地から

内

在

的

属

性

下
端
平
面
形

円 形 在地系
恵山系

楕 円 形 在地系
恵山系

隅 丸 方 形 在地系 恵山系から
恵山系 道南から

小 判 形 在地系
恵山系

舟 形 在地系 道東から恵山系

隅 丸 長 方 形 在地系 自発恵山系

主
体
部
構 造

土 坑 在地系
恵山系

木 槨 在地系
恵山系 （出自不明）

内
部
施
設

袋 状 土 坑 在地系 恵山系から
恵山系 自発

置き礫
南 川 在地系 恵山系から

恵山系 道南から

ウサクマイ 在地系 自発恵山系
埋
葬
姿
勢

屈 葬 在地系
恵山系

側 臥 屈 葬 在地系
恵山系

中
間
的
属
性

坑
底
副
葬
品

琥 珀 玉 在地系
恵山系

管 玉 在地系
恵山系

環 在地系
恵山系

魚形石器 在地系
恵山系

特殊な器
形の土器

在地系
恵山系

＊帯の濃淡は類例の多寡を示す（濃：頻出、淡：寡出）。網かけは類例があることが予想される。
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焼土の石器
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谷と谷の土器

谷１セクション S→N

谷２セクション N→S 谷２セクション（アップ） N→S

谷２作業風景 N→S

１
２

３ ５b

４

５a

６ ７

図版Ⅳ－３６
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包含層の土器（１３）・金属製品
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